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ヤま ンこ

本報告書は北谷町内のキャンプ瑞慶覧に所在す

る、玉代勢原遺跡の発掘調査の成果をまとめたもの

です。

米軍基地内はこれまで、手付かずの地域でした

が、防衛施設局との協議の結果、近年、埋蔵文化財

の調査もスムーズにおこなわれるようになり、把握

できるようになりました。

米軍基地内においても、埋蔵文化財は私達の祖先

が培ってきたもので、発掘調査をおこない把握する

ことによって、これまで失われてきた先人の生い立

ちを知る上での、ひとつの重要な方法だと考え、そ

の理念のもとにおこなってきました。

埋蔵文化財を把握する必要のあることが文化財保

護法は謡っています。

玉代勢原遺跡は調査の結果、12世紀を初めとし

て、14～ 16世紀、近世～現代にかけて、 3枚の文

化層が確認され、大まかにグスク時代から現代にか

けての複合遺跡であることが判明しました。

本書が広く活用され、文化財保護の一助ともなれ

ば幸いであります。なお、調査に際し御指導・御協

力や現場視察までおこなっていただきました県教育

庁文化課をはじめ諸先生方、鑑定を快く引き受けて

下さった大城逸朗、大橋康二、手塚直樹、江上幹幸

先生、玉稿を賜 りました川島由次、黒住耐二先生に

末尾ながら厚くお礼を申し上げます。

北谷町教育委員会

教育長 営 山 憲

めじ



例  言

1、 本報告書は平成 3・ 4年度事業として、「キャンプ瑞慶覧 (3)・ (4)建設工事に係る埋蔵文

査報告書として那覇防衛施設局と受託契約をおこない『玉代勢原遺跡』の緊急調査報告書として、

まとめたものである。

2、 遺物の同定は下記の先生方による、記して感謝申し上げる。

陶磁器  大橋康二 (佐賀県立九州陶磁文化館学芸課長)

手塚直樹 (鎌倉考古学研究所所長)

江上幹幸 (青山学院大学講師)

獣 骨  川島由次 (琉球大学農学部助教授 )

石 質  大城逸朗 (沖縄県立教育センター主任学芸員)

石 器  長野真一 (鹿児島県立埋蔵文化センター)

貝 殻  黒住耐二 (千葉県立中央博物館学芸員)

3、 本書の執筆・編集は中村がおこない、分担は下記のようにおこなった。

遺物実測  営山 格 池原京子 宮城武子 前川恵子 仲村まゆみ 高宮城直子 浦崎解子

遺物一覧  前川恵子 仲村まゆみ 長嶺初子

貝殻集計  仲村渠恵 与那覇恵子

トレース  長嶺初子

4、 発掘調査で得られた資料はすべて北谷町教育委員会に保管されている。



目 次

はじめに

例  言

第 1章 遺跡の位置と環境 ・……

第 2章 調査に至る経緯 ・………

a.調査に至る経緯 ・………

b.調査の体制 。………………

第 3章 調査の概要 ・………………

第 1節 調査の経過 ・……………

第 2節 層  序

第 3節 遺  構 ……………・

第 4節 出土遺物 ……………

a。 人口遺物 ・…………………

イ.土 器
口.須恵器

１

　

２

　

２

　

２

　

９

　

９

　

９

付

焼

器立敏

田

価

器

青

白

染

有

現

磁

１

２

３

４

５

６

陶

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

磁 ・………

磁 ・………

壷 屋 焼 …………

陶質土器 ・…………

瓦 ・…・……………

焼

一

蛮

焼

器

鉢

焼

釉

部
　
¨
　

　

イ
　
　
　
　
田

砥

器

南

夕

陶

橘

湧

褐

３

　

７

　

９

　

９

　

９

　

６

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

１

　

２

　

３

　

３

　

４

　

９

　

０

　

０

　

０

２

２

２

２

２

３

３

３

３

４

４

５

５

６

６

６

７

８

８

９

10.瓦質土器



11.遊

ホ.石 器

目

1.打製石器

2.磨製石器
へ.貝製品 ・……

卜.古 銭 ・………

自然遺物 ……………

イ.貝    類
口。脊椎動物遺体

ま と め ・……………

付  記

０

　

０

　

０

　

１

　

９

　

９

　

９

　

９

　

９

　

７

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

b

第 4章

第 1表

第 2表

第 3表

第 4表

第 5表

第 6表

第 7表

第 8表

第 9表

第10表

第11表

第12表

第13表

出土遺物集計表 ・…・……。(別表 )

土器観察一覧 ・…………・………101

須恵器観察一覧 ・…………・……112

青磁観察一覧 ・…………・………114

白磁観察一覧 ・…………・………125

染付観察一覧 ・‥………・………130

有田焼観察一覧 ・………………145

現代磁器観察一覧 ・……………150

砥部焼観察一覧 ・…・……………153

南蛮焼観察一覧 ・・………………154

タイ焼観察一覧 。…………・……156

陶器観察一覧 。…‥……………158

橘鉢観察一覧 ・・…………………165

表  目  次

第14表

第15表

第16表

第17表

第18表

第19表

第20表

第21表

第22表

第23表

第24表

第25表

湧田焼観察一覧 ・・

褐釉陶器観察一覧

壷屋焼観察一覧 ・・

陶質土器観察一覧

瓦質土器観察一覧

石器観察一覧 ‥…

古銭観察一覧 ・…・

貝殻分類表 ・……・

貝殻分類表 。……・

貝殻分類表 ・……・

貝殻分類表 ・……・

出土遺物別年代表

……171

・・・。。0175

。……181

・・・・・・188

・・・・・・189

。・・・。・190

・・・・・。196

(別表 )

(別表 )

(別表 )

(別表 )

・・・・・・197



括 図 目 次

第 1図 玉代勢原遺跡と周辺遺跡の位置図 ・………………………

第 2図 米軍地図 (1954年 )に よる地形と玉代勢原遺跡位置図

第 3図 米軍地図による立体シュミレーション・…………………

第 4図 発掘区とグリット設定図 ・…‥…………………………………………………………。10

第 5図  C・ D・ Eト レンチ土層断面実測図 ・…………………………………………………・13

第 6図  3・ 3・ 4・ 5ト レンチ土層断面実測図 ・…………………………‥………………。15

第 7図  6・ 7・ 8・ 9ト レンチ土層断面実測図 ……………………………………………・17

第 8図 a D・ E-3・ 4・ 5・ 6グ リット遺構検出平面・ 断面実測図 (現代の屋敷跡 )。・19

第 8図 b 石列の構成状況 (家屋)・ ……………………

第 9図  D・ E-7・ 8グ リット遺物出土状況実測図

第10図

第11図

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

第18図

第19図

第20図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

土器 I類 ( )・ Ⅲ類 ・

土器 I・ Ⅲ類底部 ・……

土器Ⅲ類 ・………………

須恵器 …………………

青磁 ………………………

青磁 ……………………・

青磁 ・………………………

青磁 ………‥…………

青磁 ……………………

白磁 ・……………………

白磁 ‥…………………・

染付 。……………………

染付 。………………………

染付 。………………………

染付 ………………・……

染付 ・……………………

染付 ……………………・

染付 …‥…………………

有田 ・……………………

有田 ……………………

現代磁器 ・………………

砥部焼 …………………

24

25

26

28

30

31

32

33

34

35

36

37

38

40

41

42

43

44

45

46

47

48

第32図

第33図

第34図

第35図

第36図

第37図

第38図

第39図

第40図

第41図

第42図

第43図

第44図

第45図

第46図

第47図

第48図

第49図

第50図

第51図

第52図

第53図

南蛮 ・…

南蛮 ・…

タイ焼

陶器 ・…

陶器 。…

陶器 。…

陶器 …

陶器 ・…

陶器 ・…

陶器 ・…

陶器 …

陶器 ・…

陶器 ・…

陶器 ・…

橘鉢 ・…

橋鉢 …

橘鉢 ・…

橘鉢 …

橘鉢 …

橋鉢 ・…

橘鉢 ・…

橘鉢 …

１

　

２

　

９

　

０

　

１

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

０

　

１

　

２

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

０

　

１

　

２

　

３

２

２

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７



第54図

第55図

第56図

第57図

第58図

第59図

第60図

第61図

第62図

第63図

第64図

第65図

第66図

湧田焼 ・

湧田焼 ・

褐釉陶器

褐釉陶器

褐釉陶器

褐釉陶器

壷屋焼 ・

壷屋焼 ・

壷屋焼 。

陶質土器

陶質土器

陶質土器

陶質土器

74  第 67図

75  第 68図

76  第 69図

77  第 70図

78 第 71図

79  第 72図

81 第 73図

82  第 74図

83  第 75図

84  第 76図

85  第 77図

86  第 78図

87  第 79図

８

　

９

　

９

　

１

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

０

　

０

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

瓦質土器

瓦 ・……………………………………

遊具 。………………………………

石器 。………………………………

石器

石器

石器

石器

石器

石器



図 版 目 次

図版 1

図版 2

図版 3

図版 4

図版 5

図版 6

図版 7

図版 8

図版 9

図版 10

図版 11

図版 12

図版 13

図版 14

図版 15

図版 16

図版 17

図版 18

図版 19

図版20

図版21

図版22

図版23

図版24

図版25

図版26

図版27

図版28

図版29

図版30

図版31

図版32

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

遺跡遠景 (南東側より)

遺跡遠景 (南西側より)

発掘状況

3～ 7区の完掘状況

C・ D-4・ 5区の完掘状況

E区南側土層の状況

3～ 6区の土層の状況

4～ 6・ C～ E区の上層の状況

E-4区 の石列状況

D-7区 第Ⅳ層の不定形遺構

C-6区 第Ⅳ層の土器出土状況

土器 I・ Ⅲ類表面

上器 I類底部表面

上器 Ⅲ類口縁・底部表面

須恵器・珠洲焼表面

青磁  類表面

青磁  類表面

青磁  類表面

青磁  類表面

青磁  類表面

白磁表面

白磁表面

染付表面

染付表面

染付表面

染付表面

染付表面

染付表面

有田・伊万里・肥前焼表面

有田・伊万里・肥前焼表面

現代磁器表面

現代磁器表面

下 遺跡近景 (南東側より)

下 遺跡近景 (西側より)

下 台風による冠水状況

下 5～ 9区の完掘状況

下 C・ D-4・ 5区の完掘状況

下 3区西側土層の状況

下 6～ 7区の土層の状況

下 D-6～ 9区の上層の状況

下 E-5区 の石列状況

下 C-7区 第Ⅳ層の土器出土状況

下 C-6区 第Ⅳ層の土器出土状況

下 土器 I・ Ⅲ類裏面

下 土器 I類底部裏面

下 土器 Ⅲ類口縁・底部裏面

下 須恵器・珠洲焼裏面

下 青磁  類裏面

下 青磁  類裏面

下 青磁  類裏面

下 青磁  類裏面

下 青磁  類裏面

下 白磁裏面

下 白磁裏面

下 染付裏面

下 染付裏面

下 染付裏面

下 染付裏面

下 染付裏面

下 染付裏面

下 有田・伊万里・肥前焼裏面

下 有田・伊万里・肥前焼裏面

下 現代磁器裏面

下 現代磁器裏面



図版33 上

図版34 上

図版35 上

図版36 上

図版37 上

図版38 上

図版39 上

図版40 上

図版41 上

図版42 上

図版43 上

図版44 上

図版45 上

図版46 上

図版47 上

図版48 上

図版49 上

図版50 上

図版51 上

図版52 上

図版53 上

図版54 上

図版55 上

図版56 上

図版57 上

図版58 上

図版59 上

図版60 上

図版61 上

図版62 上

図版63 上

図版64 上

砥部焼表面

南蛮表面

南蛮表面

タイ焼表面

陶器 大型壼表面
陶器 大型・ 中型壼表面

陶器 中型壼表面

陶器 中型壼表面

陶器 小型壼表面

陶器 小型壼表面
陶器 小型瓶表面

陶器 小型浅鉢表面

陶器 小型手焙 り表面

陶器 小型手焙 り・碗表面

陶器 橘鉢

陶器 橘鉢

陶器 括鉢

陶器 橘鉢

陶器 橘鉢

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

橘鉢

湧田焼碗表面

湧田焼碗表面

褐釉大型碗・急須表面

褐釉碗・茶碗表面

褐釉瓶・壼・蓋表面

褐釉瓶・壷・碗表面

中型脚付き鉢表面

白化粧釉碗表面

白化粧釉碗表面

白化粧釉碗・茶碗・急須表面

鉢

鉢

橘

橘

図版65 上 陶質土器 土鍋表面

砥部焼裏面

南蛮裏面

南蛮裏面

タイ焼裏面

陶器 大型壼裏面
陶器 大型・中型壼裏面

陶器 中型壼裏面

陶器 中型壼裏面

小型壼裏面

小型壼裏面

小型瓶裏面

小型浅鉢裏面

小型手焙裏面

小型手焙 り・碗裏面

陶器 橘鉢
陶器 橘鉢

陶器 橘鉢

陶器 橘鉢

陶器 橘鉢

陶器 湧田焼碗裏面

湧田焼碗裏面

陶器 褐釉大型碗・急須裏面
陶器 褐釉碗・茶碗裏面

陶器 褐釉瓶・壼・蓋裏面

陶器 褐釉瓶・壷・蓋裏面

陶器 中型脚付き鉢裏面

陶器 白化粧釉碗裏面
陶器 白化粧釉碗裏面

陶器 白化粧釉碗・茶碗・急須裏

面

陶質土器 土鍋裏面

鉢

鉢

鉢

橘

橘

橋

器
　
器
　
器

陶

陶

陶



図版66

図版67

図版68

図版69

図版70

図版71

図版72

図版73

図版74

図版75

図版76

図版77

図版78

上 陶質土器 土鍋表面

上 陶質土器 手焙 り表面

上 陶質土器 大型碗・急須・蓋表面

上 瓦質土器 表面

上 遊具 表面
上 瓦  表裏面

上 石器 石皿表面

上 石器 石皿表面

上 石器 石斧・ 叩石・磨石表面

上 石器 叩石・ 凹石表面
上 石器 凹石・石球・砥石表面

上 石器 叩石・石錘・研石表面

上 古銭 表裏面

下 陶質土器 土鍋裏面

下 陶質土器 手焙 り裏面

下 陶質土器 大型碗・急須・蓋裏面

下 瓦質土器 裏面

下 裏面
下 石器 打製石器

下 石器 石皿裏面

下 石器 石皿裏面

下 石器 石斧・叩石・磨石裏面

下 石器 叩石・凹石裏面

下 石器 凹石・石球・砥石裏面

下 石器 叩石・石錘・研石裏面

下 発掘調査員一同スナップ



第 1章 遺跡の位置と環境

玉代勢原遺跡は北谷町字大村玉代勢原 44番地ほか 3筆に位置し、略東西にのびる標高

約 16mの丘陵の南斜面にあたる。

現況では県道 130号線沿いの南とな りにあた り、米軍隊舎 No 222の 中央部に位置す

る (第 1図 )。

当地域は戦前までは、玉代勢原部落の中に位置していたと伝えられているが、現況はキャ

ンプ瑞慶覧内に所在することから、 1日来の地勢は変貌して隊舎が立ち並ぶ様相を呈してい

る。しかし、1945年の米軍地図や地籍図から戦前の地勢をよみとることができる (第 2図 )。

玉代勢原遺跡の北側約 300mに は標高約 40mレベルの丘陵が、東側より横走して、北

西側約 600mま で伸び、洋上に突出した形状をしており、その北西隅の丘陵部に北谷城が

位置している。玉代勢原遺跡の位置する丘陵も、ほぼ同様な形状で横走するが、洋上まで

は至らず、北谷城の手前で途切れる様相をしている (第 3図 )。

北谷城の丘陵との間には小谷を挟んだ約 3万m2の小丘陵があり、その一帯の南斜面に伝

導村がある。玉代勢の丘陵部の西隅には、伝導村と南に接する形で、北谷村の元地といわれ

る前城 (メ ーグスク)が位置している。前城と接するあたりから丘陵に沿って細長く伸びた

南斜面に玉代勢村が位置していたことがわかる。前城と玉代勢村との境に、北谷長老で著名

な「南陽紹弘禅師」の住持寺であったと言われる樹昌院が位置していたと伝えられている。

目を南側に向けると、小谷を挟んで突出した丘陵がある、ここは代々の樹昌院の住持の

墓地域として利用されてきた場所で、北谷長老の墓所もここに合葬されている。この為、

この一帯は
｀
長老山
″
と愛称され、町民の心のよりどころとされている。当地はまた須恵

器やグスク土器も採集でき、グスク時代の遺跡でもある。

玉代勢村と
｀
長老山
″
との小谷にはヒジヤーという凹みがあり、水の淀みが存在し、こ

の周辺で若者の力だめしの競技や、それに用いる力石がおかれていたという。

｀
長老山
″の背後の丘陵にはニーヌモーと称する松林があり、ここから洋上の船の出入

りを監視していたとの伝承があり、その道すがらには土帝君の拝所があったという。

｀
長老山
″の南側前方には沖積平野が広がり、沖縄屈指の

｀
北谷ターブックワ

″の水田

が位置していた地域にあたる。その中央部に、国道 58号線に沿って前城から分村したと

伝承される北谷村が広がっていた。

｀
長老山
″
と沖積平野との間には、東側に位置する玉代勢村の生活用水の源であったチ

ブガーから派生する小川が迂回してきて流れてきており、また、この地域にフナダ
マイと

称する所があり、老木に船を縛ったという伝承が残されている。

このように、北谷城から伝導村、北谷村、玉代勢村の一帯にかけてはグスク時代から近

世の集落址にかけての遺跡や拝所などの、伝承が多く残るところである。

―■―



第 2章  調査に至る経緯

a.調査に至る経緯

玉代勢原遺跡は、那覇防衛施設局がキャンプ瑞慶覧内に新設隊舎を建築する予定地にお

いて、事前の試掘調査で発見された遺跡である。

試掘調査は 1990年 11月 14日 から同年 12月 3日 の間、80箇所で行い、 1日寺樹昌院址

の位置と、玉代勢原遺跡を発見した。

旧寺樹昌院址は建設予定の隊舎から、はずれていることが明らかになったので、現地で

保存することで協議がおちつき、樹昌院址として遺跡発見の届けを行った。地番は北谷町

字大村玉代勢原 1番地で、現隊舎 No 221の 真西の駐車場に位置する。

玉代勢原遺跡は新築隊舎No 222の 西側の 3箇所の試掘で発見された。周辺の試掘箇所

の結果とかみ合わせると、隊舎の西側 1/3の地域にあたり、南側に傾斜して存在するこ

とが判明した。東・北・西側の三方は既に削平され、島尻層 (ク チャ)の露出がみられ

た。遺物の包含層は南側に広がりがみられた。これは、1989年沖縄県文化財調査報告書

第 89集「北谷長老山遺物散布地」と紹介されたものと同一をなす遺跡かと考えられた。

b.調査体制

今回の調査体制は下記のように実施された。

1991年度 (平成 3年度)

調 査 主 体 北谷町教育委員会
調査責任者 教   育  長 営 山 憲 一

事 務 局 社 会 教 育 課 長 照 屋 勝 雄

社 会 教 育 係 長 知 念 良 範

調査担当者 社 会 教 育 主 査 中村  懸

社 会 教 育 嘱 託 営山  格

社会教育臨時職員 仲宗根秋美
長 嶺 真 継

喜友名弘子

吉 田佳 代

池 原 京 子

高江洲敦子

照屋  要

稲 嶺 ト ミ

知 念 徳 松
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田場 勝 也

瑞慶覧公子

座 間 味 修

崎 浜 雅 子

照 屋 幸 江

徳吉美奈子

浦 崎 解 子

新 垣 茂 子

米 須 笑 子

川平 トミ子

松 島 良 道

稲 嶺 悦 子

仲村  健

宮平真由美

宮 城 武 子

前 川 恵 子

町田トミ子

豊里  宣

与座  良
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与座テルヤ

宮 城 隆 明

比屋根有弘

渡久地政英

花 城 次 郎

照 屋 静 子

名嘉  実

外 間 栄 助

調査協力者 津嘉山静子 照屋光球 仲村文清

屋 宜 光 枝

上 原 亀 造

屋 宜 盛 義

神 村 盛 栄

徳 嶺 貞 三

島 袋 富 一

名 城 政 松

諸見里信子

久 場 良 義

稲 福 具 栄

前 営 安 栄

知念  清

知 念 盛 吉

真喜志三郎

1992年度 (平成 4年度)

調 査 主 体 北谷町教育委員会

調査責任者 教   育  長

事 務 局 社 会 教 育 課 長

社 会 教 育 係 長

調査担当者 社 会 教 育 主 査

社 会 教 育 嘱 託

社会教育臨時職員

長 峰 初 子

前 川 恵 子 宮 城 武 子

仲 村 渠 恵 高宮城直子

与那覇恵子 玉 城 和 美

営 山 憲 一

照 屋 勝 雄

知念 良範

中村  怒

営山  格

池 原 京 子

浦 崎 解 子

仲村まゆみ

徳吉美奈子
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●は玉代勢原遺跡  0は 北谷城  ◇は長老山
☆ は伝導村    *は 前城村

第 3図 米軍地図による立体シュミレーション
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第 3章 調査の概要

第 1節 調査の経過

1989年 3月 に那覇防衛施設局から、キャンプ瑞慶覧内において新設隊舎の 2棟の建設

予定の旨があり、その予定地が埋蔵文化財の包蔵地の可能性があることから、事前に試掘

調査を行うこととなった。

試掘調査は 1990年 11月 14日 から同年 12月 3日 の間、80箇所のポイントでおこなっ

た。試掘調査の範囲では大半のポイントが、戦後の米軍の基地建設の一環でおこなわれた

造成や隊舎の建設で、削平され、わずかに谷間に近い窪みに辛 うじて残存することが判明

した。よって、埋蔵文化財が発見されたのは、今回の調査の経緯になった玉代勢原遺跡の

地域において、 3箇所のポイントで文化層が確認された。周辺のポイントの結果と合わせ

ると、建設予定地域内に広がる埋蔵文化財は略東西約 35m、 南北約 15mで 525m2の範囲

に広ろがることが判明した。

調査地域はその 525m2の範囲を対象とした。

発掘調査は平成 3年度事業として、1991年 7月 1日 から同年 10月 12日 の約 3カ 月半

おこなった。同年 10月 13日 から 1992年 3月 31日 の後半期は、発掘調査で出土した遺物

の洗浄と、第Ⅳ層の土壌サンプルの 50袋を種子検出のための洗浄をおこなった。

平成 4年度は遺物整理と報告書作成のための、遺物分類、遺物実測、 トレース等の室内

作業を、1992年度 4月 1日 から 1993年 3月 31日 の約 1年をかけておこなった。

発掘区は隊舎建設予定地区にかぎり調査をおこなうこととした。調査区は略東西 35m、

南北 15mの範囲を、 5m× 5mの メッシュで区分し、グリット設定をおこなった。グリ

ットの名称は、南北の方向には北から C、 D、 Eと 付 し、東西の方向には西から 3、

4、 5、 6、 7、 8、 9と 名を付した (第 4図 )。

第 2節 層序

玉代勢原遺跡は試掘調査の結果や米軍地図の旧地形から、北側に横走する県道 130号線

には、丘陵が遺跡の南東方向から北側にかけて存在したが、すでに削平されていることが

考えられた。また、南側の小谷は数メートル落ち込んでいることが考えられる
ことから、

遺跡の現状は南斜面の中腹に位置することが予想された。

試掘の結果から、北側の Cト レンチ側では厚さ約 70cm、 南側のEト
レンチ側では

1。 5mほ どの客土が確認されたので、この部分については機械力を用いて除去した。除去

後、Cト レンチ側では基盤層である島尻層 (ク チャ)が露出していて、すでに包含層は削

-9-
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平されていた。層は全体的に南側に傾斜 していることが判明したが、D・ Eト レンチで

も、戦後の米軍による造成工事が幾度となく繰 り返されたらしく、特に上下水道工事の際

の溝が縦横に走 り、深いものは基盤層まで達しているのもあり、プライマリーな層の確認

にはてまどった。

層序は細分すると、13枚確認されるが、基本的には 5層 に分けられた (第 5～ 7図 )。

I層 戦後の客土である。コーラル (イ シグゥ)で淡黄褐色をなすものや、削平の際の廃

土等からなる。南西側の深いところは 2.5～ 3mの厚さがある。後述のⅡ層上面には

戦前の屋敷址の石列が確認されることから、戦後、当地域において大規模な埋め立て

がおこなわれたことがわかる。含む礫の多少により、a・ b・ cの 3枚に分けることが

できるが、ここでは割愛する。E-5・ 6グ リットの境目には、基盤層の島尻層まで

送水管施設のための掘削された溝がみられた。

Ⅱ層 暗褐色土層で 1～ 1.5mの厚さをもつ。土層の濃淡と硬度により上下に分けること

ができる。

上層 (Ⅱ a層)は炭化物などの有機質を多量に含み黒味が強 く、土壌はやや柔らか

い。下層 (Ⅱ b層 )は青磁や大形破片の獣骨などがまばらにはいる灰褐色土層であ

る。

Ⅱa層 とⅡb層の境は明確でなく、じょじょに移行している。

Ⅱa層の上面には戦前の屋敷址の石列が確認されることから、近世の造成の際に成

形された層と考えられる。特に Eト レンチの東側壁面には数回にわた り、階段場に

成形された痕跡がみられた。

Ⅲ層 褐色土層で厚さ約 50Cmを測る。削平された Cト レンチ以外の全 トレンチでみら

れるが、Eト レンチの東側では堆積がやや厚 く80cmほ どであった。青磁や南蛮焼が

層の中央部で出土するがまばらであった。

Ⅳ層 暗褐色土層で厚さ約30Cmほ どの薄 く、赤みの強い層である。全体的に広がるが、

C-6・ 7・ 8グ リット、D-7グ リットを中心とする地域は木炭を多量に含み、く

びれ平底土器が単独に出土する場所である。

V層 基盤層である地山の島尻層 (ク チャ)である。

第 3節

石列の

(第 8図

所で確認

た白磁が

遺構
r)

1 、                           ィFr、
1                                                                 0Lマ

遺構が D-4・ 5・ G、 E-3・ 4・ 5・ 6グ リットがⅡ層上面で検出された

a・ b)。 石列は人頭第の石灰岩礫や硬砂岩礫を直線状に敷き並べたもので、 3箇

された。この石列の上面や礫の間からコバルト釉の壷屋焼やゴムスタンプを用い

出土することなどから、戦前の屋敷址であることが判明した。

-11-



石列  1、

E-3・ 4グ リットに沿って、両グリットをまたぐ形で中央部に直線的にみられ、 E一

4グ リット東側で直角に折れ曲がる状況で検出された (第 8図 a・ b)。 この石列は北側と

東側に面をそろえている。その内側は拳大の石灰岩礫で敷き詰められていた。この石列の

延長の一部と考えられる、E-3南 壁には幅 15cm、 長さ70cmほ どの切石が立ち、それ

を境とする西側にはコンクリートが敷かれていた。このことから水を用いる場所に近い所

であろうと考えられる。

石列  2、

E-5グ リットの北西角からE-6グ リットの南東角にかけて、人頭大の石灰岩礫を用
いて、直線的な石列が 2列確認された。両者は約 40cmの 幅をもって、お互いの面を合わ

せた状態でみられた。両石列の外側は同大の礫でまばらに敷き詰められていた。屋敷内の

排水路と考えられたが、明確な判断は下せなかった。

石列  3、

D-5グ リットの南東側とD-6グ リット南西側にかけて、一抱えほどの板状の硬砂岩
礫が、石列 2と ほぼ平行する形で敷かれた状態で検出された。しかし、この石列の中央部

に直径約 2mほ どの排水管施設の為の攪乱部があ り、その関係や性格については判断が

下せなかった。また、D-6グ リットの中央部に獣骨の下顎骨や大形片が集中する地域

(第 9図 )が石列 3と 接するかたちで検出されたが、その性格も把握できなかった。
第Ⅳ層遺構

C-6グ リットで第V層に第Ⅳ層から掘 り込まれた直径 15cm、 深さ 10cmの小穴が 1

基、D-7グ リットでも南西角に直径約 50cmの不正円形で、深さ 10cmほ どの落ち込み
が 1基確認されたが、その性格は把握できなかた。

第 4節 出土遺物

今回の調査で得られた資料はくびれ平底土器の砂丘系土器からグスク時代、近世から現

代までの範囲にかぎられていた。それらの中でも戦前の集落 レベルから出土した現代瓦は

資料整理のものから除外した。戦後、米軍が持ち込んだものと、明らかに判断できるもの

も、その対象からはずした。

出土遺物の種類をみると、人工遺物では土器、須恵器、磁器、陶器、石器、古銭、貝製

品などがみられ、自然遺物では貝、獣骨などの出土がみられた。

a.人工遺物

人工遺物は土器、須恵器、磁器、陶器、石器、古銭、貝製品などが得られた。出土量の

多い順序でみると土器 3690点、陶器 1913点、磁器 1298点、石器 74点、須恵器 56点、
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第 5図 C• D• Eトレンチ土層断面実測図
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第6図 3• 3• 4• 5トレンチ士層断面実測図
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第7図 6• 7• 8 • 9トレンチ土層断面実測図
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古銭 9点、貝製品 1点 との状況であった。

イ.土器

土器はその形状から、いわゆるくびれ平底土器とグスク土器に分けることができる。

くびれ平底土器は口縁部がやや外反し、張 りの弱い胴部から直線的に平底の底部にゆく

甕形土器で、底部の外周が整形の際、指頭の押圧によりくびれ、結果として底面が開く形

状から、略称されている。

くびれ平底土器の総数は 3601点 で、図上復元できるものはなく、すべて細片であった。

くびれ平底土器は胎土の相違から、つぎの 4種に分けることができる。

Ia 胎土の粘性が弱くザラザラしていて、粗めの砂粒の石英を含み、まれに赤色

粒を含むもの。

Ib 胎土の粘性が弱くザラザラしていて、微砂粒の石英を含み、まれに赤色粒を

含むもの。

Ⅱa 胎土の粘性が強くツルツルしていて、粗めの砂粒の石英を含み、多量に赤色

粒を含むもの。

Ⅲb 胎土の粘性が強くツルツルしていて、微砂粒の石英を含み、多量に赤色粒を

含むもの。

Ia類に含まれるのは第 10図 1～ 13、 Ib類に含まれるものは同図 14～ 23、 Ⅱa類に

含まれるものは同図 24～ 28、 Ⅲb類に含まれるものは同図 29～ 36である。器種は甕形と

壷形の 2種類がみられ、同図 35・ 36の壷形土器以外はすべて甕形土器であった。甕形土

器の口縁部は同図 1の ように直線的なものもあるが、ほかは全て外反するものであった。

外反する土器の中には、頸部の内側が肥厚するもの (2)、 日唇部に突起をもつもの (3)、

日縁部に肥厚部をもつもの (23)、 頸部に刻目凸帯をもつもの (25・ 26)や縦位に刻目凸

帯をもつもの (33・ 34)な どの特徴をもつものがある。

くびれ平底の底部を胎土別に分けると、

Ia類は第 11図 1～ 5・ 15～ 21・ 35～ 38・ 45～ 50、

Ib類は同図 6・ 7・ 9・ 10・ 14・ 22～ 24・ 26・ 28・ 30～ 32・ 39～ 44・ 51～ 58、

Ⅱa類は同図11・ 12・ 29・ 33・ 34、

Ⅱb類は同図 8・ 13・ 25・ 27
嗜

やIIti,と なる。底径の大きさは 5～ 6cm内 外のものが多いが、同図 4・ 5の ように 7cmを越

ゝ、、えるものや、同図 37・ 38の ように 2cm以下の径の小さいものもある。それらの底径の

差ば機種の相違によるものなのかは細片の為、半」断できない。

くびれ平底土器は表採や攪乱層以外の大半の土器は C-6・ 7・ 8、 D-7グ リットの

-23-
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第12図 土器Ⅲ類

第Ⅳ層で単独に出土したものである。

グスク土器は総数 89点であ り、図上復元できる資料はなかった。グスク土器は鍋状の

平底土器で、日縁部下に方形や楕円形の把手をもつ土器で、これまでフェンサ上層式土器

とされたものである。

グスク土器を胎土別に分けると、下記の 5種類に分けることができる。

Ic 胎上の粘性が弱くザラザラしていて、粗めのコーラル砂粒を含み、まれに赤

色粒を含むもの。

Ⅱd 胎土の粘性が強くツルツルしていて、粗めのコーラル砂粒を多量に含み、ま

れに赤色粒を含むもの。

Ⅱe 胎土の粘性が強くツルツルしていて、細かなコーラル砂粒を少量に含み、多

量の赤色粒を含むもの。
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Ⅱf 胎土の粘性が強くツルツルしていて赤みが強く、粗めの砂粒の石英を含み、

多量に赤色粒を含むもの。

Ⅱg 胎土の粘性が強くツルツルしていて赤なが強く、粗めの砂粒の滑石を多量に

含むもの。

グスク土器を上器別にみていくと、 IC類は第 12図 1・ 2・ 5・ 7・ 9・ 16・ 17、 Ⅱ

d類は同図 3・ 4・ 12・ 14、 Ⅲe類は同図 6、 Ⅱf類は同図 9～ 11・ 13、 Ⅲg類は第 10

図 38に分けることができる。

第 12図 3は 口縁部が強く外反するもので、特に外器面は光沢を帯びるほど黒色を呈し

ている。同図 9～ 12は直線的な口縁部に方形状の把手をもつもので、同図 5・ 6は この

ての口縁部破片と考えられる。同図 13は横位の把手で、平面の形状は U字状をなすもの

で、近年、 2～ 3の遺跡で出土例が報告されているものである。

第 10図 37～ 39は胴部に横位の凸帯をもつもので、その形状が ハ`
〃の字状に下が りぎ

みに開くことから鍔状の凸帯と考えられるものである。同図 38は滑石を含むもので、胴

部片は 16点ほど出土している。

口.須恵器

須恵器の総数は 56点であ り、図上復元できる資料はなかった。表採資料以外は主に第

Ⅲ層での出土であった。

資料の大半はいわゆるカムヤキタイプと呼ばれるものであるが、灰白色の胎土で横位の

タタキをもつもの (第 13図 5～ 7)も ある。また、胴部片で外器面に沈線による有軸羽

状の文様をもち、これまで例のないものもある (同図 6)。 類を分けて取 り扱 うべきであ

るが、今回は、この項であつかうこととする。

口径の計れる資料は 2点で 18.lcmの 中型 (第 13図 1)や 11.9cmの小型 (同図 2)

の 2種類のあることが知れる。肩部の資料は無文のものもあるが、同図 3・ 4の ようにロ

クロによる波状の沈線をもつものもある。

有軸羽状の文様のある同図 6は、胎土もカムヤキタイプと比較して砂っぼいが精錬され

ていて、カムヤキタイプにみられる白色鍍物などは見られない。文様や胎上の特徴から石

川県珠洲市の珠洲窯の須恵器の可能性が高いと手塚直樹・大橋康二の両氏から所見をいた

だいた。
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ハ.磁器

1.青磁

青磁は総数 564点であるが、図上復元可能な資料は 1点である。器種は碗、盤、皿、瓶

の 4種からなる。

碗は文様の種類から下記の 種に分類される。
a。 箆彫有鏑蓮弁文

b。 箆彫無鏑蓮弁文

c.線彫無鏑蓮弁文

de雷文帯

ee印花文

fe無文

文様別にみると、a類に含まれるのは第 14図 1、 b類に含むものは同図 2、 c類に含む

のは第 16図 14・ 7・ 8・ 10～ 31・ 33～ 36・ 39～ 41・ 43～ 56、 d類に含むのは第 15図 22・

第 16図 2・ 3・ 5・ 6・ 33・ 38～ 40、 e類に含まれるのは第 17図 1・ 3・ 4・ 5・ 6・

8・ 9、 f類に含まれるのは第 15図 1～ 18・ 20・ 21・ 23～ 33である。最も古いものは第

14図 1の箆彫有鏑蓮弁文で、 1点の出土である。印花文の中には第 17図 4の ように双魚

文をもつものもある。全体の中でも線彫無鏑蓮弁文や印花文がわ りと目につき、時代的に

も 14世紀後半～15世紀中葉のものと、15～ 16世紀中葉のものが多かった。

皿は第 14図 4～ 11・ 13の稜花皿の口縁内面には叉状の圏線がめぐらされたものと、第

14・ 15・ 16・ 18・ 第 18図 6の鍔縁皿の胴部には蓮弁文が施されているもの、第 14図 14

・第 18図 5の直行日縁皿の外器面には唐草文を施したものとに分けることができる。

盤は第 14図 24・ 25・ 第 18図 2・ 4・ 10・ 11で 口唇の先端が逆 L字状に立つ有鍔縁の

もので、第 14図 24の底部からみると線彫 りの蓮弁文が施されているのもある。

瓶は第 14図 20の外器面に線彫 りによる牡丹文を施す大型のものと、第 15図 19・ 第 18

図 9の小ぶ りのものがある。

2.白磁

白磁は総数 63点の出土であるが、図上復元可能なものは 2点である。器種をみると碗、

皿、壷がある。

碗は第 19図 1・ 3・ 4・ 6・ 10～ 11・ 13・ 15・ 20～ 22・ 25・ 27・ 29～ 37・ 第 20図 10・

12・ 14・ 16～24があたる。第 19図 1・ 3～ 5・ 11の ように口縁部が弱く外側に反るもの

や、同図 8の ように胴部に圏線をもち口縁部が弱く外側に反るもの、同図 12の ように器壁

がやや厚く、日縁部が舌状に尖るもの、第 20図 4の ように口剥げなどがある。
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第20図 白磁

皿は第 19図 9・ 10・ 15～ 17・ 20・ 26・ 28・ 29・ 第 20図 9・ 15があたる。第 19図 15

などのように高台が低いものや、第 20図 9の ように口縁部が稜花状になるものがある。

壷は第 19図 14の 1例だけで、日縁部が丸く肥厚するものである。

3.染付

染付の出土総数は 458点で、図上復元の可能な資料は 2点あった。器種別にみると碗、

皿、蓋、瓶、合子がある。

碗は第21図 1～ 7・ 9～ 12・ 14・ 16～ 24・ 29・ 31・ 第22図・第23図 2・ 5～ 7・ 9・ 12・

17・ 27・ 29・ 30・ 32～ 34・ 第 24図 3・ 5～ 12・ 15・ 18・ 20～ 26・ 30・ 31・ 33・ 第 25図 3

・ 6～ 9・ 22・ 第 26図・第 27図である。第 21図 1～ 7・ 9～ 12・ 14・ 16～ 24の ように

15世紀後半～16世紀中葉のものには蓮花唐草文や雷文帯の下に唐草文が施されているも
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第22図 染付

のなどがある。

皿は第 21図 8・ 15・ 28・ 32・ 33・ 第 23図 4・ 8・ 19・ 20・ 第 24図 14・ 第 25図 2・

10・ 14・ 21である。第 21図 8の ように 15世紀後半～16世紀中葉のものには蓮花唐草文

が施されている。
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蓋は第 21図 26の 1例のみである。口径 5Cmを 計る小物の蓋で、やや厚い作 りであ

る。上面の周辺には 2条の圏線をめぐらし、その中には渦巻文が施されている。

瓶は第 21図 13・ 25の 2例のみである。いずれも胴部片あり、外器面には唐草文を施し

ている。

合子は第 25図 13の 1例のみである。口縁部は露胎で、上面に 2条、側面に 1条の圏線

をもつ。

4.有田焼

有田焼は染付の一グループであるが、産地が特定できるということで項を設けた。総数

72点であるが、図上復元可能な資料は 1点である。器種別にみると碗、茶碗、皿、瓶が

ある。

碗は第 28図 1～ 17・ 21～ 24・ 第 29図 2・ 3・ 10、 茶碗は第 28図 13、 皿は第 28図 36

・ 37・ 第 29図 4、 瓶は第 28図 13～ 17・ 第 29図 1・ 5・ 6である。

第 28図 31・ 32・ 第 29図 8～ 30は佐賀県嬉野内の山焼きの陶器である。陶器の部類に

配置すべきだが、今回は肥前の焼き物と言 う事で、ここで取 り扱 うこととした。

5。 現代磁器

明治時代から大正、昭和にかけての磁器をここに集めた。器種は碗、茶碗、杯、瓶、小

皿がある。碗は第 30図 2・ 5・ 6・ 7・ 10・ 15、 茶碗は同図 1・ 2・ 4・ 12・ 14～ 20・

26・ 27、 杯は 4・ 11・ 21～ 25、 瓶は同図 30、 小皿は同図 31である。これらの文様はいず

れも銅版転写、ゴムスタンプ、スクリーンによる転写文様であるが、中には同図 32の よ

うに赤絵で梅を描き、高台内に
｀
薩摩
〃
と銘記した白薩摩もある。

6。 砥部焼

これまでスンカンマカイと総称されてきた現代の磁器で、コバル ト釉を用いスタンプ技

法で施釉するものである。近年、愛媛県伊予郡の砥部焼、梅山窯との所在が特定できたも

のである。

容器の種類は第 24図 1～ 4の碗と同図 6・ 7の皿の器種がみられる。碗の文様は水玉

による菱形の構成をおこない、その間の空白部分に花弁状の花文を施すものと、松竹梅の

図柄をあしらったものがある。皿は松竹梅の図柄を用いている。いずれも内底に重ね焼き

の素台の脚跡を 5箇所残す。
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陶器

1.南蛮

褐釉の陶器であるが産地が特定できるので、他の褐釉陶器と区別する意味で分けた。

南蛮焼の総数は 469点で、図上復元可能なものはなかった。口縁部が 20cm前後を計る

大型の壷 (第 32図 1～ 3)と 、1lCm前後の中型の壷 (同図 4～ 6)に分けることがで

きる。大型の口縁部は分厚く方形状に形成するのに対し、小型のものは円形状に膨らみシ

ンプルである。底部も第 33図 1・ 10の大型と、同図 3～ 6・ 11の中型に分けることがで

きる。胎土は淡褐色や小豆色を呈し、淡黒色や白色鍍物を含むが重量感はない。特に第

32図 6と 第 33図 3・ 5の ように白色鍍物が溶解し、水飴状に幾重にもスジをなす特徴が

みられる。中型の壷にわ りとみられる南蛮焼の特徴でもある。第 33図 12は褐釉を内外面

ともに、やや厚めに施した肩部の資料で、施釉の後ヘラによるゆるい曲線が描かれてい

る。内面には成形時のタタキ面をのこす。スンコロクの可能性のあるものである。

OCrn
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2。 タイ焼

褐釉の陶器で窯が明らかになっているので、いわゆる南蛮焼と区別して、項を分けた。

タイ焼の総数は 12点で、図上復元可能なものはなかった。中型で小豆色をした胎土の壷

(第 34図 1～ 7・ 9・ 11)と 淡褐色や白色の胎土をもつ袋物 (第 34図 8・ 10・ 11)に分

けることができる。

中型の壷は口径から同図 1の 20。 5Cm、 同図 6・ 7の 10.5cmと 10.2cmの二種に分け

ることができる。これらはいずれも薄く褐釉が施されるが、同図 2の ように厚く釉が施さ

れ黒褐色を呈するものもある。同図 3は肩部に横位の把手をもつものである。

袋物は高台が ハ`
″の字状に開く形状をもつ。胎土は灰白色で褐色や黒色鍍物を含むも

の (同図 10)と 、 1:′燿褐色で黒色鍍物を含むもの (同図 11)がある。同図 10は外器面の胴

部と高台に界線状の褐釉が施され、その上から灰釉が内外面に施されている。同図 11は

高台の一部分に褐釉の流れがみられるが、くすんでいる。
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3.陶器

いわゆる沖縄在地の陶器で、施釉陶器 (上焼)と 無釉陶器 (荒焼)に大別されるが、こ

こで扱ったのは褐色の胎土を用いたものを主に用い、灰釉を施釉 したものもそれに含め

た。また、それらの中には施釉の有無が確認できない自然釉のものも含めた。

褐色陶器の器種は大型壷、中型壷、小型壷、瓶、手洗鉢、火置鉢、急須、碗などがあ

る。大型壷は第 35図・第 36図 1～ 4・ 第 38図 1、 中型壷は第 36図 5・ 6・ 第 37図・

第 38図 2～ 4、 小型壷は第 40図・第 41図・、瓶は第 42図、手洗鉢は第 43図、火置

鉢は第 44図・第 45図 1～ 3、 急須は第 45図 5、 碗は第 45図 6・ 8・ 10・ 11・ 13があ

る。

これらの資料は胎土・焼成をみると、大きく2つに別けることができる。 1つ 目は焼成

の焼き締めがよく暗褐色を呈し、重量感がある。胎土には石英の粒をわ りと含み、中には

白色鍍物が溶解をなし、水飴状のスジをもつものがある。これは喜名焼と考えられる。 2

つ目には外器面は暗褐色をなすが、胎土内部は明褐色を呈し、重量感のないものである。

これはいわゆる壷屋焼と考えられるものである。

大型壷の喜名焼は第 35図 1・ 2・ 4、 第 36図 1～ 4、 第 38図があたる。それらの中

でも第 36図 4は肩部の破片で、外器面に横位の把手をもつもので、内器面に青海波文の

タタキをもつものである。胎土には白色鍍物が溶解をなし水飴状のスジをもつものであ

る。類例の資料を待ちたい。第 38図 3は胴部下半部のもので、立ち上が りに丸みをもつ

ものである。その下半部から底部にかけて、横位に幅 3.5Cmの ヘラによる削 りの痕跡を

残す。一見、タタキを想起するものである。胎土には白色鍍物の溶解がみられるものであ

る。

中型壷の喜名焼は第 40図 1・ 3・ 6・ 10・ 12、 第 41図 1・ 4・ 6・ 7・ 10があたる。

口縁部の形態は方形状をなすもの (第 40図 1・ 3)と 、丸みをもって肥厚するもの (同

図 6・ 10)がある。後者はいずれも内外面ともに焼成後の光沢がみられる。

瓶の喜名焼は第 42図 1・ 3・ 6・ 17・ 19である。同図 6・ 19の胎土には白色鍍物の溶

解がみられるものである。同図 17の瓶は底面に高台をもつものである。

手水鉢の喜名焼は第 43図 2・ 4があたる。同図 1は胴部から直線的に開き口縁部に最

大径をもち、さらに口縁部が逆 L`″ 字状に開くものである。それ以外のものは球形状に

頸部で細まり、平たく丸みのある口唇部をもつもので、口唇部と肩部に数条を単位とする

波状の文様を施すもの (同図 3・ 6・ 7)と 無文のもの (同図 2・ 4・ 5)がある。

火置鉢は口径 10Cm前後、高さ約 10cmの 円筒状の容器でタバコの残 り火を落とすため

に用いたものいわれるものである。喜名焼は第 44図 2・ 4・ 5～ 12があたる。肩部は逆

L`″ 字状に折れ、口縁部は山形状をなす形状でカットされている。底面には 3つの脚が

張 り付けられている。第 45図 1・ 2も 同種の容器であるが、いずれも口縁部近 くに方形
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状の把手が取 り付けられ、その把手には縦位の穴が穿たれている。喜名焼である。

急須の破片は第 45図 5の 口縁部片と第 42図 5の把手の 2点である。

碗は第 45図 11・ 13で、いずれも喜名焼である。同図 11は腰部は丸みをもち胴・ 口縁

部にかけて直線的に開くもので、外器面は緑褐色のにぶい光沢をもつ。同図 13は低い高

台をもつもので、内外面に粗めの白色鍍物の露出がみられる。
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4。 橘鉢

橘鉢は総数 154点検出され、その中で図上復元可能な資料が 2点あった。口縁部の形態

の特徴を分類すると、下記の 7種に分けることができる。

a 口縁部が丸みをもって外側に反 り、口縁部下に丸みのある凸帯をもつもの。

b 口縁部が丸みをもって外側に反 り、口縁部下にシャープな突帯をもつもの。

c 口縁部が逆 L字状に張 り出し、口唇部の幅が 1.3cm以内のもので、口縁部下に

丸みのある凸帯をもつもの。

d 口縁部が逆 L字状に張 り出し、口唇部の幅が 1.3cm以 内のもので、口縁部下

にシャープな突帯をもつもの。

e 口縁部が逆 L字状に張 り出し、日唇部の幅が 2cm以上のもので、口唇部の上

面に 1条の凹線をもち、先端部が丸みをもつもの。

f 口縁部が逆 L字状に張 り出し、日唇部の幅が 2cm以上のもので、口唇部の上

面に 1条の凹線をもち、先端部が直角に切れるもの。

g 口縁部が逆 L字状に張 り出し、口唇部の幅が 2cm以上のもので、口唇部の上

面に 1条の凹線をもち、先端部が誇張されて張 り出すもの。

橘目をみると6本を単位とする幅 1.5Cmの粗目のものと、10本を単位とする細かいも

のがある。口縁部近 くの橘目の施す状況は、間があるものと全面を埋め尽 くすものがあ

る。粗目のものは間がある (イ 種)と 、細かいものは全面を埋め尽くす (口 種)と いう相

関関係がある。

口縁部の形態と橘目の関係をみるとa～d種十イ種、e～g種 十口種の関わ りがみられ

る。

焼成や胎土から第 46図、第 47図、第 48図 1～ 6、 第 49図 2～ 6は焼成温度が高く、

そのため胎土の白色鍍物が溶解し、乳白色の水飴状の形状が断面に観察される。それらの

特徴は喜名焼と考えられる。第 49図 1、 第 50図、第 51図、第 52図、第 53図はいずれ

も焼成温度が低く、褐色を呈していて、細かな水引技法を明瞭に残すことから壷屋焼のも

のと考えられる。

第 48図 7は淡褐色で黒色の鍍物を多量に含む陶器で内面に橋目をもつものである。胎

土から南中国のものと考えられ、項を別にするべきものと思われるが、一応、ここで扱っ

ておきたい。

5。 湧田焼

湧田焼は碗の形状が直線的に広がるもので、安南系の影響で焼かれるようになったと考

えられているもので、灰釉を用い施したものである。出土総数は 79点で、図上復元可能

なものは 7点あった。
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内底や畳付には重ね焼きをおこなった際の釉着防止の砂粒が残っているものが、確認で

きるものは全てにみられた。胎土は灰褐色や暗褐色をし、やや重量感のあるものが大半で

あるが、淡褐色で軽いもの (第 54図 11～ 15、 第 55図 1～ 15・ 25・ 26・ 29・ 32・ 34)が

ある。技法的には類似しているが、胎土は壷屋焼の白土陶器の雑記と区別ができないほど

である。淡褐色のものは壷屋焼の可能性も考えられるが、一応、この項で取 り扱うことと

する。

高台の作 り出しの際に、高台脇との境に段をもつものが全てであるが、段が明瞭なもの

はケズリのみで終えるが、弱いものやかすかに残るものは、その後、水引により整えられ

ている。その結果、腰部に丸みをもつもの (第 54図 12～ 15、 第 55図 25・ 26・ 29・ 33・

34)が ある。これらはいずれも淡褐色の胎土をもつものである。

釉は重ね焼きするため、内底や外面腰や高台脇などまでは至らず、上部で終えている。

施釉は浸し掛けするらしく、 2～ 3度に分けておこなっていることが、釉際が弧を描いて

いることでわかる。色は淡い緑色を呈するが、淡褐色の胎土を用いたものは青灰色をして

いる。施釉のやや厚いものは貫入があるもの (第 54図 4)がある。

6。 褐釉

沖縄産の陶器で、施釉するいわゆる上焼に含まれるものである。ここでは白土陶土に外

器面や内面、あるいは内外面に褐釉 (鉄釉)を施すもので、壷屋焼のものをいう。

褐釉の器種は大型碗、碗、茶碗、急須、中型壷、小型壷、瓶、蓋、手焙鉢がある。

施釉の方法にはつぎの 4 種類がある。

a.外器面は褐釉を厚めに施し、内面は灰釉を施すもの

b.外器面は褐釉を厚めに施し、内面は白化粧後灰釉を施すもの

c.外器面は灰釉を施し、内面は褐釉を厚めに施すもの

d.外器面は褐釉を厚めに施し、内面も褐釉を厚めに施すもの

大型碗は口径が約 20cmを 計るもので、一般的にワンブーと呼ばれているものである。

大型碗にあたるのは第 56図 1～ 8・ 10で、施釉の方法は、a類にふくまれるのは第 56図

1～ 3、 b類に含まれるのは同図 5・ 7、 d類に含まれるのは同図 6・ 8・ 10である。こ

れらはいずれも重ね焼きをするらしく内面や畳付には、その痕跡を残していて、高台にも

施釉は施さない。

急須は同図 9の もので、底面に突起状の脚をもつものである。施釉は a類に含まれる

が、内面は無釉である。

碗は口径約 13Cm、 高さ6cm前後、高台約 6cmを計るもので、腰部が丸みをもち胴・

口縁部は直線的に開く形状をもつものである。碗にあたるのは第 57図 1～ 15・ 17・ 18で、

施釉の方法は、b類に含まれるのは同図 3・ 8・ 9・ 12・ 第 59図 1・ 4、 c類に含まれ
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るのは同図 14のみであり、d類に含まれるのは同図 1・ 2・ 4・ 5～ 7・ 10・ 11・ 13～

15・ 第 59図 2・ 3・ 5～ 10・ 12である。

茶碗は第 57図 16・ 19、 第 59図 18の 3例である。施釉の方法はいずれもb類に属する
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第59図 褐釉陶器

ものである。

中型壷は第 58図 2の 1例のみで、施釉の方法は d類に含まれるものである。

小型壷は第 58図 1・ 第 59図 11・ 17で、施釉の方法は a類に含まれるが、釉が薄 く淡

褐色を呈する。内面は無釉である。

瓶は第 58図 3・ 5・ 7・ 8で、施釉の方法は a類に含まれるが、内面は無釉である。

手焙鉢は第 39図 1・ 2で両者ともに底面に円盤状の脚をもつ底部片で、外器面は褐釉

を厚めに施したものである。

7.壷屋焼

沖縄産の壷屋焼の陶器で、施釉するいわゆる上焼に含まれるものである。ここでは自土

陶土に外器面や内面に自化粧をおこなった後、褐釉あるいは呉須釉で絵を描 くものと、無

地でその上から長石の透明釉を施すものがある。ここでは白土陶土に白化粧後、透明釉で
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仕上げるものをまとめた。

これに含まれる機種は碗、茶碗、急須、中皿であった。

碗は第 60図 1～ 13・ 第 61図 1～ 24・ 第 62図 1～ 10・ 24である。その内、文様を描 く

のは第 60図 1・ 3・ 5・ 7・ 9・ 11・ 13・ 15・ 16・ 第 62図 1・ 5・ 6・ 8・ 9・ 10で

ある。これらの文様は褐釉の円を中心に、その周辺に呉須による水玉を配置するものであ

る。これはイングワーチチャーと呼ばれる技法であるとのことである。第 62図 1の よう

に褐釉のみで上記の拾三曜模様を施すものもある。その他の碗はすべて無地で終えてい

る。

茶碗は第 61図 25・ 第 62図 12・ 15・ 18である。いずれも無地である。同図 18は腰部

から胴部にかけて外周を 16面に面取 りしたものである。 1例の出土である。

急須の破片は第 62図 11・ 13・ 14・ 20・ 21である。同図 11は叉状沈線による区画の後、

呉須絵を施している。同図 15・ 19は急須の蓋と考えられる。同図 19は上面のニケ所に沈

線で梅花を描いたのち、褐釉で施釉しているが量ている。

8.陶質土器

陶質土器の総数は 245点で図上復元できるものは 1点あった。

器壁が 3mmと 極めて薄く形成された素焼きの容器である。容器の種類は鍋、手焙 り、

手荒い、大型碗、急須、蓋などの種類がみられる。

第 63図 1は 口縁部がくの字状に外販し、さらに U字状の把手をもつもので、胴部から

底面にかけてほぼ全面に煤の付着がみられる煮沸容器である。同図 2は同一固体である。

同図 3～ 5も 外器面に煤の付着がみられることから煮沸容器と考えられる。

第 64図 1・ 2、 第 65図は小型壷状に形成され、口縁部の内側に三角形状の把手をもち、

その部分に煤の付着がみられ、さらに胴部の外器面にも穴の穿たれた把手がみられること

から、携帯用の手焙 りと考えられる。第 65図 1は白土により圏線状に自化粧がほどこさ

れている。第 64図 4は 口縁部が内湾するボール状の手荒いである。第 64図 5～ 7は底面

が広く、口縁部にゆくにつれ細まる急須である。底面近くには煤の付着が見られることか

ら、煮沸にも用いたと考えられる。第 66図 11・ 13は急須の蓋と考えられる。

これらはいずれも壷屋で焼かれ、使用されたものと考えられているものである。

9.瓦

現在、使用されている赤瓦とは径がやや大ぶ りで異な り、焼成も還元炎であることか

ら、 1例の出土であるが取 り上げることとした。第 68図 1は灰黒色の平瓦の破損品でや

や変形しているが、樽の径を荒く推計すると約 35cmほ どで、いわゆる高麗瓦よりはやや

小さいものである。
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10.瓦質土器

瓦質土器の総数は 5点である。第 67図 1は大型、同図 3は中型の浅鉢で、日縁部の内

側がやや内湾し、そのため口唇部がフラットな面をもつものである。外器面には 2条から

3条の突帯をもち、その上に斜めの押圧が加えられ凹凸をなしている。同図 3はやや膨ら

む胴部に 5Cm前後の蓮花文のスタンプが押印されて装飾されている。両者はいずれも手

焙 りの搬入品である。同図 2は大型の鉢で、日縁部はやや肥厚し、内側に横位の把手をも

つものである。作 りは粗雑で形成時のケズリ手法が判断できるほどである。煮沸器を乗せ

ることのできる在地産の手焙 りと考えられる。同図 4・ 5は方形状の脚台で、同図 2と 作

りや胎土、焼成が類似したものである。

11.遊具

遊具の総数は 8点で、大型甕や橘鉢、瓦などの無釉の焼物を転用したもので、青磁や釉

薬を用いたものはなかった。第 69図 1・ 7・ 8の 6Cmの 大型のものと、同図 3・ 4の

4cmほ どの中型と、同図 2・ 5・ 6の小型のものの 3種類に分けることができる。円盤

状にするための打ち欠きがみられるが、両面から交互に欠いたものは同図 1・ 4・ 6・ 7

で、片面から欠いたものは同図 2・ 8、 磨耗で判断できない同図 2・ 5の小型のものがあ

る。同図 3・ 4・ 7・ 8は喜名焼で、同図 1・ 2・ 5・ 6が壷屋焼である。

木.石器

石器の総数は 74点で、その内第Ⅳ層出土のチャー ト製の打製石器と第Ⅱb層・第Ⅲ層

出土の磨製石器に分けることができる。

1.打製石器

打製石器は総数 14点の出土で、その内、コアやチップが 9点で、あきらかに剥離に法

則や使用痕が認められるのが第 70図に示した 5点である。

同図 1は灰黒色で質の良いチャー トの薄い剥片で、最終の剥離後、両端を斜めに折 り

V字状の刃部を作 りだしている。 V字状に溝を掘る工具で、彫刻刀である。使用 したら

しく刃部の先端は折れて欠落している。

同図 2は灰褐色でやや質の悪いチャートの剥片で、正面や頭部に自然面を残すものであ

る。最終剥離は頭部から打たれ、その際にできた鋭利な側面を刃部として使用している。

棒状の物をケズルものとして使用したらしく、刃部はU字状に窪み、一方方向からの刃毀

れが無数にみられる。

同図 3は灰黒色で光沢をもつ質の良いチャートの薄い剥片で、不定形な剥片の鋭利な側
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第70図  打製石器実測図

面を刃部として使用して工具としている。棒状の物をケズルものとして使用したらしく、

下端の刃部はU字状に窪み、一方方向からの刃毀れが無数にみられる。

同図 4は同図 2と 同様な灰褐色でやや質の悪いチャートの大型の剥片で、最終剥離後の

上面観は三角形をしている。鋭利な側面は物をケズル刃部として使用し、下端部は数度の

敲打痕がみられ刃潰れがみられる。

同図 5は灰黒色で光沢をもつ質の良いチャートの平面四辺形をした剥片で、その技法か

らピエス・ エスキーユであると長野真一氏から教授を受けたものである。ピ
エス・ エスキ

ーユは「多くは四辺形、両端に多くは両面加工による剥離をもつ、小片に砕かれた石器の

意」と解釈されており、鹿児島県下では縄文晩期までその技法は残るという。同図 5は下

端部を刃部として使用しているらしく、多少の使用痕は残るものの、大半が欠損している。

2.磨製石器

磨製石器の総数は 60点で、その種類はボール状容器、石皿、敲石、凹石、石錘、磨石、

弾球などがある。

ボール状容器は 1点の出土である。第 71図 1はキクロサンゴ塊を用いた 1/4欠損品

で、幅約 2。 5Cmの利器で扶られた容器である。手洗いなどのものに用いられたと考えら

れる。破損部は直線状に研磨されていることから、転用されたと考えられるが、その用途
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は不明である。

石皿は 14点の出土であるが、形状が判明する大型破片 5点を第 71図 2・ 第 72図に掲
げた。いずれの石皿も磨 り面は深く窪むことがなく、やや平坦面をなしている。石質はす
べて硬砂岩製 (ニ ービ芯)である。第 71図 2は 1/3欠損品で、正面は 3箇所に集中的に
磨耗痕を残す。使用中は土壌面に置いて用いたらしく、裏面の弱い凹凸面が万遍なく、水
魔を受けたようなスレがみられる。第 72図 1は石質の木目が細かいもので、三面を欠落
するものである。一方の端部は丸く下がりながら稜部まで使用された痕跡を残す。第 72

図 2は 1/4欠損品で正面や両側面に磨耗痕を残す。側面は一方方向にU字状に窪むこと
から刃物を砥ぐ砥石として転用したことが伺える。第 72図 3は両端が欠損し、 1/3残る
もので、やや小さめの石皿である。正面にやや弱い磨耗面を残すが、他は自然面である。
72図 4は一辺を残すのみの破片で、側面に光沢をもつものである。

敲石は 17点の出土であるが、形状が判明する11点を第 73図 1～ 5・ 7・ 第 74図 1・
3・ 4・ 第 75図 3・ 5に掲げた。

第 73図 1は正面の一部に自然面を残すもので、側面や頭部を粗い打ち欠きで成形し、
その後、部分的に研磨を施した三角柱状の石斧破片を、敲石に転用したものである。頭部
を敲石として使用したらしく、胴部の欠損部の縁辺部には手擦れの痕を残す。第 73図 2
はやや偏平で、正面には磨耗の痕をもち、縁辺部に敲打痕の痕跡を多数残すものである。
第 73図 3は三面を大きな打ち欠きで欠損するもので、正面には凹みをもち、両端に敲打
痕をもつ併用石器である。第 73図 4は円礫の上・下端部に敲打痕をもつもので、裏面に
はその際に薄く剥がれた面をもつ。その後も使用したらしく、縁辺部には手擦れの痕を残

す。第 73図 5は三角柱状の円礫で、上・下端部に敲打痕をもち、正面には凹面をもつ凹
石との併用石器である。第 73図 7はやや偏平な方柱状のもので、上・下端に敲打痕をも
つものである。第 74図 1は 1/3を欠失するもので、側面には磨耗の痕跡をもち、下端角
に敲打痕をもつ。欠失部の縁辺部が手擦れがみられることから、欠失後はもっばら敲石と

して使用されたと考えられる。第 74図 3はやゃ偏平な方柱状のもので、上・下端に敲打

痕、正面の中央部には凹をもつ併用石器である。第 74図 4は胴部下半部が欠失した円筒

状の典型的な敲石である。第 75図 3はやや太めの円筒状の敲石で、両側面に紐ズレの凹
みをもつ。裏面の中央部には凹みをもつことから凹石との併用石器である。第 75図 5は

小型で円盤状の河原石をもちいたもので、縁辺部に細かな敲打痕が面をもち、それが多面

体をなしているものである。表裏面の中央部には凹みをもち、凹石との併用石器である。

磨石は総数 13点の出土であるが、形状の判明する4点を第 73図 6・ 第 74図 2・ 6・

第 75図 2に示した。

第 73図 6は立方形状の火山性物質 (軽石)で淡黄褐色をなすもので、強弱はあるもの
の 6面に研磨痕をもつ。ごく最近まで鉄製鍋の焦げや煤をスリ落とすものとして使用され
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第76図 石器
たものに類似している。第 74図 2・ 6は小型で円盤状の河原石を用いたもので、縁辺部

に細かな研磨痕の面をもち、それが多面体をなしているものである。第 75図 2は石皿の

破片を転用したもので、表裏面には弱い凹みがみられ、凹石との併用石器でもある。三方

の破損部も手擦れなどで磨耗している。

凹石は総数 2点のみの出土で、第 74図 5・ 第 75図 1に示した。

第 74図 5・ 第 75図 1はやや偏平で隅丸方形状のもので、縁辺部が敲打後の手擦れがみ

られる、表裏面に凹みをもつものである。

石錘は 1点のみの出土である。第 76図 2は円筒状の胴部に扶 りを巡らしたもので、正

面観はいわゆる楔形をなしている。民具の筵を編む際に用いる錘に類似している。

砥石は 6点の出土で、形状が明瞭な第 75図 6・ 第 76図 1を示した。

第 75図 6は小型で四角柱の携帯用の砥石で、四面を刃物などの研ぎ出しに用いたもの

である。他の 4点 もすべて同様なものであった。第 76図 1は極めて薄いホルンフェルス

製のもので、正面は細かな研磨面をもつが、他の五面は破損後の粗い研磨痕を残す。硯か

らの転用の可能性がある。

弾球は 2点の出土である。第 75図 4は直径 5Cmほ どの円礫である。底面に数箇所の

打痕をもつが、他は自然面である。一応、弾球として扱って置く。
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ハヽ 貝製品

第 77図 1は今回の唯一の貝製品である。

ヤコウガイ製の貝匙の両端が欠如する破損品

である。柄の幅は 3。 3Cmで、残欠部の長さ

は 6.4cmである。柄の両端部は丸 く整えら

れているが、一様でなく波形を描く。背部は

光沢のある真珠層の露頭はみられるが螺肋頂

部は残る。
第77図  貝製品

卜.古銭

古銭は総数 9点の出土で、その内中国古銭が 3点、日本古銭が 1点、鳩目銭が 4点、現

代銭 1点であった。

第78図 1は 1/3破損品で□元□□と、二番目の元と四番目の下字の貝が隷書でみられ

るものである。同図2は洪武通宝、同図3は永楽通宝、同図4は寛永通宝、同図5～ 8は

鳩目銭である。

b。 自然遺物

自然遺物は貝類と獣・ 漁骨がみられたが、漁骨は極めて少なかったので、今回は割愛 し

た。

イロ貝類

貝類の総数は 5365点 で貝種は 153種に及んだ。集計を第 21～ 24表に示した。貝類の所

見については、千葉県立中央博物館学芸員の黒住耐二先生の論功に譲 りたい。

口.脊椎動物遺体

獣骨などの脊椎動物遺体は 6種におよぶことが明らかになった。その具体的な所見につ

いては琉球大学農学部助教授の川島由次先生の論功に譲 りたい。

5cm
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第 2表 土 器 くびれ 観察一覧

挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色・ 施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第10

図 1

土  器 レ ン ガ 色

粗   粒
砂 混 入

口縁部小破片
手触りがガサガサ

外側が指痕のようなものが

見られる

982D-7

Ⅳ

図 2 土  器 レ ン ガ 色

粗   粒
砂 混 入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部すこし厚みがあり外

反している

954D-7
10ρ 0

Ⅳ

図 3 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触 りがガサガサ

ロ縁部「 く」の字に外反

518C-8

Ⅳ

図 4 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部ゆるやかに外反

口縁部一部破損

518C-8

Ⅳ

図 5 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部外反口縁

979D-7
10″ 0

Ⅳ

図 6 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片。手触りがガ

サ ガサ

口縁部「く」の字に外反

545C-7

Ⅳ

図 7 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部外反

979D-7
10ρ 0

Ⅳ

図 8 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部外反

979D-7
10″ 0

Ⅳ

図 9 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部外反

1119Cイ 。8

表採

図10 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部大きく外反

41l C-7

Ⅳ

図11 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触りがガサガサ

ロ縁部ゆるやかに外反

333C-7
20ん0

Ⅳ

図12 土  器
粗

混

ガ 色

砂

入

粒

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部が外反している

979D-7
10ρ 0

Ⅳ

図13 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部が外反している

320C-6

Ⅳ

一―‐101-



第10

図14

土  器 レ ン ガ 色

断面中央暗

灰色サンド

イ ッチ 状

微粒砂混入

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部先端がふくらんでい

て「く」の字に外反

1137D-7
D-8
攪乱

図15 土  器 レ ン ガ 色

微 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触 リガサガサ

外口縁部がふくらみ外面に

指痕のようなものがみられ

る

981D-7

IV

図16 土  器 レ ン ガ 色

微 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触リガサガサ

外国辺下に指痕のようなも
のがみられる

5oo C-7

Ⅳ

図17 土  器 レ ン ガ 色

微 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部「く」の字に外反指

痕のようなものがみられる

981D-7

Ⅳ

図18 土  器 レ ン ガ 色

微 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部ゆるやかに外反

287C-7
10/15

Ⅳ

図19 土  器 レ ン ガ 色

微 粒 砂
混   入

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部大きく「く」の字に

外反

958D-7
No.1ピット

Ⅳ

図20 土  器
微

混

ガ 色

砂

入

粒

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部ゆるやかに外反指痕
のようなものがみられる

979D-7
10ρ 0

Ⅳ

図21 土  器 レ ン ガ 色

断面中央暗

灰色サンド

イ ッチ 状

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部外反している

1129D o E

-7

攪乱

図22 土  器
微

ガ 色

子粒

口縁部小破片

手触リガサガサ

ロ縁部外反

外側口辺に指痕のようなも
のがみられる

936D-7
10ρ 0

Ⅳ

図23 土  器
微

ガ 色

子粒

口縁部小破片

手触リガサガサ

外側口辺部の下はヘラでけ

ずられている

1121C-7
D-7
表採

図 24 土  器 レ ン ガ 色

断面中央暗

灰色サンド

イ ッチ 状

粗粒砂混入

口縁部小破片

手触 リツルツル

ロ縁部やや外反

No。なし

図25 土  器 レ ン ガ 色

断面中央暗

灰色サンド

イ ッチ 状

粗粒砂混入

口縁部小破片

手触 リツルツル

ロ縁部外反 している断面三

角形の凸帯を横位に貼付す

る厚さ5mほ ど細片の為そ
の他の特徴は不明

383C-6

Ⅳ

第 2表 土 器 くびれ 観察一覧
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第 2表 土 器 くびれ 観察一覧

第10

図26

土  器 レンガ色

断面中央暗

灰色サンド

イ ッチ状

粗粒砂混入

口縁部小破片

手触リツルツル

ロ縁部外反している断面三

角形の凸帯を横位に貼付す

る厚さ10皿ほど細片の為そ

の他の特徴は不明

397C-6

Ⅳ

図27 土  器 レンガ色

断面中央暗

灰色サンド

イ ッチ状

粗粒砂混入

口縁部小破片

手触 リツルツル

ロ縁部やや外反

41oc-6

Ⅳ

図28 土  器 レ ン ガ 色

断面中央か

ら内側は変

色している様

粗粒砂混入

口縁部小破片

手触リツルツル

ロ縁部やや外反

455C-7

Ⅳ

図29 土
｀
器 レンガ色

微粒砂混入

口縁部小破片

手触 リツルツル

ロ縁先端厚みがあり外反 し

ている

901E-3

Ⅲb

図30 土  器 レンガ色

微粒砂混入

口縁部小破片

手触リツルツル

ロ縁先端厚みがあり外反し

ている

954D-7
10ρ 0

Ⅳ

図31 土  器 明レンガ色

微粒砂混入

口縁部から胴部にかけての

破片

胴部の部分は丸みを帯び頸

部部分は少なくくばみ口縁

部へゆるやかに外反してい

る

1003D-7
0/10

Ⅳ

図32 土  器 レンガ色

断面中央暗

黒灰色サン

ドイッチ状

微 粒 子

口縁部破片

手触リツルツルしている

口縁部がゆるやかに外反し

ている

676c-7

Ⅳ

図33 土  器 レンガ色

微 粒 子
口縁部小破片

先端部分破損

手触リツルツル

縦位に 7皿ほどの凸を貼位

している

その他の特徴は不明

1123C・ D
-8

表採

図34 土  器 黒   色
微 粒 子

口縁部小破片口縁先端部分

はかけている縦位に 3皿ほ

どの凸帯を貼位している細

片の為その他の特徴は不明

896D-7

Ⅳ

図35 土  器 6.9 レンガ色

微粒砂混入

口縁部小破片
ツボ形、器形は丸味をおび

ていて口縁部までやや水直

になっている

979D-7
10ρ0

Ⅳ

図36 土  器 4.3 レンガ色

微粒砂混入

口縁部小破片
ツボ形、器形は丸味をおび

ていて口縁部まで水直にな

っている

936D-7
10ρ 0

Ⅳ
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図37

土  器 明レンガ色

粗粒砂混入

断面中央部

暗茶色サン

ドイッチ状

ナベ形土器口縁部の一部

横位に厚さ5mほ ど大きめ
の取手がついている

307C-7
20カ 5

Ⅳ

図38 土  器 明レンガ色
粗粒砂混入

ナベ形土器口縁部の一部

取手の先端は破損

334C-8
0ん

I

図 39 土  器 明レンガ色
粗粒砂混入

断面中央部

暗茶色サン

ドイッチ状

ナベ形土器口縁部の一部

横位に厚さ 5皿ほど取手が
ついている

取手は斜下に向いている

170E-6

I

図40 土  器 明レンガ色

粗粒砂混入

断面中央部

暗茶色サン

ドイッチ状

ナベ形土器底部の一部

厚みのある底部で外端が丸
みがあり平底である

No。なし

第 2表 土 器 くびれ 観察一覧
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第 2表 土 器 くびれ工類泥質 観察一覧

挿図

番号

図版

番号

分 類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色 0施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第11

図 1
土  器 内面淡茶色

断面中央と

底面暗灰色

微砂粒混入

外底はくびれ胴部へ開く

ザラザラの手ざわ り

640E-3

Ⅱa

図 2 土  器
6.0

外面、内面淡黄色

断面中央暗灰色

粗砂粒混入

ゆるやかなカーブを示しな

がら胴部へ移行する

ザラザラの手ざわり

980D-7

Ⅳ

図 3 土  器
5.0

外面、内面淡茶色

断面中央暗灰色

黒色鍍物混入

ゆるやかなカーブを不しな

がら胴部へ移行する

ザラザラの手ざわり

676C-7

Ⅳ

図 4 土  器
7.0

内面、外面淡茶色

断面中央灰色

微砂粒混入

底面の部分が凸凹になって

いる外底部分ゆるやかなく

びれ

ザラザラの手ざわり

455C-7

Ⅳ

図 5 土  器
7.5

内面、外面淡茶色

断面中央灰色

有色鍍物混入

底面部分の中央部分がくば

んでいる

ザラザラの手ざわ り

437C-6

Ⅳ

図 6 土  器
6.0

内面、外面淡茶色

断面中央暗灰色

黒色鍍物混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行
ザラザラの手ざわり

981D-7

Ⅳ

図 7 土  器
5。 7

内面、外面淡黄色

断面中央灰色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

ザラザラの手ざわ り

954D-7
10″ 0

Ⅳ

図 8 土  器
6.5

内面淡茶色

断面中央、

底 面 灰 色

粗砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行
ツルツルの手ざわ り

437C-6

Ⅳ

図 9 土  器
6.3

内面淡茶色

断面中央、

底 面 灰 色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行
ザラザラの手ざわり

936D-7
10ρ0

Ⅳ

図10 土  器
6.8

内面、断面

中央暗灰色

外面、淡茶色

粗砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

ザラザラの手ざわ り

539D-8

Ⅳ

図11 土  器
5。 7

外面、淡茶色

断面中央、

底 面 灰 色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行

ツルツルの手ざわ り

980D-7

Ⅳ

図12 土  器
6.3

両 面 灰 色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行
ツルツルの手ざわ り

824D-7

Ⅳ

図13 土  器
6.0

両面淡茶色

微砂粒混入

下端部でくびれて胴部へ開

く
ツルツルの手ざわり

632C-7
20β0

Ⅳ

-105-

5。 0
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図14
土  器 両面赤茶色

断面中央暗茶色

微砂粒混入

底面はやや厚 くゆるやかな
カーブで胴部へ移行
ザラザラの手ざわ り

437C-6

Ⅳ

図 15 土  器
5.5

内面、断面中央

暗灰色、外

面 淡 茶 色

粗砂粒混入

下端部でくびれて胴部へ開

く 底面は厚い ザラザラ
の手ざわ り

979D-7
10ρ 0

IV

図 16 土  器
5.0

内面淡茶色

断面中央、

外 面 灰 色

粗 砂 粒、

貝殻片混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行

ザラザラの手ざわ り

287C-7
10/15

Ⅳ

図17 土  器
5.0

両面淡茶色

断面中央灰色

粗砂粒混入

底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

387D-8

Ⅲ

図18 土  器
5。 2

両面淡茶色

断面中央灰色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行
ザラザラの手ざわり

640E-3

Ⅱa

図19 土  器
6.0

両面淡黄色

断面中央暗灰色

粗砂粒混入

下端部でくびれ胴部へ開く
ザラザラの手ざわ り

609D-7

Ⅳ

図 20 土  器 内面明茶色

断面中央、

外面淡黄色

粗 砂 粒、

貝殻片混入

底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

545C-7

Ⅳ

図21 土  器
6.0

内 面 灰 色

外面淡茶色

黒色鍍物、ガ

ラス質鍍物混入

底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

455C-7

Ⅳ

図22 土  器
5。 2

内面淡茶色

断面中央、

底面暗灰色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

ザラザラの手ざわ り

1120Cイ・8

表

図23 土  器
5.0

内面、断面

中央、灰色

外面淡茶色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行
ザラザラの手ざわり

1129D E-7

攪乱

図 24 土  器
4.5

内面、外面淡茶色

断面中央灰色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行。底面は厚い

ザラザラの手ざわ り

718E-6
0/10

Ⅱa

図25 土  器
4.5

両面明茶色

断面中央灰色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行
ツルツルの手ざわ り

481C-7

Ⅳ

図26 土  器 両面淡茶色

微砂粒混入
下端部がくびれている
ザラザラの手ざわり

979D-7
10″ 0

Ⅳ

図27 土  器
5。 3

両面淡茶色

粗砂粒混入
ゆるやかなカーブで胴部へ

移行
ツルツルの手ざわ り

936D-7
10ρ 0

Ⅳ

第 2表 土 器 くびれ工類泥質 観察一覧
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第 2表 土 器 くびれ工類泥質 観察一覧

第11

図28

土  器
6.5

両面淡黄色

粗砂粒混入

下端でくびれ胴部へ開く

ザラザラの手ざわ り

612D-7

Ⅳ

図29 土  器
4.0

両面明茶色

粗砂粒混入

底部が全部残っている

表面がツルツルしている

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

1137Dイ・8

攪乱

図30 土  器
5。 2

両面淡茶色

微砂粒混入

下端でくびれ胴部へ開く

ザラザラの手ざわり

321C-7

Ⅳ

図31 土  器
2.8

両面淡黄色

黒 色 鍍 物

微砂粒混入

底面の厚みがありゆるやか

なカーブで胴部へ移行

ザラザラの手ざわ り

640E-3

Ⅱa

図32 土  器 両面淡茶色

断面中央灰色

粗砂粒混入

下端でくびれ胴部へ開く

ザラザラの手ざわ り

481C-7

II√

図33 土  器
5.0

両面淡茶色

断面中央灰色

粗 砂 粒、

貝殻片混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

ツルツルの手ざわ り

958D-7

Ⅳ

図34 土  器
4.7

内面淡茶色

底 面 灰 色

粗砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行
ゾルツルの手ざわ り

355C-7

Ⅳ

図35 土  器
4.0

両面淡茶色

断面中央灰色

黒色鍍物混入

底面の中央が盛 り上がって

い る

ザラザラの手ざわ り

1121CDイ

表採

図36 土  器
3.9

内面淡黄色

断面中央、

底面、灰色

黒色鍍物混入

底面からストレートに開く

ザラザラの手ざわり

408表

図37 土  器
1.8

両面明茶色

粗 砂 粒、

只殻片混入

底面の厚教があり底面から

ストレートに開く

ザラザラの手ざわり

333C-7
25β0

Ⅳ

図38 土  器
1.5

両面淡黄色

有 色 物 質

微砂粒混入

下端でくびれ胴部へ開く

ツルツルの手ざわり

640E-3

Ⅲ a

図39 土  器
5.0

両面淡茶色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行
ザラザラの手ざわり

1003D-7
0/10

Ⅳ

図40 土  器
5.0

両面淡茶色

粗砂粒混入

下端でくびれ胴部へ開く

ザラザラの手ざわり

609D-7

Ⅳ

図41 土  器
底  部

両面淡茶色

微砂粒混入

下端でくびれ胴部へ開く

ザラザラの手ざわり

640E-3

Ⅲa

図42 土  器
底  部

両面淡茶色

微砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行
ザラザラの手ざわり

612D-7

Ⅳ
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図43
土  器

底  部
両面淡茶色

微砂粒混入
ゆるやかなカーブで胴部へ

移行

ザラザラの手ざわ り

849D-7

Ⅳ

図 44 土  器
底  部

両面淡茶色

微砂粒混入
下端でくびれ胴部へ開く
ツルツルの手ざわ り

612D-7

Ⅳ

図 45 土  器
底  部

内面淡黄色

断面 中央、

底面、灰色

有色物質、

微砂粒混入

下端でくびれ胴部へ開く
ザラザラの手ざわ り

612D-7

Ⅳ

図46 土  器
底  部

内面、断面
中央 灰 色

底面淡茶色

粗砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

ザラザラの手ざわ り

677D-8

Ⅳ

図47 土  器
底   部

両面暗灰色

微砂粒混入
ゆるやかなカーブで胴部へ

移行

ザラザラの手ざわ り

981D-7

Ⅳ

図48 土  器
底  部

内面明茶色

断面中央、

底 面 灰 色

粗砂粒混入

底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

401C-7

Ⅳ

図49 土  器
底  部

両面淡茶色

微砂粒混入
底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

402C-8

Ⅳ

図50 土  器
底  部

内面 灰 色

外面淡茶色

粗砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行
ザラザラの手ざわり

421D-6

(399)

Ⅲ

図51 土  器
底  部

両面淡茶色

有 色 物 質

粗砂粒混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行

ザラザラの手ざわ り

402C-8

Ⅳ

図52 土  器
底  部

両面淡茶色

微砂粒混入
ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

ザラザラの手ざわ り

402C-8

Ⅳ

図53 土  器
底  部

両面淡茶色

粗砂粒混入
底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

1121C・ D
-7

表採

図54 土  器
底   部

両面淡茶色

粗砂粒混入
ゆるやかなカーブで胴部ヘ

移行

ザラザラの手ざわ り

372C-6

Ⅳ

図55 土  器
底  部

両面淡茶色

微砂粒混入
底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

612D-7

Ⅳ

図56 土  器 両面淡黄色

断面中央灰色

黒色鍍物混入

ゆるやかなカーブで胴部へ

移行
ザラザラの手ざわり

1137D-7
D-8

攪乱

図57 土  器
4.2

内面灰色、

外面淡茶色

微砂粒混入

ゆるやかなカープで胴部へ

移行

ザラザラの手ざわ り

437C-6

Ⅳ

第 2表 土 器 くびれ工類泥質 観察一覧
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図58

土  器
4.4

両面淡茶色

黒色鍍物混入

底面からストレートに開く
ザラザラの手ざわり

896D-7
10/20
Ⅳ
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色・施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年   代 出土地点

第12

図 1
土  器 内外 レンガ

色中央に灰

褐色のサン

ド状粗粒砂

混   入

な    し な   し 口縁部は僅かにくびれて外
反。ザラザラの手ざわ り。内

側から外国縁部に粘土を補

足。指頭押圧痕がある。日

唇部は波状。日縁部破片

585C-7
274

Ⅳ

図 2 土  器 レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部は長くやや直立気味
に外反。ザラザラの手触り
口縁部破片

897D-7
10ρ0

Ⅳ

図 3 土  器
微

ガ 色

子粒

な    し な   し 口縁部は「く」の字状にそ
り返っている。ツルツル

ロ唇は面取りされて平坦。

外面が黒色になっている。
丁寧に形成。口縁部破片

655E-5
30カ 0

Ⅱb

図 4 土  器 レ ン ガ 色

微 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部は僅かにくびれ外反
ツルツルの手ざわ り

口縁部の小破片

541D-8

Ⅳ

図 5 土  器 明 る い
レ ン ガ 色

粗 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部は若干内湾気味
口唇は面取りされて平坦で

肥厚する。ザラザラの手ざ

わり。口縁部小破片

1046E-7

Ⅳ

図 6 土  器 濃いレンガ色

微 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部はやや直線的(水平)
口唇は平坦で肥厚 してい

る。ツルツルの手ざわり。
口縁部小破片

1017E-5
60′ 0

Ⅲ

図 7 土  器 薄いレンガ色

粗 粒 砂
混   入

な    し な   し 胴部はやや直線的にふくら
み口縁部にかけてはやや内

傾する。日縁外に手痕が残
る。口唇僅かに凹凸がある
ザラザラの手ざわり。
口縁部破片

701C-7

Ⅳ

図 8 土  器 レンガ色と

灰 褐 色
粗 粒 砂
混   入

な    し な   し 胴部から僅かに開いて口縁
部がやや直線的に内傾
口縁部破片。ザラザラの手
ざわり

954D-7
10カ 0

Ⅳ

図 9 土  器 レンガ色と

灰 白 色
粗 粒 砂
混   入

な    し な   し 胴部から口縁部にかけて内
傾している
ザラザラの手触り
口縁部破片

612D-7

Ⅳ

図10 土  器 暗レンガ色
で灰褐色を
サ ン ド状

微 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部は内湾気味。口唇部
は平坦。楕円形状の瘤状把

手が縦位に貼り付ける (把

手縦約3.5m横 2.5cm厚 さ 1
cm)器厚は厚い 口縁部破
片。ツルツルの手ざわり

56D-5

I

第 2表 土 器 観察一覧
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第12

図11
土  器 明レンガ色

微 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部は内湾気味。口唇部
は平坦。瘤状把手が縦位に

貼り付ける (縦 3 cm横 2 cm

厚さ l cm)器 厚はやや厚
い。把手の外面は中央部が

凹む。ツルツルの手ざわり

滑石混入

口縁部小破片

307C-7
20カ 5

Ⅳ

図12 土  器 明レンガ色

微 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部は内湾気味。瘤状把
手が縦位に貼りつけられる

(縦 3.5cm横 2 cm厚さ1.5cm)

器厚は厚い

把手外面は指押圧痕で中央

部が凸る。口唇部一部破損

口縁部小破片。ツルツルの

手ざわり

696E-7
40/50

Ⅱb

図13 土  器 レ ン ガ 色

黄 褐 色 を

サ ン ド状

微 粒 砂
混   入

な    し な   し 口縁部は内湾気味
口唇部は平坦。瘤状把手が

縦位に貼り付けられる

(縦 3 cm横 1.8cm厚 さ l cm)

ツルツルの手ざわり

口縁部小破片

334C-8
0ん

I

図14 土  器 明るいレン

ガ色で灰褐

色をサンド

状 微 粒 砂

混   入

な    し な   し 牛角把手が横位に貼 り付
けられる (縦 2.2cm横 5。 8cm

長さ3.2cm)。 把手のみの破

片。器厚は厚い。
ツルツルの手ざわり

710E-4
20β 0

Ⅱ

図15 土  器
微

混

ガ 色

砂

入

粒

な    し な   し 底部は平底で安定
下端部はくびれている。

器面はアバタ状である。

底部破片。器厚は厚い。
ツルツルの手ざわり

402C-8

Ⅳ

図16 土  器 灰 色 で
灰 黒 色 を

サ ン ド状

粗   粒

な    し な   し 底部は平底で安定

内底一部破損

器面はアバタ状

底部のみ破片

ザラザラの手ざわり

4表

図17 土  器 灰 色 で
灰 黒 色
粗 粒 砂
混   入

な    し な   し 底部は平底。ゆるやかなカ
ーブを示 しながら胴部へ移

行している。内面にナデ痕

が残る。底部小破片

ザラザラの手ざわ り

580C-7
205

Ⅳ
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色・施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年   代 出土地点

第13

図 1
須恵器 18.1 灰

粗

色

粒

無   釉 口縁部「く」状に外反口縁
部内側は、輪状にめんとり

表

図 2 須恵器 11.9 暗 灰 色
粗   粒

無   釉 頸部から口縁部にかけ、ゆ

るやかに外反、日縁部内側
は輪状にめんとり

541D-8

Ⅳ

図 3 須恵器

月同  部

暗 灰 色
粗   粒

無   釉 内面はタタキロの痕外面に

はロクロ回転引きによる波

状の文様が見られる。

334C-8
0/5

I

図 4 須恵器

胴  部

表面は暗灰

色 。中央部

赤茶色化に

なリサンド

イッチ状

無   釉 内面はタタキロの痕外面は
ロクロ回転引きによる波型
の文様と輪状の線が引かれ
ている。

514E-9

Ⅲ

図 5 須恵器

胴  部

白 灰 色
粗   粒

無   釉 器内外面ともにザラッとし
て細石粒を含む

外面はタタキロが見られる

384C-7

Ⅳ

図 6 須恵器

胴  部

灰

粗

色

粒

無   釉 外面に、木葉文様が見られ

る。珠州窯

1064E-3

Ⅲ

図 7 須恵器

月同  部

灰

粗

色

粒

無   釉 外面はななめに線が引か

れ、内面には、繊細なロク
ロ回転痕とタタキロが見ら

れる。

615D-8
0/10

Ⅳ

図 8 須恵器

胴  部

表面は暗灰

色で断面中

央部が茶色

化しサンド

イッチ状に

なっている

無   釉 外面に幅広の平行状叩き痕
が見られる

975E-6
50ん0

Ⅲ

図 9 須恵器

胴  部

外面は暗灰

色中央部は

灰色と茶が

まざってい

て内面は茶

色化してい

る。

無   釉 外面は格子目文様の痕が内

面には、 タタキロが見られ
る。

924E-5
so/60
Ⅲ

図10 須恵器

月同  部

白 灰 色
粗   粒

無   釉 外面にはタタキロ、内面に
は、幅広の輪状の線と、不

規則なラインが見られる。

678E-3
0/10

Ⅲb

図11 須恵器

胴  部

表面は暗灰

色で断面中

央部が茶色

化しサンド

イッチ状に

なっている。

無   釉 内面にきれいな格子のタタ

キロがありその上から輪状
にいくつかの圏線を廻らせ

ている。

668E-7
30み0

Ⅱb

第 3表 須 恵 器 観察一覧

-112-

/´



第 3表 須 恵 器 観察一覧

第13

図12

須恵器 淡灰色の粗

粒

外 0内面と

もに淡灰色

外面にヘラ状の工具による

平行線の削 り跡が見られる

内面は凹凸が見られる。

国産 ? 13C～
14C?

965E-6
50ん 0

Ⅲ

図13 須恵器 頸  部 表面は暗灰
色で断面中

央部は赤茶

色化しサン

ドイッチ状

になってい

る。

無   釉 胴 部 か ら頸部 にか け て

「 く」の字になっている様

に見られる。表面は両面と

もタタキロはない。

357C-8
5/10
Ⅳ

図14 須恵器

胴  部

表面は暗灰

色で断面中

央部は赤茶

色化しサン

ドイッチ状

になってい

る。

無   釉 丸みをおびている胴部の部

分で外内面ともタタキロは

ない。

968E-4
20β0

Ⅲ

図15 須恵器

底  部
表面は暗灰

色で断面中

央部は赤茶

色化しサン

ドイッチ状

になってい

る。

無   釉 外内面ともタタキロはみら

れない。

668E-5
20β 0

Ⅲb
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図

号

Ｄ
版

号

挿

番

‐
図
番

分  類

口

底

器

径

径

(cm)

素    地 釉色 0施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第14

図 1
青  磁 11.4 淡 灰 色

岩 石 質
淡青白色釉 な   し 外面に箆彫刻の蓮弁文。

(碗 )

中  国 13C～
14C
944E-6
50ん0

Ⅲ

図 2 青 磁 13.8 淡 灰 白色

微 粒 子
明緑 色 釉 な   し 外面に箆描き無鏑蓮弁文が

施される。     (碗 )

中  国 14C後～
15C中

116D-5

Ⅲb

図 3 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

淡灰緑色釉 あ   る 口縁部の外面に箆描きの雷
文帯が施される。 (碗 ?)

中  国 14C後～
15C中

73D-4

Ⅲ

図 4 青 磁 口 縁 部 灰   色
微 粒 子

淡 灰 色 釉 な   し 稜花口縁で2本 1組の線刻
文を描いている。 (皿 )

中  国 15C中～
16C前半

830E-6

Ⅲ

図 5 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

暗 緑 色 釉 あ   る 稜花口縁で 3本 1組の線刻
文があり、その下部に唐草

文がある。     (皿 )

中  国 15C 322C-8
0/5

I

図 6 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
微 粒 子

黄 白 色 な   し 焼成不良の碗。 中  国 14C～
15C
448D-8
876D-6
10/15

接合

(Ⅲ )(Ⅳ )

図 7 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

明緑 色 釉 な   し 稜花口縁で、内面に二条の

圏線が施されている。

焼成不良。    (皿 )

中  国 15C中～
16C前半

496E-9
476E-9
325D-8
5/10

(Ⅲ )(I)(I)

図 8 青 磁 口 縁 部 灰   色
岩 石 質

暗 緑 色 釉 あ   る 稜花口縁内面に 3本 1組の

線刻文があり、外面に唐草

文の一部 ?    (皿 )

中  国 15C中～
16C
161D-5

Ⅱb

図 9 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
岩 石 質

暗 緑 色 釉 な   し 稜花口縁で内面に 3本 1組
の線刻文がある。 (皿 )

中  国 15C中～
16C
904E-3
40/50

Ⅱb

図10 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
岩 石 質

青 緑 色 あ   る 稜花口縁で内面に 3本 1組
の線刻文がある。 (皿 )

中  国 15C中～
16C
837D-3

Ⅲ

図11 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
岩 石 質

灰 緑 色 釉 あ   る 稜花口縁で内面に 2本 1組
の線刻文がある。 (皿 )

中  国 14C～
15C
247C-7
0ん

I

図12 青 磁 口 縁 部 白   色
岩 石 質

青 白色 釉 あ   る 稜花口縁で内面に2本 1組
の線刻文がある。 (皿 )

中  国 14C～
15C
818D-6

Ⅲ

図13 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
岩 石 質

淡 緑 色 釉 な   し 内面に一条の圏線を廻らせ
ている、外面、太目の圏線

と文様らしきものがあるが

不鮮明。     (皿 )

中  国 14C後半
～15C中

562E-9

Ⅲ
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図

青 磁 口 縁 部 淡 黄 色
粗 粒 子

灰   釉 あ   る 内面に二条の圏線を廻らせ
ている。     (盤 )

中  国 14C～
15C前半

56D-5

I

図15 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
微 粒 子

緑 色 釉 あ   る 内面、日縁部から内底面に
向い 2本の線刻細蓮弁文。
外面は唐草文様。 (皿 )

中  国 14C後半
～15C中

717E-6
0/10

Ⅱa

図16 青 磁 9.6 灰 白 色
微 粒 子

暗 緑 色 釉 あ   る 外面箆彫り蓮弁文 (小鉢) 中  国 14C 972E-5
60′ 0

Ⅲ

図17 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
微 粒 子

緑 色 釉 な   し 口縁部は若干肥厚し玉縁状
を呈する。  (折 縁皿)

中  国 14C後半
～15C中

212E-8

I

図18 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
微 粒 子

暗灰緑色釉 な   し 口唇部は極端に先すぼまり
になっている。 (折縁皿)

中  国 14C後半
～15C中

1031E-5

Ⅲ

図19 青 磁 口 縁 部
5。 2

灰 白 色
岩 石 質

外底面を除

き青白色釉

あ   る 無文でやや厚手
外反口縁皿

中  国 14C～
15C中
1078E-4

Ⅲ

図20 青 磁
7.2

灰 白 色
微 粒 子

外底面を除

き

釉

暗緑色

な   し 底部小破片
外面蓮弁文

箆書 (皿形 )

中  国 14C後半
～15C前

半

23D-4

I

図21 青 磁
7.8

灰 白 色
岩 石 質

外底面を除

き、淡緑白

色釉

あ   る 高台脇から胴部ヘストレー
トに開く。     (盤 )

中  国 14C後半
～15C中

56D-5

I

図22 青 磁
6.0

淡 灰 色
岩 石 質

畳付、外底

面部分を除

き淡青白釉

な   し 焼成不良の為、釉に光沢が

ない。

(皿 )

中  国 14C後半
～15C前

半

2表

図23 青 磁
5。 3

淡 灰 色
岩 石 質

外底面を除

き、灰緑釉

あ   る 高台部分の小破片。 (皿 ) 中  国 14C後半
～15C前

半

7E-4

図24 青 磁

胴   部

灰   色
微 粒 子

灰 緑 釉 あ   る 外面にばたん花文
内面にロクロ跡

瓶 ?壷 ?

中 国 14C後半
～15C前

半

424E-7
84

Ⅱa

図25 青 磁
10。 8

灰 白 色
微 粒 子

外底面を除

く淡緑釉

あ   る 外面の立ち上がり部分及び
内底面に一条の圏線を廻ら

す。内底面に幅広の連弁文

(盤 )

中  国 14C～
15C
748E-4
30μ0

Ⅲ

図26 青 磁
15。 3

灰 白 色
微 粒 子

暗灰緑色釉 あ   る 外面の立ち上がり部分及び
内底面に一条の圏線を廻ら

す。内底面に幅広の連弁文

(盤 )

中  国 14C後～
15C中

433D-3
154

Ⅲ

第15

図 1
青 磁 口 縁 部 淡 灰 色

岩 石 質
淡 灰 緑 釉 あ   る 口縁下部に二条の圏線を廻

らせている。
口縁部小破片。  (碗 )

中  国 14C後半
～15C

77D-5
0ん

I

図 2 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡 灰 緑 釉 な   し 口縁下部に一条の圏線を廻
らせている。   (碗 ?)

中 国 15C～
16C前半

768E-6
r0/20
Ⅱ a

第 4表 青 磁 (13C～ 14～ 15C)観察一覧
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図 3
青 磁 口 縁 部 灰   色

岩 石 質
暗 緑 色 釉 あ   る 口縁部若干肥厚する。

(碗 )

中  国 15C 336D-8
0ん

I

図 4 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡灰青色釉 あ   る 口縁部ゆるやかな外反。
日縁に一条の圏線を廻らせ

ている。      (碗 )

中  国 14C後半
～15C中

273C-6
10/15

Ⅱ

図 5 青  磁 口 縁 部 淡 黄 白 色
粗 粒 子

淡 褐 色 釉 な   し 内外面共、ガサガサの口縁
部小破片。

焼成不良。

中  国 15C～
16C
1lE-3

I

図 6 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

暗灰緑色釉 あ   る 口縁部の小破片。 (碗 ) 中  国 14C後半
～15C

793D-6
0/10

Ⅲ

図 7 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡 緑 白釉 あ   る 口縁部の小破片で厚みがあ
る。       (碗 )

中  国 15C 717E-6
0/10

Ⅱa

図 8 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡 灰 緑 釉 あ   る 口縁部に一条の圏線を廻ら
せた口縁部小破片。 (碗 )

中  国 14C後半
～15C

904E-3
40ん 0

Ⅲb

図 9 青 磁 口 縁 部 淡 白 色
岩 石 質

淡 灰 緑 釉 あ   る 口縁部に一条の圏線を廻ら
せた口縁部小破片。

中  国 14C後半
～15C

514E-9

Ⅲ

図10 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

淡 灰緑 釉 な   し 口縁部に一条の圏線を廻ら
せた口縁部小破片。

中  国 15C～
16C前半

170E-6

I

図11 青 磁 口 縁 部 淡 白 色
岩 石 質

明 緑 白釉 あ   る 口縁部は直口で一条の圏線
を廻らせている。

中  国 14C後半
～15C

404D-8
10/15

Ⅲ

図12 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡灰青色釉 な   し 両面に凹凸が多く釉につや
がない。

中 国 15C～
16C前半

757E-5
40ん 0

Ⅱb

図13 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡 灰 緑 釉 あ   る 口縁部小破片。 中  国 14C後半
～15C

876D-6
30カ 0

Ⅳ

図14 青 磁 口 縁 部 茶 白 色
粗 粒 子

淡茶白色釉 な   し 焼成不良。
内面釉垂れあり。

中  国 15C～
16C前半

782D-3
0/10

Ⅲ

図15 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡緑白釉で

やや厚い
あ   る 口縁部を 5皿ほどを残した

胴部の小破片。外面の立ち

上がり部分に一条の圏線ら

しきものを確認。

中  国 14C後～
15C
2表

図16 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡灰緑色釉 な   し 無丈で外反口縁部。 中  国 14C後～
15C中

924E-5
50ん0

Ⅲ

図17 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡 緑 白釉 あ   る 口縁部の小破片。
口縁はやや内湾する。

両面共釉が厚い。

中  国 14C後～
15C
968E-4

20/30
Ⅲ

図18 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

暗 灰 色 釉 あ   る 口縁部若干外反しており、
外面の口縁直下に一条の圏

線を廻らす。   (碗 )

中  国 14C後 ～
15C
341C-5
20″ 5

Ⅱa
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図

15

19

青 磁

頸  部

淡 灰 白色

岩 石 質
外面淡緑白

釉、内面淡

灰釉

あ   る 頸部から肩にやや開いてい
く外面は三条の圏線を廻ら

せて縦に 1本の線がある。

(瓶 )

中  国 14C後～
15C中

758E-5
40ん 0

Ⅱb

図20 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡 灰緑 釉 あ   る 口縁部は、ゆるやかな外
反。二次的焼成を受けてい

る。

中  国 14C後～
15C中

486D-7

Ⅲ

図21 青 磁 18.6 淡 灰 白色

岩 石 質
淡 灰緑 釉 あ   る 口縁部は若干肥厚口。

(碗 )

中  国 14C後～
15C中

755E-5
30μ 0

Ⅱb

図22 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

淡緑白色釉 あ   る 口縁部が直口で、器は厚
め。内外面共に、雷文帯を

描く。      (碗 )

中 国 15C～
16C前半

2表

図23 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

淡灰緑色釉 な   し 口縁部は直口。
口縁部の一部欠失。

内面口縁部下、約 2 cm幅に

及ぶ釉垂れあり。 (碗 )

中  国 14C後半
～15C

1112表

図24 青 磁 12.7 チ ョコレー

ト色

粗 粒 子

暗 灰 茶 釉 あ   る 外面にロクロ痕あり。 中  国 15C～
16C
782D-3
0/10

Ⅲ

図25 青 磁 11.5 灰 白 色
岩 石 質

明 緑 釉
やや厚い

あ   る 口縁部はゆるやかな外反。
(碗 )

中  国 14C後～
15C中

3表

図26 青 磁 12.5 灰   色
岩 石 質

淡 灰 色 釉 あ   る 口縁部分に一条の圏線を廻
らせている剣先蓮弁文様。

中  国 15C後～
16C中

476E-9
5/10

Ⅲ

図27 青 磁 12.6 灰 白 色
岩 石 質

灰 緑 釉
やや厚い

あ   る 口縁部は若干肥厚する。 中 国 14C後半
～15C中

51lD-8

図28 青 磁 12.2 灰   色
岩 石 質

灰 緑 釉 な   し 胴部にロクロ痕あり。
内外面の口縁部に、釉垂れ

あ り。器形は内湾してい

る。       (碗 )

中  国 15C～
16C中

127D-3

Ⅱ

図29 青 磁 15.0 淡 灰 白色

岩 石 質
淡 青 緑 釉 あ   る 口縁部が外反している。 中  国 14C後～

15C中
247E-7
0ん

図30 青 磁 13.0 灰   色
岩 石 質

灰 緑 色 釉 な   し 器形は内湾し、胴部にロク
ロ痕あり。    (碗 )

中  国 15C～
16C中

433D-3
161

Ⅲ

図31 青 磁 15。 2 淡 灰 白色

岩 石 質
灰 緑 釉 あ   る 口縁部が外反している。 中  国 14C後～

15C中
733E-3
1l E-3

(Ib)(I)

図32 青 磁 17.3 淡 黄 白色

岩 石 質
淡黄灰色釉 あ   る 口縁部若干直口。

口縁より胴部にかけてやや

内湾し、内外面共に、凹凸

している。     (碗 )

中  国 14C後～
15C中

345C-7
25β0

Ⅳ

図33 青 磁 14.5 v / )ie,
ffitt+

白   色 な   し 焼成不良の為、内外面、白
色化している。  (碗 )

中  国 15C～
16C中

127D-3

Ⅲ
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図 1

青  磁 12.8 淡灰色で褐

色の微粒子

が混入

淡 灰 色 釉 あ   る 外面に線刻細の蓮弁文。
蓮弁の線と弁先は一致せ

ず、雑に描く。

中  国 15C前半
～16C後

半

170E-6

I

図 2 青  磁 口 縁 部 淡 灰 色
微 粒 子

淡 緑 色 釉 あ   る 口縁部は内湾気味である。
日唇部は九味を持つ。

中  国 14C後半
～16C中

1127D,Eイ

攪乱

図 3 青  磁 13.4 灰白色褐色

微粒子混入
淡緑白色釉 な   し 口縁部の小片。器形はかな

り内湾する。弁先は描かず

雑に描 く。

中  国 15C～
16C前半

56D-5

I

図 4 青 磁 10。 15 灰白色褐色

微粒子混入
淡 緑 色 釉 あ   る 口縁部の小片。器形は、か

なり内湾する。外面に剣先

蓮弁文を描 く。

中  国 15C後半
～15C中

667E-7
40ん 0

Ⅲb

図 5 青 磁 9。 2 灰   色
岩 石 質

暗 緑 色釉 あ   る 器形はやや内湾する。
口縁直下に片切彫で雷文帯

を描く。

中 国 14C後半
～15C中

815D-5

Ⅲ

図 6 青 磁 9。 4 灰   色
微 粒 子

暗 緑 色 釉 あ   る 器形は内湾する。
外面の口縁直下に片切彫で

雷文帯を描 く。

中  国 14C後～
15C中

864D-5

Ⅲ

図 7 青 磁 13.4 淡 灰 色
岩 石 質

淡 灰 緑 釉 あ   る 胴部から口縁部に向って厚
みがでてくる。日縁部は直
口。  (蓮 弁文)(碗 )

中  国 15C後半
～16C中

793D-6
o/ro
Ⅲ

図 8 青  磁 口 縁 部 淡 灰 白 色
粗 粒 子

黄 緑 色 釉 あ   る 青磁碗の小片、内面に印花
文が見られる。   (碗 )

中  国 15C 895C,D巧

表採

図 9 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
粗 粒 子

黄 緑 色 釉 あ   る 青磁碗の小片、内面にスタ
ンプ文様が見られる。

(碗 )

中  国 15C 121E-6

I

図10 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
粗 粒 子

淡 灰 色 釉 あ   る 口縁部の破片。器形はやや
内湾する。片切彫で蓮弁文

を雑に描く。

中  国 15C後半
～16C前

半

1090表

図11 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

暗灰緑色で

薄い透明釉
あ   る 器形は、内湾気味である。

外面の口縁直下に一条の沈

線を廻らし、弁先に重な

る。

中  国 15C後～
16C前半

264C-7
5/ro
I

図12 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡灰緑色で

厚い透明釉

あ   る 器形は、やや内湾気味であ
る。口唇部は丸みを持つ。

中  国 15C後～
16C中

567

攪乱

図13 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
粗 粒 子

淡青緑色で

厚い透明釉

あ   る 口縁は、直口状をなす。外
面に線刻細蓮弁文。

中 国 15C後～
16C中

1078E-4

Ⅲ

図14 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
粗 粒 子

淡青緑色で

厚い透明釉

あ   る 口縁は、直口状をなし口唇
部は、尖り気味である、外
面に線刻細蓮弁文。

中  国 15C後半
～16C中

306C-6
20ρ 5

Ⅲ

図 15 青  磁 口 縁 部 淡 灰 白色
粗 粒 子

灰緑色で薄
い透明釉

あ   る 器形は、やや内湾気味。外
面に線刻細蓮弁文。

中  国 15C後半
～16C中

723E-7
50ん0

Ⅱb

第 4表 青 磁 (15C～ 16～ 17C)観察一覧
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図16
青  磁 口 縁 部 灰 白 色

粗 粒 子
濃茶緑色で

薄い透明釉

あ   る 口縁は、直口状をなし口唇
部は、九味を帯びる。

(剣先蓮弁文 )

中  国 15C～
15C後

946E-3
30μ 0

Ⅲ

図 17 青  磁 口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

淡灰緑色釉 あ   る 口縁は、直口状をなし口唇
部は、丸味を帯びる。

(剣先蓮弁文 )

中  国 15C後～
16C中

161D-5

Ⅱb

図18 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
粗 粒 子

淡 灰 色 釉 な   し 口縁は、直口状をなし口唇

部は、丸味を帯びる。

(剣先蓮弁文)

中 国 15C中～
15C後

3表

図19 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

暗 灰緑 色 あ   る 口縁部の破片。口唇部は、
九味を帯びる。器形は、や

や内湾気味。

(剣先蓮弁文)

中  国 15C後～
16C前半

562E-9

Ⅲ

図20 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡 灰 色 釉 な   し 口縁部の小破片。器形は、
やや内湾気味である。

(剣先蓮弁文)

中  国 15C後～
16C前半

406E-9
0ん

I

図21 青 磁 口 縁 部 黄 白 色
微 粒 子

淡 黄 緑 色 あ   る 口縁部の小破片、器形はや
や内湾気味。

外面に線刻細蓮弁文。

(剣先蓮弁文)

中  国 15C後半
～16C中

345C-7
25β 0

Ⅳ

図22 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡灰緑色釉 あ   る 口縁部の破片、器形はやや
内湾気味で外面に線刻細蓮

弁文。  (剣 先蓮弁文)

中  国 15C後半
～16C前

半

506D-8

攪乱

図23 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

黄 緑 色 釉 あ   る 口唇部は丸味を帯びる。
(剣先蓮弁文)(碗 )

中  国 15C後～
16C前半

99E-6
0/5

I

図24 青 磁 口 縁 部 灰色で黒色
微粒子混入

淡 灰 色 釉 な   し 口縁部の小破片。口縁部内

外面にシャープな稜線を有

する。 口縁より胴部にかけ
て細くなっている。

(剣先蓮弁文)

中  国 15C後半
～16C中

340D-8
5/10

Ⅲ

図25 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

暗 灰 色 釉 あ   る 器形は、かなり内湾する。
外面に、削り出しにより、

蓮弁文を造る。

中 国 15C後～
16C中

843D-5

Ⅲ

図26 青 磁 口 縁 部 黄 白 色
粗 粒 子

黄 緑 色 釉 あ   る 口縁部は、内湾する
口唇部は肥厚し、丸味を持
つ。   (剣 先蓮弁文)

中  国 15C後～
16C中

602E-7

Ⅱ a

図27 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
微 粒 子

淡 黄 緑 色

薄い透明釉

な   し 器形は内湾気味。
外面に線刻細蓮弁文。

中  国 15C後～
16C前

112D-4

Ⅲ

図28 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡灰緑色釉 あ   る 口縁部の小破片。片切彫で

蓮弁文を雑に描くが、弁先

と蓮弁の間に隙間があるこ

ともある。

中 国 15C後～
16C前

170E-6

I

図29 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

t′k灰緑色釉 な   し 口縁は、直口状をなし、先

端に向かって細くなる。片

切彫で蓮弁文を雑に描く。

弁先は丸味を帯びる。

中  国 1078E-4

Ⅲ
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図

青  磁 口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

灰 緑 色
厚い失透釉

あ   る 口縁部の破片、日縁は直口
状をなす。外面に線刻細蓮

弁文を描く。

中  国 15C後半
～16C中

944E-6
50/60
Ⅲ

図31 青  磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

暗 灰 緑 色

厚い失透釉

あ   る 口縁は直口状をなす
外面に線刻細蓮弁文を描
く。

中  国 15C後半
～16C中

158E-7

I

図 32 青  磁 口 縁 部 淡 灰 白色
微 粒 子

暗 黄 緑 色

厚い失透釉

あ   る 器形は、内湾する。日唇直
下に二条の沈線を廻らし箆

彫で蓮弁文を描く。

中  国 15C後半
～16C中

904E-3
40/50

Ⅲb

図33 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

淡 茶 緑 色

薄い失透釉

あ   る 口縁は、直口状をなす。
外面に線刻細蓮弁文を描
く。

中  国 15C後半
～16C中

406E-9
0ん

I

図34 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
微 粒 子

淡 黄 緑 色 あ   る 器形は、やや内湾気味。
外面の口縁直下に片切彫で

雷文帯を描く。

中  国 14C後半
～15C中

73D-4

Ⅲ

図35 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

灰 青 色
薄い失透釉

あ   る 外面に蓮弁の線と弁先は、
一致せず、両者の間には隙

間があく。弁先は丸味を帯
びる。

中  国 15C後半
～16C中

112D-4

Ⅲ

図36 青 磁 口 縁 部 淡 赤 茶
微 粒 子

赤 茶 緑 色

薄い失透釉

あ   る 外面に線刻細蓮弁文、蓮弁
の線と弁先は一致せず、雑
に描く。

中  国 15C後半
～16C中

127D-3

Ⅲ

図37 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

暗 灰 緑 色 あ   る 外面に線刻細蓮弁文。
弁先は描かない。

中  国 15C後半
～16C中

153E-6

I

図38 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

暗 灰 緑 色 あ   る 蓮弁の線と弁先は一致せ
ず、両者の間には隙間があ

く。弁先は丸味を帯びる。

中 国 15C後半
～16C中

47D-3

I

図39 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

淡 緑 色
薄い失透釉

あ   る 外面の口縁直下に片切彫で
雷文帯を描く。
日縁は、直口状をなす。
日唇部は肥厚する。

中  国 14C～
15C前

998E-4
30み0

Ⅲ

図40 青 磁 口 縁 部 濁 白 色
粗 粒 子

淡 黄 緑 色 あ   る 器形は、やや内湾する。
外面口縁直下に片切彫で雷

文帯を描く。

中  国 14C～
15C前

472D-8

攪乱

図41 青 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
微 粒 子

茶 緑 色
厚い透明釉

あ   る 口唇部は肥厚する。
外面口縁直下に片切彫で雷

文帯を描く。

中  国 14C～
15C前

199D-6
0ん

I

図42 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡 青 緑 色

厚い透明釉

あ   る 外面に線刻細蓮弁文。
蓮弁の線と弁先は一致せ

ず、雑に描く。

中  国 15C後～
16C中

161D-5

Ⅱb

図43 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
微 粒 子

淡 緑 色
厚い透明釉

な   し 片切彫で蓮弁文を雑に描く
が、弁先と蓮弁の間に隙間
があくこともある。

中  国 15C後～
16C中

938E-3
40ん0

Ⅲ

図44 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡 茶 緑 色

薄い透明釉

あ   る 蓮弁の線と弁先は一致せず
両者の間には隙間があく、

弁先は丸味を帯びる。

中  国 15C後～
16C中

924E-5
50ん0

Ⅲ

第 4表 青 磁 (15C～ 16～ 17C)観察一覧
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図45
青 磁 口 縁 部 濁 灰 色

粗 粒 子
淡 茶 褐 色

厚い失透釉

あ   る 外面に線刻細蓮弁文。
蓮弁の線と弁先は一致せ

ず、雑に描く。

中  国 15C後～
16C中

83E-6

I

図46 青  磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡 青 緑 色 あ   る 外面に線刻細蓮弁文。
蓮弁の線と弁先は一致せず

雑に描く。

外面口辺部にくばみあり。

中  国 15C後～
16C中

60E-6

I

図47 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

灰 緑 色
薄い失透釉

あ   る 外面に線刻細蓮弁文。
蓮弁の線と弁先は一致せず

雑に描く。

中  国 15C後～
16C中

858D-3
30み 0

Ⅲ

図48 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

灰 緑 色
薄い透明釉

あ   る 外面に蓮弁文を雑に描く。
口縁は、直口状をなす。

中  国 15C後～
16C中

962E-5
50ん0

Ⅲ

図49 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

淡いオリー

ブ色薄い透

明釉

あ   る 口縁は、直口状をなす。
片切彫で蓮弁文を描く。

中  国 15C後～
16C中
602E-7

Ⅲa

図50 青 磁 口 縁 部 黄 灰 色
粗 粒 子

淡 緑 色
薄い失透釉

あ   る 外面に線刻細蓮弁文。弁先
は描かない。

中  国 15C後～
16C中
179D-6
0ん

I

図51 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

灰緑色で口

縁上部から

序 々ヤこ釉 力`

厚い

あ   る 蓮弁の線と弁先は一致せず
両者の間には隙間があく。

弁先は丸味を帯びる。

中  国 15C後～
16C中

830E-6

Ⅲ

図52 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

薄 緑 色
薄い透明釉

あ   る 外面に線刻細蓮弁文。 中  国 15C後～
16C中

472D-8

攪乱

図53 青 磁 口 縁 部 灰   色
微 粒 子

淡 緑 色
厚い透明釉

な   し 口縁は直口状をなす

外面に線刻細蓮弁文。

中 国 15C後～
16C中

938E-3
40ん 0

Ⅲ

図54 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

灰 青 緑 色

薄い透明釉

あ   る 片切彫で蓮弁文を雑に描く
が、弁先と蓮弁の間に隙間

があくこともある。

中  国 15C後～
16C中

170E-6

I

図55 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

黒 灰 緑 色

薄い透明釉

あ   る 蓮弁の線と弁先は一致せず
両者の間には隙間があく弁

先は丸味を帯びる。

中  国 15C後～
16C中

150D-7

I

図56 青 磁 口 縁 部 灰   色
粗 粒 子

灰 青 緑 色 あ   る 口唇部は丸みを帯びる。
口縁は肥厚する。

外面口縁直下に蓮弁文。

中  国 15C後～
16C中

378D-8

Ⅱ
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図 1
青 磁

4.3

灰色がかっ

た乳白色で

粗粒子

内・外面と

も多少のつ

やのあるご

く薄い緑色

あ   る 内、外側面に剣先蓮弁文ら
しきものがみられる。

中  国 15C後～
16C中

433D-3
153

Ⅲ

図 2 青  磁
3.8
淡 灰 色 で

粗 粒 子
内。外面と

もつやのあ
るくすんだ

淡緑色

あ   る 内底面にうず巻き状の文様
がある。

中  国 15C～
16C前半

704E-3
10ρ 0

Ⅲb

図 3 青  磁
5。 8

乳 白色 で

粗 粒 子
内・外面と

もつやのあ

る薄緑色

あ   る 器厚が厚く、内底面に印花
文様と漢字の「玉」がみら

れる。外底面半分まで施釉

されている。    (碗 )

中  国 14C後半
～15C

306C-6
20ρ 5

Ⅲ

図 4 青 磁
4.9

淡 灰 白色

岩 石 質
外側底面を

除き、淡緑

色釉

な   し 底部半分が破損
見込み部分に双魚文が見ら

れる。      (皿 )

中  国 14C後～
15C中

938E-3
40ん 0

Ⅲ

図 5 青 磁 赤味がかか

った乳白色
で粗粒子

内・外面と

もつやのあ
る薄緑色

な   し 器厚厚く、内底部に菊文様
が施されている。外底面半

分まで施釉されている。

中  国 15C～
16C前半

904E-3

Ⅱb

図 6 青 磁 淡黄色と淡

灰色で粗粒

子

内外面とも
つやのある

薄緑色

あ   る 高台内部分まで施釉されて
いる。     (碗 )

中  国 16C前 17E-5
0ん

I

図 7 青 磁
3.8

灰 色 で
粗 粒 子

内 0外面と

もつやのあ

る暗目の淡

緑色

あ   る 内底面にうず巻き状の文様
がある。畳付はわずかに欠

損している。   (碗 )

中  国 15C～
16C前半

438D-5
141

Ⅲ

図 8 青  磁
3.9

淡 灰 色 で

粗 粒 子
内外面とも
つやのある

薄緑色

あ   る 見込み印花文様に施されて
いる。外底面、畳付に多く
の欠損がみられる。

(碗 )

中  国 14C後～
15C
654E-5
20β0

Ⅲb

図 9 青 磁
3

最も白に近
い乳白色で

微粒子

内外面とも
つやのある

薄緑色

あ   る 器厚非常に厚く内底面に文
様らしきものがある。高台

内側部分まで施釉されてい

る。       (碗 )

中  国 14C後 ～
15C中

175E-7

I

図10 青 磁
4

黄味がかっ

た灰色で粗

粒子

内・外面と

もつやのあ

る茶色がか

ったくすん

だ緑色

な   し 高台がわずかに欠損してい
る。内底面の中央に盛りあ
がりがあり、うず巻き状の

文様がある。   (碗 )

中  国 15C～
16C前半

433D-3
157

Ⅲ

図11 青 磁
4.5

灰色力`かっ

た淡黄土色
で粗粒子

淡 灰 緑 釉 あ   る 高台がわずかに欠損してヽ
る焼成不良の碗。

中  国 15C～
16C中

830E-6
77D-5
0ん

接合

(Ⅲ )(I)

図12 青 磁
4.6

淡 灰 色
岩 石 質

畳付を除く

淡灰緑釉

あ   る 内面腰部は屈折気味
外反口縁皿

中  国 15C前半
～16C中

7E-3

I

図13 青 磁
3.9

淡赤褐色で

粗 粒 子
内 0外面と

もつやのあ

る薄い茶褐

色

あ   る 高台部分に釉垂れが見られ
る。内底面の中央部にくば

みがある。     (碗 )

中  国 15C～
16C前半

433D-3
159

Ⅲ

第 4表 青 磁 (14C～ 15～ 16C)観察一覧
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図14
青 磁

6.0

淡 茶 白色

粗 粒 子
両面ともつ

やのある薄

茶緑色

あ   る 高台の一部が欠損している
(碗 )

中  国 14C後～
15C中

654E5
20ん 0

Ⅱb

図15 青 磁
6.0

灰 白 色
岩 石 質

内 0外面と

もくすんだ

淡緑色

あ   る 外面に蓮弁文様を描く。高
台部破損。

中  国 15C～
16C
1122C,DS

畦

第18

図 1
青 磁 口 縁 部 灰 白 色

岩 石 質
暗 緑 色 釉 あ   る 稜花口縁で内面に 2本 1組

の線刻文様がある。

中  国 14C～
15C
4表

図 2 青 磁 口 縁 部 白   色
粗 粒 子

緑 白色 釉 あ   る 口縁端部は垂直に屈折
外面はゆるやかなカーブ

(盤 )

中  国 14C後～
15C中

972E-5
60β 0

Ⅲ

図 3 青 磁 口 縁 部 淡 灰 色
岩 石 質

明 緑 色 釉 あ   る 稜花口縁 中  国 15C中 ～
16C前半

378D-8

Ⅲ

図 4 青 磁 口 縁 部 淡 黄 白色
粗 粒 子

黄 灰 色 釉 あ   る 口縁端部は上方に折り曲が
る箆彫描竪筋文   (盤 )

中  国 14C後～
15C中
486D-7

Ⅲ

図 5 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
岩 石 質

淡 緑 色 釉 あ   る 外面に唐草文様の一部を確
認。       (皿 )

中  国 14C～
15C
551D-8

Ⅳ

図 6 青 磁 11.2 灰 白 色
微 粒 子

暗灰縁色釉 な   し 外面箆蓮弁文
折縁皿

中  国 14C～
15C
161D-5

Ⅱb

図 7 青 磁 15。 5 灰 白 色
岩 石 質

灰 緑 釉
やや厚い

あ   る 口縁部は直口
口辺部に二条の圏線を廻ら

せている

中  国 14C後～
15C
108D-3

Ⅱ

図 8 青 磁 13.6 灰 白 色
岩 石 質

暗 緑 色釉 あ   る 口縁部は直口

両面口縁部下に釉のムラが

点状にある。

中 国 14C後～
15C
628E-7
20β 0

Ⅲb

図 9 青 磁 灰 白 色
岩 石 質

暗灰緑色釉 あ   る 瓶の頸部 中  国 14C後～
15C
127D-3

Ⅱ

図10 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
岩 石 質

緑 白色 釉 あ   る 口縁端部は上方へ折 り曲が
る。屈折部内面はゆるやか

なカーブ     (盤 )

中 国 14C後～
15C中

134D-5

Ⅱb

図11 青 磁 口 縁 部 灰 白 色
岩 石 質

緑 白色 釉 あ   る 口縁端部上方は折 り曲がる
屈折部内面はゆるやかなカ

ーブ       (盤 )

中  国 14C後～
15C中

404D-8
10/15

Ⅲ

図12 青 磁
5.6

淡 灰 色
岩 石 質

外側底面を

除き、淡灰

緑釉

あ   る 内側底面に一条の圏線を廻
らせている。   (皿 )

中  国 15C～
16C前半

150D-7

I

図13 青 磁
8.4

灰 白 色
微 粒 子

暗 緑 色 釉 あ   る 3本 1組 の線刻文様を描い
ている。     (皿 )

中 国 14C後～
15C前半

3表
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図14

青  磁
4。 9

灰 白 色
粗 粒 子

暗めの淡緑

色

あ   る 底部の小破片で、素地に空
洞あ り

中  国 15C後～
16C中
486D-7

Ⅲ

図15 青 磁
4.1

肌   色
粗 粒 子

淡 灰 白色 な   し 光沢がなく高台部分が所々

はがれている。

内底面の中央にもり上がり

がみられる。    (皿 )

中  国 15C～
16C
242C-6
0ん

134D-5
(I)(Ⅲ b)

図16 青  磁 淡 灰 白 色

岩 石 質
淡青白色高

台から胴部

内側、全面

に釉

な   し 焼成不良の為、釉に光沢が
ない。      (皿 )

中  国 14C後半
～15C

322C-8
0/5

I

図17 青 磁
4.0

灰 白 色
微 粒 子

高台から胴

部内面茶溜

り茶第摺淡

緑白釉

な   し 底面中央に厚みがある。
茶究摺に重焼きの跡あり。

高台部分に釉垂れがある。

(小碗)

中  国 14C後 ～
15C中

436E-5
165

Ⅱa

図18 青 磁
3.8

v 7 nE,
w. ,rn +

淡黄灰白色 な   し 光沢がない

高台が一部欠損している。

内底面中央にもり上がりが

みられる。焼成不良。

中  国 15C後～
16C中

767E-6
0/10

Ⅲa

図19 青 磁
底  部

淡 レンガ色 底部中央以

外が淡灰緑

色

あ   る 器厚が厚く、高台部分が欠
損している。茶完摺に重焼

きの跡あり。   (皿 )

中  国 14C後 ～
15C
273C-6
10/15

Ⅱ

図20 青 磁
底   部

白 色 で
微 粒 子

内・外面と

も、くすん

だつやのあ

る淡緑色

な   し 外底部に茶色の文様があ
る。高台はわずかに欠損し

ている。     (碗 )

中  国 14C後～
15C中

47D-3

I

図21 青 磁
3.7

赤 こげ 茶

粗 粒 子
灰 茶 緑 色 あ   る 高台部分が欠損している。

内底面の中央にうず巻き文

様がある

光沢がある    (碗 )

中  国 15C～
16C中

596E-5

Ⅱa

図22 青 磁
8.0

灰 白 色
岩 石 質

淡緑白色釉 あ   る 腰部は九味をもつ (皿形) 中  国 14C後～
15C中

153E-6

I

図23 青 磁
6.4

淡 黄 色
粗 粒 子

茶溜り、外

側底面を除

き淡灰緑釉

あ   る 内側底面が若干くばんでヽ
る。       (皿 )

中 国 15C 962E-5
50ん0

Ⅲ

図24 青 磁
4。 1

淡 茶 白色

岩 石 質
高台から胴

部淡緑白釉

あ   る 底径は小さいが底面は、厚
さがある。内底面の中央に

うず巻き文様がある。

(瓶 )

中  国 14C後半
～15C

567

攪乱

-124-
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第 5表 白 磁 観察一覧

挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素  地 釉色・施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第19

図 1
白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で

微 粒 子
薄い透明釉 あ   る 口縁部はゆるやかに外反す

る。       (碗 )

386c-8

Ⅳ

図 2 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い失透釉 な   し 口縁部は、大きく外反す
る。

(皿 )

16C 668E-7
30み 0

Ⅱb

図 3 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い透明釉 あ   る 口縁部の小片。口唇部は厚
みがあり、ゆるやかに外反

する。

(碗 )

452D-8
15ρ 0

Ⅲ

図 4 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い透明釉 な   し 口縁部の小片。器形は直口

タイプで、口唇は丸みを帯

びる。      (碗 )

16C前半
～17C

60E-6

I

図 5 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い失透釉 な   し 口縁部の小片。口縁部の外
反の度合が、極めてきつ

い。       (皿 )

16C～
17C
688E-5
20β 0

Ⅱb

図 6 白 磁 口 縁 部 青 白色 で
粗 粒 子

薄い透明釉 あ   る 口縁部が肥厚し、胴部に向
けて、序々に細くなる外面

に三条の圏線を廻らす。

16C前半
～17C

717E-6
0/10

Ⅱa

図 7 白 磁 口 縁 部 青 白色 で
微 粒 子

薄い失透釉 な   し 口縁部の小片。口唇部は厚
みがあり、わずかに外反す

る。       (皿 )

16C～
17C
1078E-4

Ⅲ

図 8 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い失透釉 な   し 口縁部の小片。口唇部の外
反の度合が極めてきつい。

(皿 )

15C後半
～16C前

半

99E-6
0ん

I

図 9 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い失透釉 な   し 口縁部の小片。口唇部の外
反の度合が極めてきつい。

(皿 )

15C後半
～16C前

半

596E-5

Ⅱa

図10 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い透明釉 あ   る 口縁部はゆるやかに外反す
る。

(碗 )

386C-8

Ⅳ

図11 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
粗 粒 子

薄い失透釉 あ   る 口縁部の小片で、器形はや
や内湾気味である。 (碗 )

1022E-6
60″ 0

Ⅲ

図12 白 磁 口 縁 部 乳 白色 で
微 粒 子

薄い失透釉 な   し 内外共、朱色の模様が描か

れている。赤絵  (皿 )
口縁部は、ゆるやかに外反

する。

16C 602E-7

Ⅱa

図13 白 磁 口 縁 部 淡 灰 色 で
微 粒 子

薄い透明釉 な   し 口縁部の小片。口縁部は外
反し、日唇部は丸味を帯び

る。
(碗 )

424E-7
104

Ⅱa
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図14

白 磁 9。 3 乳 白 色 で

微 粒 子
薄い失透釉 な   し 器形はやや内湾気味であ

る。内面一部に赤絵の文

様 ?が描かれている。
(碗 )

明治以降 804D-3
0/10

Ⅲ

図15 白 磁 10。 9 灰 白色 で

微 粒 子
薄い透明釉 な   し 口縁部の小片。やや外反 し

口唇部は内外共浅 く削られ

ている。

15C後半
～16C前

半

688E-5
20/30

Ⅱb

図16 白 磁 10.5 青 白色 で

微 粒 子
薄い透明釉
が内外面に

施釉する。

あ   る 口縁部は肥厚し、丸味を帯
びている。日縁直下に一条
の厚い釉がかかる頸部に向

けて細くなる。  (壷 )

16C～
17C前半

334C-8
0/5

I

図17 白 磁
5.55

灰 白 色
微 粒 子

畳付を除き

薄い失透釉
力`かかる。

な   し 底部の小片。高台が浅く、
畳付の部分に破損あり。

(皿 )

16C 704E-3
10ρ 0

Ⅱb

図18 白 磁
底  部

淡 灰 色 で

微 粒 子
薄い失透釉 な   し 底部の破片。内底面から畳

付、高台中途まで露胎す

る。       (皿 )

16C 26E-3

I

図19 白 磁
5。 9

黄 白色 で

粗 粒 子
内面の茶溜
りから茶究

摺までの間

は露胎にす

る。

あ   る 底部の1//2程破損する。
底部内面に重ね焼きの跡が

見られる。

(皿 )

16C～
17C
654E-5
20β 0

Ⅲb

図20 白 磁
5。 5

淡 灰 色 で

微 粒 子
薄い失透釉 な   し 底部は露胎。

畳付外端を小さく削 り取

る。

16C～
17C
697E-7

40/50

Ⅱ b

図21 白 磁
6.5

淡 灰 色 で

微 粒 子
薄い失透釉 な   し 底部は露胎、それ以外は、

総釉。

畳付外端を大きく削り取っ

て畳付を狭く造る。

16C～
17C
717E-6
0/10

Ⅲ a

図22 白 磁
5.6

青 白色 で

粗 粒 子
薄い失透釉 な   し 高台内、畳付の部分は露

胎。外面の胴部から腰部に

かけて圏線を廻らす。

14C後半
～15C中

1065E-3

Ⅲ

図23 白 磁
5.2

灰 白色 で

黒色鍍物混入

な    し な   し 底部半分破損。
畳付外端を小さく削 り取

る。中央部を盛り上がって

残す。      (皿 )

17C後 ～

18C中
957D-7
20β 0

Ⅳ

図24 白 磁
6.8

灰 白 色
微 粒 子

薄い失透釉 な   し 底部の小片。高台が浅く、
高台内の釉が雑にぬられ、
一部砂が付着する。

(皿 )

16C 1127D-7
E-7
攪乱

図25 白 磁
6.4

青 白色 で

褐色微粒子

混入

薄い失透釉
を内外面の

高台中途ま

で施釉。

な   し 底部1//3程度破損する。
内外底面中央部が周囲より

もわずかに盛り上がる。

16C 904E-3
40ん 0

Ⅲb

図26 白 磁 10。 2

3.1

4。 25

淡 灰 色 で

粗 粒 子
薄い失透釉 あ   る 内面茶完摺の途中から畳付

外面胴部から畳付までは露

胎する。     (皿 )

574E-4

Ⅱ

図27 白 磁
5。 3

淡 灰 色 で

微 粒 子
薄い失透釉 な   し 内外底面見込み部まで露胎

する。外面に飽目が確任さ

れる。      (碗 )

17C～
18C中

212E-8

I

′`
ヽ
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図28
白 磁 7.5

5。 6

1.9

＼

灰 白 色
微 粒 子

畳付、高台

内を除き、

濁った灰白

色の釉がか

かる

な   し 色絵 の皿 の型づ く り口縁 は
ロハ ゲ
｀
。

福健省 18C後～
19C
247C-7

I

図29

ヽ

＼

白 磁
＼~~¬

/ノ

灰 白色 で

粗 粒 子
畳付以外は

すべて施釉

あ   る 畳付の幅が狭い。
底部破損する。 (白碗)

16C～
17C
1108E-8

Ⅱ

図30 白 磁
7.5

淡 黄 色
粗 粒 子

高台中央か

ら胴部にか

けて暗茶色

釉内面茶先

摺と茶溜り

は灰釉

あ   る 畳付は平担で、その外端の

素地は面取りされている。

16C～
17C
424E-7

Ⅲa

図31 白 磁
6.4

淡 灰 白色

岩 石 質
高台の一部
から胴部へ

淡灰緑釉茶

溜り淡灰緑

釉

あ   る 畳付は平担で、その外端の
素地面取 りされている。底

部小破片。

16C～
17C
834C-6

Ⅳ

図32 白 磁 淡 茶 白色

粗 粒 子
高台部分と

茶溜り部分

淡灰色釉

な   し 畳付の外端は、面取りがさ
れている。底部小破片。

16C～
17C
161D-5

Ⅱb

図33 白 磁 淡 黄 白色

粗 粒 子
高台脇から

胴部へ灰茶

色釉内部茶

溜りと茶完

摺部分灰茶
色釉

あ   る 底部の全形底面は中央に厚
みがあり、重い。外端の素

地は面取りされている。

16C～
17C
225表

図34 白 磁 淡 黄 白色

粗 粒 子

高台から胴

部茶溜りと

茶先摺灰茶

色釉

あ   る 畳付の平担で外端は面取り
されている。

16C～
17C
710E-4
20β0

Ⅱ b

図35 白 磁
6.2

淡 黄 白色

岩 石 質
茶溜りと高

台胴部へ淡

灰緑色釉

あ   る 底部の全形、底面は中央に

厚みがあり、重い

外端の素地は面取りされて

いる。

16C～
17C

表

図36 白 磁
5.5

淡 黄 色
粗 粒 子

高台上部と

茶溜りの部

分灰白釉

な   し 畳付は平担で、外端の素地
2段に面取りされている底

面中央厚みがある。

16C～
17C
826E-6

Ⅲ

図37 白 磁
7.4

淡 灰 色
岩 石 質

高台から胴

部へ灰釉内

側茶完摺を

除き灰釉

な   し 畳付は平担で、その外端の

素地面取りされている。

底部小破片。

16C～
17C
746E-4
20β 0

Ⅱb

第20

図 1
白 磁 口 縁 部 乳 白 色

微 粒 子
白色。総釉 な   し 口縁部分は外側にゆるく反

っている。ロハゲ。

18C後～

19C
1027E-4

Ⅲ

図 2 白 磁 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

口縁上部は

露胎。白色

な   し 口縁部は外反しておりロハ

ゲ。       (皿 )

福 健
中 国
18C後 ～

19C
2表

-127-

6.4

6.8

6.8



第20

図 3
白 磁 口 縁 部 淡 灰 白色

微 粒 子
淡灰色。口

縁上部は露

月台

な   し 外反気味の口縁で、ロハ

ゲ。外面、口縁部付近に約
5皿の圏線が見られる。

(皿 )

13C～
14C中

550D-7

Ⅲ

図 4 白 磁 15.0 淡 灰 白 色

微 粒 子
淡 灰 白 色 な   し 両面無文。

日縁部は平たんで口さび有

り。

中  国 17C～
18C前

36E-5

I

図 5 白 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
微 粒 子

白色の総釉 な   し 口縁部は外反 してお り、日
ハゲ。外側口縁途中に段差

が見られる。    (皿 )

16C 8E-3

I

図 6 白 磁 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

透明に近い

白色。総釉

な   し 口縁部は外反している。
ロハ ゲ。     (皿 )

中  国 170E-6

I

図 7 白 磁 口 縁 部 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 白 色 な   し 外内面とも無文。

日縁部分外反 している。
日縁部小破片。  (皿 )

中  国 17C後半 190E-7
0/5

I

図 8 白 磁 口 縁 部 淡 灰 白色
岩 石 質

両面淡灰釉 な   し 口縁下部の内外に厚めの釉
垂れが見られる。

16C～
17C
596E-5

Ⅲa

図 9 白 磁 口 縁 部 淡茶黄白色
微粒砂混入

淡茶黄白色 あ   る 口縁部なめらかに外反 して
波状

両面無文。    (皿 )

中  国 16C後～
17C前

619C-5
10ρ 0

Ⅱb

図10 白 磁 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 緑 白色

総   釉
な   し 口縁部が外反している。

(碗 ?)

中  国 17C～
18C?

804D-3
0/10

Ⅲ

図11 白 磁 口 縁 部 淡 茶 黄 色
微 粒 子

淡 灰 色
総   釉

あ   る 外側面に凹線がある。内側
に 3m程の穴があいてい
る。       碗か皿

中 国 16C後～
17C
5表

図12 白 磁 7.6 灰 白 色
微 粒 子

灰 白 色 な   し 口縁の形状は立ち上り部か
ら外反する文様なし。

中  国 16C 628E-7
20β 0

Ⅱb

図13 白 磁
4.4

淡 灰 白色

微 粒 子
淡灰色。畳

付は露胎

な   し 胴部から底部にかけてゆる
やかな外反。畳付部分に砂
が付着。     (皿 )

中 国 16C 4表

図14 白 磁
6.4

淡 灰 白色

微 粒 子
内部底面中

央と高台部

分に淡灰緑

釉

な   し 畳付は平坦で外端に面取り
がある。      (皿 )

16C 704E-3
10//20

Ⅲb

図15 白 磁
3.4

淡 黄 白色

微 粒 子
乳白色。畳

付は露胎

な   し 畳付の施釉はきれいに施さ
れておらず凸凹になってい

る。外に向けゆるやか。

型づくりの茶碗。

中  国 18C後 ～
19C
1112表

図16 白 磁
5.2

暗 灰 色
微 粒 子

暗 灰 色
両底面に噴

き出しのつ

ぶつぶあり

な   し 無文 (皿 )
腰部が丸みを持って口縁部
へ向うもので高台は低くつ

くられている。

中  国 17C後半
～18C前

半

3表

図17 白 磁
6.5

淡 黄 白色

粗 粒 子
淡 茶 白色 な   し 底部の小破片。 中  国 16C後～

17C後
596E-5

Ⅱa

第 5表 白 磁 観察一覧
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図18
白 磁

6.5

淡 灰 白色

岩 石 質
外面は釉垂

れ内面は赤

褐色

な   し 高台の小破片。 558E-7

Ⅲa

図19 白 磁
6.5

淡 灰 白色 高台と内側

底面淡灰釉

な   し 畳付は平坦で外端に面取り
がある。

16C後 ～
17C後

678E-3
0/10

Ⅱb

図20 白 磁
6.8

淡 黄 色
粗 粒 子

高台脇白釉

他無釉

な   し 底部半分が破損。 17C後半
～18C前

半

757E-5
40ん 0

Ⅱb

図21 白 磁 灰 白 色
黒色の微粒

子混入

淡 灰 色 な   し 底部の 1/5し か残ってお
らず、見込みは釉がかかっ
てなく、一条の圏線が、あ
ったと思われる。 (碗 )

中  国 17C後～
18C
710E-4
20β 0

Ⅱb

図22 白 磁 淡 灰 白色

岩 石 質
内側茶完摺

外側、高台
から胴部へ

灰釉

あ   る 畳付の外側と高台部分に面
取りがある。

14C後半
～15C前

半

678E-3
0/10

Ⅲb

図23 白 磁 淡 茶 白色

岩 石 質
茶溜り茶第

摺と外面胴

部淡灰茶色

釉

あ   る 畳付・外端面取りされてい
る。

14C後半
～15前 C
半

596E-5

Ⅱa

図24 白 磁
5,0

乳 白 色
粗 粒 子

予L
缶

白 色

釉

あ   る 底部部分、立ちあがり部が
わりと残る胴部は丸みを帯

び口縁部へほぼまっすぐに

のびる。

中  国 16C～
17C前半

433D-3
155

Ⅲ

＼

第 5表 白 磁 観察一覧

-129-

6.6

6.4

5。 6



挿図

番号

図版
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口

底

器

径

径

(cm)

素    地 釉色・施釉 貫  入 器形 0文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第21

図 1

染 付 口 縁 部 淡 黄 白 色 淡 青 色
総   釉

な   し 口縁部の一部だけなので器
形は不明。口縁上部に 2条
の圏線。外面に渦巻き文の

一部が見られる。 (碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

704E-3
10´ ン`20

Ⅲb

図 2 染 付 口 縁 部 淡 黄 白色 淡 青 色
総   釉

内面には
こまかく

外面は粗
い

口縁部は外反している。内

外口縁部付近に二条の圏線

渦巻文の一部が外面に見ら

れる。     (碗 ?)

15後半～

16世紀

850E-6

Ⅲ

図 3 染 付 口 縁 部 淡 黄 白色 淡 灰 色
口縁上部の

一部が露胎

な   し 外面口縁部付近に一条の圏
線。また草文様の一部らし

きものも見られる。 (碗 )

16世紀前

半

23D-4

I

図 4 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 灰 白色
総   釉

な   し 外側に三条の輪状の線があ
り、また草文の一部も見ら

れる。      (瓶 )

15世紀後

半～16世

紀前半

800E-6
10´ ンヽ20

Ⅱa

図 5 染 付 口 縁 部 淡 灰 白色 淡 青 白色
総   釉

な   し 内面は細い二条の圏線、外
面には太い一条の圏線が口

縁部付近に見られる。また

外面に波文様。   (碗 )

15世紀中 134D-5

Ⅱb

図 6 染 付

胴  部

淡黄 白色 淡 青 白色

総   釉
外面に粗

くある
外面に草花文の一部が見ら

れる。

(碗 )

17世紀 737E-3
20´ ンヽ30

Ⅱb

図 7 染 付

胴  部

淡黄 白色 淡 青 白色

総   釉
外面に粗

くある
外面に唐草文様の一部らし

きものが見られる。

(碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

56D-5

I

図 8 染 付
底  部

黄 白 色 淡 青 灰 色
総   釉

内外面と

も細かく

ある

底部にいくにつれ器壁が厚

くなる。見込み部分と外側

面に花唐草文。  (皿 )

16世紀前

半～中

628E-7
20～ 30

Ⅱb

図 9 染 付

胴  部

淡 灰 白 色 淡 青 白色

総   釉
な   し 外面に唐草文様の一部があ

る。

(碗 )

16世紀前

半～中

134D-5

Ⅱb

図10 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 青 白色
総   釉

内外面と

も細かく

ある

外面に花唐草文の一部が見

られる。

(碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

555E-5

Ⅱa

図11 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 青 白色
総   釉

な   し 外面に唐草文の一部が見ら
れる。

(碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

208E-7

I

図12 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 灰 白色
総   釉

な   し 外面に花文の一部が見られ
る。

(碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

14E-4

I

図13 染 付

胴  部

黄 白 色 淡 灰 色
胴部の一部

が 露 胎

な   し 焼成不良の為、外面は光沢
がない。外面に花文様があ

るが、不鮮明。 (瓶 ?)

15世紀～

16世紀

717E-6
0～ 10

Ⅱa

第 6表 染 付 観察一覧
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図14
染 付

胴  部

乳 白 色 淡 青 白色
総   釉

な   し 外面に草文様の一部と輪状
の線も 1本みられる。

(碗 )

16世紀末
～17世紀

前半

14E-4

I

図15 染 付 口 縁 部 乳 白 色 淡 灰 色
総   釉

な   し 口縁部は外反している。外
面頸部に輪状の線が 1本あ
り、またその下には花唐草

文が見られる。   (皿 )

15世紀後

半～16世

紀中

47D-3

I

図16 染 付 口 縁 部 乳 白 色 淡 灰 色
総   釉

な   し 内面口縁部付近に 2本の輪
状線が見られる。また外面
には雷文帯の下に草文様が

見られる。     (碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

558E-7
170E-6

接合

(Ⅱ a)(I)

図17 染 付 口 縁 部 白   色 淡 青 色
総   釉

内外面に

粗くある

口縁部は外反している。内

面はいくつもの線がかかれ

外面は文様があるが、不鮮

明。       (碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

3表

図18 染 付 口 縁 部 白   色 淡 青 色
総   釉

な   し 噴き出しが見られ、表面が
ザラザラして、光沢がな
い。内外面の口縁部に輪状
の線。外面に波と花文様が

みられる。     (碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

175E-7

I

図19 染 付 口 縁 部 淡 灰 白色 淡 灰 色
総   釉

な   し 内外面口縁付近に輪状の線
外面はその下に波状の文様

さらにその下には唐草文様

15世紀後

半～16世

紀前半

23D-4

I

図20 染 付

胴  部

黄 白 色 淡 青 色
総   釉

な   し 上部から底部にいくにつれ
て器壁が厚くなっている。

外面に樹木文。

16世紀前

半

16世紀後

半

6E-4

I

図21 染 付

胴  部

淡 灰 白色 淡 青 灰 色

総   釉
な   し 外面に波状の文様。その下

には花唐草文がある。

16世紀前

半～中

247C-7

I

図22 染 付 12.0 乳 白 色 淡 灰 色
総   釉

な   し 外面口縁部付近に 2本の輪
状線で、その下には文字ら

しきものを施す。

16世紀後

半～17C
26E-3
738E-3
30～ 40

接合

(I)(Ⅱ b)

図23 染 付 13.0 淡 灰 白 色 淡 青 灰 色

総   釉
な   し 外側の口縁部付近の施釉は

極端に厚い。その下に唐草

文様が輪状に描かれている

(碗 )

16世紀中 112D-4

Ⅲ

図24 染 付 口 縁 部 淡黄 白色 淡 青 色
総   釉

な   し 内側口縁部付近に二条の輪
状線。外側には輪状線の下
に草文様。

16世紀前

半～中

688E-5
20～ 30

Ⅱb

図25 染 付

胴  部

淡 灰 白色 淡 黄 白 色

内側面の一

部 が 露 胎

な   し 内側面に横線が無数入って
いる。外面には花唐草文が

ある。      (瓶 )

16世紀前

半

947E-4

Ⅲ

図 26 染 付
7.0

黄 白 色 淡 青 色
蓋の裏部分
は  1露  月台

な   し 染付蓋物。二重枠内に渦巻
き文様がある。

(蓋 )

15世紀後

半～16世

糸己

830E-6

Ⅲ

第 6表 染 付 観察一覧
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図27
染 付

胴   部

茶 黄 色 淡 青 緑 色 内外面に
細かくあ

る

外面の一部が飛び出ている

外面には花木文が見え見込

みにもあるが不明。呉須手

の碗

16前半～

17前半

8E-3

I

図 28 染  付
7.6

灰 白 色 淡 青 色
畳付は露胎

な   し 見込み部分に二重方形の中
に鳥文様 (?)。 畳付に三重

圏線が見られる。 (皿 )

16世紀前

半

23D-4

I

図 29 染  付
4.8

黄 灰 色 淡 青 灰 色
畳付のみ露

胎。

外面に粗

くある
見込み部分に渦巻き文の一

部が見られる。高台は凸凹

している。    (碗 )

16世紀前

半～中

628E-7
20´-30

Ⅱb

図30 染 付
4.4

乳 白 色 淡 色

畳付は露胎

な   し 見込みに十字花文。
(皿 ?)

16世紀半
～中

654E-5
20～ 30

Ⅱb

図31 染 付
底  部

茶 黄 色 淡青色、畳
付は欠失し

ている為、

総釉かどう
かは不明

内外面に

細かくあ

る

見込みには二重圏線の中に

唐草文様。外側面にも同じ

く唐草文様が見られる。

(碗 )

16世紀前

半～中

170E-6

I

図32 染 付
底  部

淡 灰 白色 淡 青 色
畳付が欠失

のため総釉

かどうかは

不明

な   し 見込みは樹下人物像が描か
れ、高台に一重圏線・枠内
に「長命冨貴」の銘のうち

命と貴である。  (皿 )

16世紀 620C-5
20～ 30

Ⅱb

図33 染 付 13.2

7.4

3.1

灰 白 色 淡 灰 色
畳付のみ露

胎

な   し 口縁部は外反している。見
込みには二重枠内に玉取り

獅子の文様外側面は唐草文

様。       (皿 )

15世紀後
半～16世

紀前半

26E-3

I

第22

図 1

染 付 口 縁 部 灰 白 色 灰   色 な   し 内面口縁部付近に一重圏線
外面には文様があるが不明

(碗 )

16世紀～

17世紀

83E-6
I

図 2 染 付 口 縁 部 白   色 淡 青 色 外面に細
かくある

口縁部は外反。内面には二

重の外面には一重の圏線が

頸部に見られる。外面に花

唐草文。     (碗 )

15世紀後
～16世紀

前半

757E-5
40⌒∨50

Ⅱb

図 3 染 付

胴  部

淡 黄 白色 淡 青 色 な   し 頸部の一部が見られるので
この染付は口縁部が外反ら

しい。内面は雷文帯、外面

は花文様が見られる。 (碗 )

15後～16

世紀

486D-7

Ⅲ

図 4 染 付 口 縁 部 乳 白 色 淡 青 色 な   し 口縁部の一部。日縁部は外
反している。また内外面共

に一条の圏線が見られる。

外面には葉文様。

17世紀～

18世紀前

半

647E-4

Ⅲ

染 付

胴  部

黄 白 色 淡 青 灰 色 内外面に
粗くある

胴部の一部。外面には 1本

の圏線と葉文様がある。

(碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

542D-7
30′ ンヽ35

Ⅲ

図 6 染 付

胴   部

乳 白 色 淡 灰 白色 な   し 胴部の一部。外面には花唐
草文様が見られる。 (碗 )

15世紀後

半～16世

紀前半

47D-3

I

図 7 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 青 色 内外面に
粗くある

胴部の一部。外面に唐草文

様が見られる。   (碗 )
15世紀後

半～16世

紀前半

846D-6

Ⅲ
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図 8

染  付 口 縁 部 黄 白 色 淡 青 色 内外面に
粗 く貫入

口縁部の一部。口縁部は外

反。外面は花文様らしい。
スタンフ

17世紀～

18世紀

678E-3
0⌒V10

Ⅱb

図 9 染  付 口 縁 部 黄 白 色 淡 青 色 内外面に
細かく貫

入

口縁部の一部。内面口縁部

の圏線は一条。外面頸部に

見られる圏線は不鮮明。外

面は花文らしい。

15世紀後

半～16世

紀前半

10E-5

I

図10 染 付 口 縁 部 淡 灰 白色 淡 灰 色 な   し 口縁部の一部。外面に波文
様        (碗 )

17世紀～

18世紀

2表

図11 染 付 口 縁 部 灰   色 淡 灰 色 な   し 口縁部の一部。全体に小さ
な噴き出しが見られる。内

面口縁部付近に 2皿程の圏

線らしきものが 2本。外面
には草文様が見られる。(碗 )

16世紀後
～17世紀

558E-7

Ⅱa

図12 染 付

月同  部

淡 灰 白色 濃 青 色 な   し 胴部の一部。底部にいくに
つれ器壁が厚くなる。花文

様らしいものが外面に見ら

れる。

17世紀以

後

834C-6

Ⅳ

図13 染 付 口 縁 部 淡 灰 白 色 淡 青 灰 色 な   し 口縁部の一部。内面口縁部
付近に不鮮明だが 2本の圏

線、外面には大小合わせて

4本 もの圏線が見られる
が、これも不鮮明。 (碗 )

16世紀 36E-5

I

図14 染 付 口 縁 部 茶 褐 色 淡 灰 青 色 内外面と
も細かく

貫入

口縁部の一部。文様は不明

外面の釉は凸凹している。

焼成悪い。    (碗 )

17世紀以

降～18世

糸己

153E-6

I

図15 染 付 口 縁 部 乳 白 色 淡 灰 色 内外面と
も細かく

貫入

口縁部は一部。外面口縁部

付近に 4皿の圏線。外面に

ある文様は不明。

17世紀以

後～18C
800E-6
10´ ン`20

Ⅲa

図16 染 付

月同  部

乳 白 色 淡 青 灰 色 内面に多
少見られ

る。

胴部の一部。文様は外面に

見られるが不明。

(碗 )

16世紀～

17世紀

83E-6

I

図17 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 灰 青 色 外面に細
かい貫入

胴部の一部。唐草文様らし

い一部が外面に見られる。

(碗 )

15世紀後
～16世紀

日:」

8E-3

I

図18 染 付

胴  部

淡 白灰 色 淡 灰 白 色 な   し 胴部の一部。唐草文様の一

部らしきものが外面に見ら

れる。      (碗 )

15世紀～

16世紀前

815D-5

Ⅲ

図19 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 白青 色 な   し 胴部の一部。外面に、斑点
文様が見られる。

(碗 )

18世紀 1073E-3
30～ 40

Ⅲ

図20 染 付 口 縁 部 淡 灰 白色 淡 灰 青 色 な   し 口縁部の一部。内外面口縁
部に一条の圏線。外面に見

える文様は不明。  (碗 )

17世紀以

後～18世

糸己

153E-6

I

図21 染  付

胴  部

淡 白 灰 色 透明に近い

白色。

内面に 3

本の縦線
の貫入

胴部の一部。頸部も少し見

られる。口縁部は外反らし

い。外面は葉文様。内面見

込み近くに 2条の圏線。

18世紀後
～19世紀

日IJ

1004E-4
30～ 40

Ⅲ
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図22

染 付 口 縁 部 灰    色 淡 緑 色 外面口縁
部に貫入

口縁部の一部。口縁部は外
反。内外面口縁部に一条ず
つ圏線。外面胴部に文様あ
り        (碗 )

17世紀以

後～18世

糸己

83E-6

I

図 23 染  付 12.6 乳 白 色 淡 白 灰 色 な   し 口縁部の一部。日縁付近に
内外面共二条の圏線。外面
の文様は不明。  (碗 )

16世紀末
～17世紀

619C-5
10´ ンヽ20

Ⅲb

図 24 染  付 13.8 淡 白 灰 色 淡 青 色 な   し 口縁部の一部。日縁部は外
反 している。喜字文様が外

面に施されている。

(碗 )

18世紀 704E-3
10⌒V20

Ⅲb

図 25 染 付 13.6 乳 白 色 淡 青 白色 な   し 口縁部の一部。口縁部は外
反。外面に花木文様。

18世紀後
～19世紀

日」

1065E-3

Ⅲ

図26 染 付 14.6 灰    色 淡 灰 緑 色 内外面と
も細かく

貫入

口縁部の一部。外面に花木

文様。
スタンフ、碗

17世紀以

後～18中

710E-4
20⌒ψ30

Ⅲ

図27 染 付 13.0 淡 白灰 色 淡 灰 色 な   し 口縁部の一部。日縁部付近
に内外面共一条の圏線。外

面には花唐草文様。

17世紀以

後～18世

糸己

208E-7

I

第23

図 1
染  付 口 縁 部 にごった白 淡 灰 青 色 あ   る 口縁部の内外に一条の圏線

を廻らす。   (皿 ?)
16世紀後

半～17世

紀前

704E-3
10´ ン`20

Ⅲb

図 2 染 付 口 縁 部 にごった白 淡 灰 青 色 な   し 口縁部の内側に二条の圏線
を廻らす。    (碗 )

16世紀～

17世紀前

212E-8
5⌒V10

I

図 3 染 付 15.0 淡 灰 白 色 淡青灰白色 な   し 口縁部の内外に一条の圏線
あり。

(碗 )

17世紀後

半～18世

糸己

121E6

I

図 4 染 付 口 縁 部 乳 白 色 淡 灰 青 色 な   し 口縁部の内外に一条の圏線
を廻らす

外面草文の一部  (皿 )

16世紀 170E-6

I

図 5 染 付 口 縁 部 乳 白 色 淡 灰 白色 な   し 頸部から口縁部にかけて外
反している。草文のような

模様がみえる   (碗 )

18世紀後

半～19世

紀前

727E-3

Ⅲ

図 6 染 付

月同  部

淡 茶 黄 色 淡 灰 黄 色 あ   る 口縁部内部から外部胴部に
かけて 4本の界線がみられ
る         (碗 )

17世紀後

半～18世

紀前半

47D-3

I

図 7 染 付 口 縁 部 に ご っ た
白   色

灰 黄 色 あ   る 頸部から口縁部にかけて外
反している   (碗 )

17世紀以

降～18世

糸己

190E-7

I

図 8 染 付 口 縁 部 にごった白 淡 灰 黄 色 な   し 内側に二条の圏線
外側には一条の圏線を廻ら

す、草文様のようなものが

一部みえる    (皿 )

16世紀 165D-6

I

図 9 染  付 口 縁 部 乳 白 色 淡 青 色 な   し 外側に花文様のようなもの
が見られる     (碗 )

19世紀後

半 ?

3表

第 6表 染 付 観察一覧
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図10
染  付 口 縁 部 乳 白 色 淡 灰 青 色 な   し 内外口縁部に一条の圏線が

みられる唐草文の模様

(皿 )

16C 4表

図11 染 付 口 縁 部 にごった白 淡 灰 黄 色 な   し 内外面口縁部に一条の圏線
がみられる  (小盃 ?)

16C後半
～17C前

半

199D-6
0ん

I

図12 染  付 にごった白 淡 灰 青 色 な   し 口縁部に一条の圏線を廻ら

す        (碗 )

16C～
17C前半

678E-3
0/10

Ⅱ b

図13 染 付 口 縁 部 乳 白 色 淡 灰 青 色 な   し 外側口縁部に一条の圏線を
廻らす。草文様のようなも

のの一部。   (小 盃)

17C～
18C

1l E-3

I

図14 染 付 口 縁 部 にごった白 淡 灰 青 色 な   し 上部に班点がみられる。外
部口縁部に一条の圏線を廻

らす。     (小 盃)

16C後半
～17C前

194E-7
0ん

I

図15 染 付 口 縁 部 にごった白 淡 灰 青 色 な   し 草文様の一部   (小盃) 16C～
17前半

717E-6
0/10

Ⅱa

図16 染 付 口 縁 部 にごった白 淡 灰 青 色 な   し 口縁内部に二条外部に二条
の圏線を廻らす草文様の一

部。     (小 鉢 ?)

15C後半
～16C前

半

190E-7
0ん

I

図17 染 付

胴  部

乳 白 色 淡 青 白色 な   し 草文様のようなものの一
部。       (碗 )

15C～
16C前半

453E-9

Ⅱ

図18 染 付

胴  部

にごった白 淡 灰 青 色 な   し 草文様のようなものの一

部。      (小 盃)
16C前半
～17C前

半

1065E-3

Ⅲ

図19 染 付

胴  部

淡 灰 白色 淡 灰黄 色 な   し 草文様のようなものの一

部。       (皿 )

16C 406E-9

I

図20 染 付

胴  部

に ご った

白   色
淡 灰 青 色 な   し 草文のようなものの一部。

(皿 )

16C～
17C
717E-6
0/10

Ⅲa

図21 染 付

胴  部

にごった白 淡 灰青 色 な   し 花文様のようなものが見ら
れる。    (碗 か小鉢)

16C後半
～17C前

半

904E-3
40ん 0

Ⅲb

図22 染 付
底  部

にごった白 淡 青 色 な   し 内側は二条の圏線を廻らす
外側は圏雲のような文様。

(皿 ?)

16C～
17C前半

369E-7

表

図23 染 付
底  部

にごった白 淡 青 色 な   し 外側高台に二条の圏線を廻
らす。     (皿 ?)

15C後半
～16C

804D-3
0/10

Ⅲ

図24 染 付
4.2

乳 白 色 淡 青 白色 な   し 内底面にわずかな盛り上が
りがある

重ね焼きの痕がある(小碗)

17C後半
～18C

20E-5
5/10

I

図25 染 付
7.2

淡 灰 色 薄い透明釉
を高台外面

中途まで施

釉する

な   し 外底面の削り出しは浅く底
部の器厚は厚い。

畳付端部をわずかに削り取

る。重ね焼きの痕がある

17C後半
～18C

704E-3
10″ 0

Ⅲ b
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図26

染  付
6.4

灰白色で微

粒子黒色・

褐色微粒子

を混入する

薄い透明釉
を高台脇ま
で施釉する

な   し 底部のみ全形を残す。底部
の器厚は厚 くどっしりと重

チこい。

(碗 )

17C後～

18C中
1027E-4

Ⅲ

図 27 染 付
7.8
乳 白 色 淡灰緑白色 な   し 高台内に施釉

内底面に重ね焼きの痕があ

り、雑である。  (碗 )

17C後～
18C
713E-5
30み0

Ⅲb

図 28 染  付
3.2

ヤこ た

色白

内面は淡青

色

外面は茶褐

色

な   し 内側に二条の圏線を廻らす
草文外面・高台は鉄釉で褐
色

17C後～
18C
9E-4

I

図29 染  付
底  部

淡 灰 色 淡 灰 青 色 な   し 内側に二条の圏線を廻らす
十字花文。

高台にも二条圏線と文様あ
り        (碗 )

16C前半
～中半

17E-5
0ん

I

図30 染  付
底  部

に ご っ た

白   色
淡 青 白色 あ   る 外側に二条の圏線を廻らす

その内に草文   (碗 )

15C後半
～16C中

843D-5

Ⅲ

図31 染  付
底  部

に ご った

白   色
淡 青 白色 な   し 内側に一条、外面に二条の

圏線を廻らす。 (高足盃)

16C前半 793D-6

図32 染 付
6.6

乳 白 色 淡 青 白色 な   し 内底面に草文様が描かれて
いる。      (碗 )

18C後半
～19C前

半

2表

図33 染 付 3 乳 白 色 淡 白 色 な   し 外面にゴム印が見られるが
文様は不明。

19C後半 904E-3
40ん 0

Ⅲb

図34 染 付
底  部

に ご った

白   色
淡黄青白色 な   し 高台に二条、腰部に一条の

圏線あり。内底面にも二条
の圏線。     (碗 )

18C～
19前半

225表

第 6表 染 付 観察一覧
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色・施釉 貫  入 器形 0文様 その他の特徴 産 年   代 出土地点

第24

図 1
中 国
(染付)

口 縁 部 淡 灰 白色
微 粒 子

淡 青 白 色 な   し 内面にうす く圏線外面に不
鮮明な文様が見られる

(淡灰色 )

中  国 16C前半
～16C中

704E-3
20β0

Ⅱb

図 2 中  国 9.6 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 白色 な   し 内面にうす く圏線外面に葉

文様が見られる。碁笥底の

皿

中  国 16C前 ～
中

619C-5
10ρ 0

Ⅱb

図 3 中 国 12.0 濁 黄 白色

微粒砂混入
濁 黄 白色 な   し 内面口縁部に圏線外面に不

鮮明な文様が見られる

(碗 )

中 国 16C前半
～中半

654 E-5
20β0

Ⅱb

図 4 中  国 口 縁 部 淡灰茶白色
微粒砂混入

濁 灰 白色 あ   る 内面口縁部にうすく圏線外
面に不鮮明な文様が見られ

る

(碗 )

中  国 16C 710E-4
20β0

Ⅲ

図 5 中  国 11.0 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 白色 な   し 外面に淡青色で不鮮明な文

様が見られる。

(碗 )

中 国 16C前～
中半

795D-6
0/10

Ⅲ

図 6 中 国 11.0 灰 茶 色
微粒砂混入

灰 茶 色 あ   る 内面口縁部にうすく圏線外
面に不鮮明な文様が見られ

る (灰青色)

(碗 )

中  国 16C 620C-5
20β0

Ⅱb

図 7 中 国 口 縁 部 淡 黄 白色
微粒砂混入

淡 灰 白色 あ   る 内面なし。口縁部の小破片
外面に不鮮明なスタンプの

文様有り     (碗 )

中 国 17C後半～
18C中半

1073E-3
30漁 0

Ⅲ

図 8 中 国 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 青 白色 な   し 口縁部に一条の圏線や斑点
がみられ、下部の模様は不

明。型づくり。 (小碗)

中 国
福建省

18C～
19C前半

1065E-3

Ⅲ

図 9 中  国 口 縁 部 淡 灰 白色
微 粒 子

濁 灰 白 色 あ   る 内面口縁部にうすく圏線外
面に淡暗灰色の文様が見ら

れる。

(碗 )

中  国 17C後半
～18C中

782D-3
5/10

Ⅲ

図10 中  国 口 縁 部 淡黄茶白色
微 粒 子

淡黄茶白色 あ   る 内面なし。外面に淡灰茶色
で圏線と網目文様。

中  国 17C後半 4表

図11 中  国 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 青 色 な   し 内外面の口縁部付近に一重
の圏線。文様は不明。

(碗 )

中  国 16C前半 99E-6
0～ 5

I

図12 中 国 淡黄茶白色

微 粒 子
淡灰茶白色 あ   る 外内面口縁部付近に輪状の

圏線が見られる。

中  国 17C後半
～18C
1108E-8

Ⅱ

第 6表 染付 (中  国)観察一覧
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図13
中  国 淡黄茶白色

微 粒 子
淡灰茶白色 あ   る 内外面口縁部付近に輪状の

線。胴部から頸部の方が少
しへこみ口縁部までまっす

ぐになっている
ロクロ回転痕が外面にみら

れる。     (日 )

中  国 17C後半
～18C

619C-5
10ρ 0

Ⅱb

図14 中  国 口縁部 淡 灰 白色
微 粒 子

淡 灰 色
総   釉

あ   る 口縁部は外反 している。内
外 口縁部付近に一条の圏

線。外面には、草文様の一

部が見られる。   (皿 )

中  国 15C～
16C
782D-3
0^V10

Ⅲ

図 15 中  国 口 縁 部 にごった自
微 粒 子

淡 青 白 色 あ   る 口縁部の内側に二条の圏線
を廻らす

外面草文の一部。 (碗 )

中  国 16C 794D-6
10カ 0

Ⅲ

図16 中  国 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 灰 青 色 な   し 口縁外部に一条の圏線を廻
らす。

草文模様の一部。 (小盃)

中  国 17C前半 153E-6

I

図17 中  国 口 縁 部 にごった白
微 粒 子

淡 灰 青 色 な   し 口縁外部に一条の圏線を廻
らす。日縁直下に文様が見
られるが、不鮮明。(小盃)

中  国 15C後半
～16C前

半

1表

図18 中  国 淡黄茶白色

微 粒 子
淡灰茶白色 あ   る 内外面とも口縁部付近に輪

状の線がみられる。内面は

他に 1本の線がある。

(碗 )

中  国 17C後～
18C前
1065E-3

Ⅲ

図19 中  国 12.1 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 白色 な   し 口縁内外に輪状の線。 中  国 17C後～

18C前半
1065E-3

Ⅲ

図20 中  国 淡茶黄白色

微粒砂混入
淡灰黄白色 あ   る 内外面に輪状の線。

(碗 )

中  国 17C後半
～18C前

半

141E-6
5/10

I

図21 中  国 口 縁 部 淡 灰 色
微 粒 子

淡 灰 白 色 な   し 内面口縁部付近に一条の

圏線。外面に唐草文様があ

るが、不鮮明。  (碗 )

中  国 17C以降
～18C

985E-4
30～ 40

Ⅲ

図22 中 国 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 白色 あ   る 頸部から口縁にかけてなめ

らかに外反している

内面には雷文帯

外面口縁部にうすい圏線と

文様の一部。

中 国 16C～
17C前半

738E-3
30み 0

Ⅱb

図23 中  国 淡灰青白色

微 粒 子
淡 灰 茶 色 あ   る 口縁部は外反している内外

面とも口縁部付近に圏線が

あり外面に花文様の一部が

見られる。     (碗 )

中  国 17C～
18C中

56D-5

I

図24 中  国 淡黄茶白色

微粒砂混入
淡灰黄白色 あ   る 口縁部は外反している。

外側口縁部に圏線と文様の

一部。      (碗 )

中  国 17C後～
18C前

678E-3
0/10

Ⅲb

図25 中  国 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 白 色 な   し 内外面口縁部に圏線、外面

に文様の一部が見られる。

(碗 )

中  国 17C後～
18C前

717E-6
0/10

Ⅱb

図26 中  国 淡 灰 白色

微 粒 子
暗灰青白色

表面に茶砂

?が付着

な   し 外内口縁部付近に圏線,外
面に文様の一部がみられる

(碗 )

中  国 17C llE-3

I

第 6表 染付 (中 国)観察一覧
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図27

中  国 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 白 色

表面に茶砂

?が付着

な   し 外側口縁部が多少ふくらみ

をもつ。外面に印製の文様

の一部が見られる。

中  国 17C後～
18C前

17E-5
0ん

I

図28 中  国 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 白色

表面に茶砂
?が付着

な   し 内面口縁部に5mの輪状の
線、外面には口縁部と胴部

に輪状の線、間に草文様の

一部が見られる。

中  国 17C 8-E-3

I

図29 中  国 淡黄茶白色

微 粒 子
灰 茶 色 あ   る 口縁部はゆるやかに外反、

外面はこげ茶色で渦巻き文

様の一部が見られる。口縁

はロハゲ。

中  国 17C後～
18C前

727E-3

Ⅲ

図30 中  国 淡茶黄白色

微 粒 子
淡黄茶白色 あ   る 内面は無文

外面は草文の一部が見られ

る。       (碗 )

中  国 17C 968E-4
20β 0

Ⅲ

図31 中  国

胴   部

乳 白 色
微 粒 子

淡 青 白色

総   釉
あ   る 外面に唐草文様の一部らし

きものが見られる。 (碗 )

中  国 15C～
16C
628E-7
20～ 30

Ⅲb

図32 中  国 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 青 色 あ   る 口縁部の一部。口縁部が外
反している。また口縁部付

近内外面に一本ずつの圏

線。外面に草文様らしきも

のが見られる。 (大鉢)

中  国 17C～
18C
36E-5

I

図33 中  国 淡茶黄白色

微粒砂混入
淡灰茶黄色

表面に黒砂

が付着

な   し 両面口縁部付近に圏線、内
面底部近くにも輪状の線が

見られる。外面には草文の

一部が見られる。 (碗 )

中  国 17C～
18C
647E-4

Ⅱ

図34 中  国

胴  部

乳 白 色
微 粒 子

淡 灰 色
総   釉

な   し 外面にまだら文様の一部が

見られる。

中  国 15C～ 中 108D-3

Ⅱ

図35 中 国 淡 灰 色
微 粒 子

淡灰黄茶色 な   し 両面口縁部付近に圏線があ
る。       (碗 )

中 国 17C後半
～18C前

620C-5
20β 0

Ⅲb

図36 中  国 13.4 淡 灰 白色

微 粒 子
淡灰黄白色 な   し 内面は無文

外面は龍のたてがみ文様が

見られる。焼成不良。

中  国 17C後半 9E-4

I

図37 中  国 14.8

9。 8

5.2

淡茶黄白色

微粒砂混入
淡灰黄茶色 あ   る 内底見込部輪状にけずられ

ている。外面胴部に草文様
の一部が見られる。

中  国 18C後半
～19C前

半

678E-3
0/10

Ⅲb

図38 中 国
5

にごった白

微 粒 子
淡 青 色 な   し 内側に一条、外面高台に二

条の圏線を廻らす

外面文様あるが、不明。

(碗 )

中  国 17C 175E-7

I

図39 中  国 淡茶黄白色

微粒砂混入
淡 青 色 あ   る 内底見込部輪状にけずられ

ている。内底に 1、 外底に

二条の圏線が引かれている

外面に文様の一部がみられ

る高台はやや高めにつくら

れている

中  国 17C後半
～18C

96D-5
308C-7
20ρ 5

接合
(Ⅱ b)(Ⅳ )
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図 1

中  国 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

青 白 色 な   し 内面上部に二条の圏線が見
られ、その上に文様が見ら

れるが、小破片のため不明

中  国 15C～
16C前

406E-9
0/5

I

図 2 中  国 13.3 に ご っ た

白   色
微 粒 子

淡 青 白 色 な   し 花唐草文で外側口縁部に二

条の圏線と内側口縁部に一

条の圏線がある。 (皿 )

中  国 16C中～
17C前

208E-7

I

図 3 中  国 13.2 乳 白 色
微 粒 子

淡 黄 白 色 あ   る 口縁部内側に薄い水色の圏
線が見られる。   (碗 )

中  国 17C以降 917E-6
0/10

Ⅲ

図 4 中  国 口 縁 部 乳 白色 の
微 粒 子

透 明 釉 な   し 口縁部の内側に一条の圏線
を廻らす

外面草文の一部

中  国 16C末～
17C前
1031E-5

Ⅲ

図 5 中  国

月同  部

乳 白 色
微 粒 子

淡 青 白色

総   釉
な   し 外面に唐草文様らしきもの

が見られるが、不鮮明であ

る。スタンプ

中  国 17C～
18C中
628E-7
20⌒V30

Ⅲb

図 6 中  国 11.9 淡青 白色

微 粒 子
淡緑青白色 な   し 花模様の一部がみられる

(碗 )

中 国 17C以降
～18C

968E-4
20β0

Ⅲ

図 7 中  国 口 縁 部 黄 白 色
粗 粒 子

淡 青 色 な   し 口縁部の一部。日縁部付近
に 2本の圏線が内外面共に

見られる。

外面の文様は不明。 (碗 )

中 国 16C後半
～17C前半

287C-7
10-15
Ⅳ

図 8 中  国 14.7 淡 黄 白色

微 粒 子
淡緑青白色 あ   る 口縁部に一条の界線がみら

れる。日縁部上部にロハゲ

がある。      (碗 )

中  国 17C後～
18前半

968E-4
20β0

Ⅲ

図 9 中 国 16.6 に ご った

黄 白 色
粗 粒 子

青 白 色 あ   る 口縁部内外に一条の圏線あ
り、外面に不鮮明な文様が

見られる。

中  国 17C以降
～18C

767E-6
0/10

Ⅲb

図10 中  国 12.5 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 白色 あ   る 口縁部内外に一条の圏線あ

り。胴部も内外に一条の圏

線。       (皿 )

中 国
福建広

東辺 り

16C後～
17C前半

710E-4
20β 0

Ⅱ

図11 中  国 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 青 色 な   し 口縁内外に二条の圏線を廻
らす。外面に唐草文様が見

られる。     (碗 )

中  国 17C後～
18C
1065E-3

Ⅲ

図12 中  国 11.8 淡 黄 白色

微 粒 子
淡 青 白色 な   し 口縁部上部に茶褐色のロハ

ゲがあり、その下部に唐草

文様らしき文様が見られ

る。

中  国 18C前半 984E-4
30み 0

Ⅲ

図13 中  国 4.6

1.2

淡 灰 黄 色

微 粒 子
淡 青 白色 な   し 内側は釉がかかってない。

外面に二条の圏線と文様が

あるが不明。側面に一条の

圏線。 (合子の蓋)

中  国 16C 409E-8

表採

図14 中  国
底  部

乳 白 色
微 粒 子

淡 青 白色 な   し 草文様が描かれており内底
面に二条の圏線あり。高台

にも一条の圏線あり。

(皿 )

中  国 16C後～
17C前
872D5.6

表採

図15 中  国
底   部

乳 白 色
微 粒 子

淡 青 白色 な   し 碁笥底の皿 中  国 16C前半
～16C中

619C-5
10/20

Ⅱb
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第

図

中  国
4.2

乳 白 色
微 粒 子

淡 青 白色 な   し 外側下部に斑点のようなも
のがみられる。高台に一条

の圏線を廻らす。 (小碗)

中 国
福建省

18C～
19C前半

1表

図17 中  国
底   部

に ご っ た

淡 黄 白 色

微 粒 子

淡 灰 白 色 な   し 腰部に蓮弁文が描かれてお

り、その上に二条の圏線が

ある。内底部に二条の圏線

がある。      (碗 )

中  国 18C後 ～
19C前

60E-6

I

図18 中 国
底  部

にごった白

微 粒 子
淡 青 色 な   し 碁笥底の皿。 中  国 16C前～

中

647E-4

Ⅱ

図19 中  国
底   部

に ご った

白   色
微 粒 子

青 白 色 な   し 花文様が描かれている。内
底面に 2本の圏線

中  国 18C後半
～19C前

968E-4
20β 0

Ⅲ

図20 中  国
底  部

黄 白 色
微 粒 子

淡青色。畳

付は欠失し

ている為、

総釉かどう

かは不明

な   し 底部にいくにつれ器壁が厚

くなってくる。外側面は二

重方形と草文様があり、見

込みも二重方形の中に文様

があるようだが不明。 (碗 )

中  国 15C後半
～16C前半

225表

図21 中  国
底  部

乳 白 色
微 粒 子

淡 灰 白色 あ   る 内底面に 1本の界線と2本
の圏線を廻らす。

網目文様     (皿 )

中  国 18C後～
19C前半

104E-6
5/10

I

図22 中  国 にごった白

微 粒 子
淡 青 白色 な   し 内外側面に一条の圏線を廻

らす。中央に花文様有り。

高台に、砂目が付着してい

る。       (碗 )

中 国
福建省

16C未～

17C前半

1065E-3

Ⅲ

第26

図 1

中 国 10.1 淡 灰 白色

微 粒 子
淡青灰白色 な   し 口縁部内外に一条の圏線あ

り。
(碗 )

中 国 17C後～
18C

225表

図 2 中  国 10。 2 淡黄灰白色

粗 粒 子
淡 青 灰 色 あ   る 口縁外部に一条の圏線あり 中  国 17C後～

18C

20E-5
5/10

I

図 3 中  国 8.8 乳 白 色
微 粒 子

淡 青 白色 あ   る 口縁部外部に一条の圏線が

うすくある。

中  国 17C後半
～18C

287C-7
10/15

Ⅳ

図 4 中 国 淡 灰 白色

微 粒 子
淡青灰白色 な   し 口縁部外部に一条の圏線が

ある

中 国 17C後半
～18C
1004E-4
30み 0

Ⅲ

図 5 中  国 口 縁 部 灰 黄 色
微 粒 子

緑 灰 色
総   釉

あ   る 外反の口縁で、胴部に二条
の圏線が見られる。

中  国 16C～
17C
993E-5
20～ 30

Ⅲ

図 6 中  国 口 縁 部 淡 茶 白色
粗 粒 子

淡 茶 釉 あ   る 口辺から口縁部にかけてく
びれている。胴部は横に 5

m前後の面取を施している

中  国 17C～
18C
26E-3

I

図 7 中  国 乳 白 色
粗 粒 子

乳白色透明

釉内底見込

み輪状に無

釉

あ   る 外底面円状にけずられてい
る。底部一部破損、内底部

外面に文様の一部。内面見

込に圏線が見られる。

中  国 17C～
18C中

424E-7
98

Ⅱb
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図 8

中  国
5.7

淡 黄 色
粗 粒 子

淡 黄 白 色 な   し 胴部に一条の圏線あ り。高
台が所々欠損あり。内底面

に二条の線があり内側の線

は途中で切れている。

呉須の碗

中  国 17C後 ～
18C
427E-6
129

Ⅲa

図 9 中  国
底  部

淡青灰白色

粗 粒 子
淡 青 白色 な   し 底部の小破片で内面が重ね

焼きの痕がある。

中  国 17C後半
～18C
1065E-3

Ⅲ

図10 中  国
5.8

黄 白 色
粗 粒 子

淡黄灰白色 な   し 内底面の中央がくぼみ腰部
に一条線がある。

中  国 17C後半
～18C

568

攪乱

図ll 中  国
8.0

淡 黄 白色

粗 粒 子
淡 灰 白色

高台の一部

分に釉だれ

あ   る 内底、高台内に施釉、内外
底共に重ね焼き痕あり。

中  国 17C後～
18C
968E-4
20β 0

Ⅲ

図12 中  国
底  部

灰 白 色
微 粒 子

淡黄灰白色 な   し 底部の小破片で高台に一条
の線がある。

高台は露胎

中  国 17C後半
～18C

968E-4
20β 0

Ⅲ

図13 中  国
底  部

淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 白色 な   し 高台上部に一条の線あり内

底面に重ね焼の跡が見られ

る。畳付部分鋭 く削られ

る。

中  国 17C後半
～18C

917E-6
0/10

Ⅲ

図14 中  国
底  部

灰 白 色
微 粒 子

灰 白 色 な   し 底部の小破片である。
畳付の部分をわずかに削り

取る。

中  国 17C後半
18C
704E-3
10″ 0

Ⅲb

図15 中  国
7.3

淡黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳付と茶先

摺は無釉

な   し 底部の小破片
畳付部分の内側を鋭く削り

取る。

中  国 17C～
18C
628E-7
20β 0

Ⅱb

図16 中  国
7.2

淡 黄 白色

粗 粒 子
灰 白 色
畳付無釉

あ   る 淡青色の文様あり。
印線有り。 (碗 )

中  国 17C～
18C中

576E-5
247

Ⅲa

図17 中  国
底  部

灰 白 色
粗 粒 子

淡 青 白色 な   し 高台上部に、一条の圏線有
り。高部上部まで釉が雑に

ぬられ、高台部分も一部釉
がかかる。

中  国 17C後半
～18C

427E-6
118

Ⅱ a

図18 中  国
底  部

灰 白 色
粗 粒 子

茶 灰 白色 な   し 内面見込み部と外面高台上
方に、それぞれ一条の圏線

を廻らす。

中  国 17C後半
～18C

619C-5
10/20

Ⅲb

図19 中  国
底  部

淡黄灰白色

微 粒 子
黄 灰 白色 な   し 腰部に一条の線あり

文様らしきものが見られる

が途中破損している為不

明。

中 国 17C後半
～18C

620C-5

Ⅱb

第27

図 1
中  国 13.2 黄 白 色

微 粒 子
乳 白 色 あ   る 口縁部がなめらかに外反 し

ている。外面に文様が見ら

れるが小破片の為不明。

中  国 17C後 ～
18C
141E-6
5/10

I

図 2 中 国 14.4 暗 灰 色
微 粒 子

暗 灰 色 な   し 口縁部は内湾気味である。
内外口縁部に圏線が見られ

る。

中  国 17C～
18C前半

965E-6
50ん0

Ⅲ

図 3 中  国 9。 4 茶 黄 色
微 粒 子

灰 茶 色
表面に砂 ?

が付着

な   し 文様はなし
内面はロクロ回転痕が見ら

れる

中  国 17C 904E-3
40ん 0

Ⅱb
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図 4
中  国 灰 白 色

微 粒 子
灰 白 色 な   し 文様なし

胴部の小破片。内側の茶完

擢は無釉。    (碗 )

中  国 17C～
18C中

26E-3

I

図 5 中  国 11.6 淡 茶 色
微 粒 子

全体に薄く

施釉。茶色

あ   る 内面 は スベ スベ してい るが
外面 は ろ くろ回転跡 あ り。

(皿 )

中国 ? 18C頃 713E-5
30´ ン`40

Ⅱb

図 6 中  国
5。 1

淡 黄 白色

微 粒 子
乳 白 色
茶溜りと畳

付は無釉

な   し 底部の小破片
内底面露胎、外底面から高

台途中釉を拭きとる。

中  国 17C後半
～18C

900E-3
40ん 0

Ⅲ b

図 7 中  国
6.3

淡 黄 白色

微 粒 子
高 台底部

無   釉
な   し 高台脇に輪状に削られてい

る。中央部分、若干盛り上

る。

中  国 17C～
18C
683E-4

r0/20
Ⅲ

図 8 中  国
4.9

淡 灰 茶 色

粗 粒 子
茶先摺部分
に黒褐色釉

が輪線状に

なっている

外面の腰部

分は灰釉、

内面と高台

底部は無釉

あ   る 高台脇に円のようなくばみ
が不鮮明に並んでいる

カンナケズリ痕が残る。

(碗 )

中国 ? 16C後半
～17C

596E-5

Ⅲa

図 9 中  国
5。 3

乳 白 色
粗 粒 子

乳白色無釉 な   し 底部小破片
無文 (碗 )

中  国 17C～
18C
9E-4

I

図10 中  国
7.2

淡黄 白色

粗 粒 子
淡 灰 白色

畳付と茶完

摺は無釉

な   し 底部の半分が破損
中央部分、若干くばみに施

釉

中  国 17C後半
～18C

555E-5

Ⅱa

図11 中  国
6。 9

6.9

黄 白 色
粗 粒 子

ジL
霊

白 色

釉

な   し 底部小破片
高台は畳付けの方へ細くな

るようにつくられている。

中  国 17C～
18C
713E-5
30μ 0

Ⅱb

図12 中  国
7.5

乳 白 色
粗 粒 子

乳 灰 白色

外高台ぎわ

釉だれ

な   し 底部破片、高台は畳付の方
へやや細くなり厚めにでき

ている。高台部破損。高台

脇面取りされている。中央

部盛り上げる。

中  国 17C～
18C
710E-4
20β0

Ⅱ

図13 中  国
6.7

乳 白 色
粗 粒 子

乳 白 色
無   釉

な   し 底部小破片
畳付の外側を斜位に面取り

している。

中  国 17C～
18C
596E-5

Ⅱa

図14 中  国
4。 9

乳 白 色
粗 粒 子

乳 灰 白色

底部内外露

月台

な   し 中央部分盛り上がる。
高台中途から畳付まで鋭く

削り取る。

中  国 17C～
18C
4表

図15 中  国
7.4

乳 白 色
粗 粒 子

高台から胴

部にかけ青

白釉、内外

底面白釉

あ   る 高台脇面取りされている。
外面から外底面まで釉が雑
にぬられている。内底の中

央凹みにも施釉

中  国 17C後半
～18C

619C-5
10ρ 0

Ⅱb

図16 中  国
6.8

乳 白 色
粗 粒 子

白釉で二次

焼成見込み

輪状で無釉

な   し 高台脇面取り
畳付以外は釉がかかり内外
から浅く削り取る。底部破

片

中  国 17C後半
～18C

758E-5
40ん 0

Ⅱb
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図17
中  国

7.5

乳 白 色
粗   粒

白釉で二次

焼成見込み

輪状で無釉

あ   る 畳付の外端部を削りとり、
高台外側を面取りされてい

る。

内底外底共に施釉

中  国 17C 14E-4

I

図18 中  国
6.5

淡 黄 白色

粗 粒 子
淡 灰 白釉
畳付と茶完

摺は無釉

あ   る 腰部から斜めに開く。
内底面に重ね焼の跡が、見

られる。

中  国 17C後～
18C
913E-6

Ⅲ

図19 中  国
8.0

乳 白 色
粗 粒 子

白   釉
内見込み輪

状で無釉

な   し 畳付内端を斜めにけずって

ある。

内底外底共に施釉  (碗 )

中  国 17C後半
～18C
1112表

図20 中  国 乳 白 色
粗 粒 子

灰 白 釉
底 部 外 側

内部見込み

部輪状無釉

あ   る 高台外側を面取り。胴部に

文様の一部がみられる。

(碗 )

中  国 17C後半
～18C

692E-6
0/10

Ⅱa

図21 中  国
8.0

乳 白 色
粗 粒 子

灰 黄 白色

外側底部砂

付着

あ   る 畳付内側が斜めにけずられ
ている。外側高台付近に 1

本の圏線、内面見込部に 2

本の圏線が、両面に花文様

らしきものが見られる。

外底面から畳付まで砂目が

できる。

呉須の鉢

中 国
福建省

17C前半 620C-5
20β0

Ⅱb

図22 中  国
7.7
淡黄 白色
粗 粒 子

乳 白 色
畳付と茶完

摺は無釉

な   し 底部の半部分は破損
内底面の中央部分は釉が雑

にぬられ、外底面高台の途

中まで釉が拭きとられる。

中  国 17C頃 ～
18C
1065E-3

Ⅲ

図23 中  国 乳 白 色
粗   粒

乳 灰 白色

外高台ぎわ
あ   る 内底中心部はもりあがり

外面に文様と一部に釉だれ

あり。高台は低く安定した

造りになる。

中  国 17C後半 212E-8

I
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色・施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第28

図 1
有田焼 口 縁 部 乳 白 色

微 粒 子
淡 灰 青 色 あ   る 内面に草文様のようなもの

の一部が見られる。

肥  前 17C中 ～

末

104E-6
5/10

I

図 2 有田焼 口 縁 部 白   色
微 粒 子

淡 青 白色 な   し 内面花唐草文で、外面は草
文様の一部    (皿 )

肥  前 18C～ 985E-4
30μ 0

Ⅲ

図 3 有田焼 15。 8 淡黄 白色

微 粒 子
淡 青 白色 あ   る 口縁部内面に二条の圏線と

界線がみられる

唐草文を描く

肥 前 16C後 ～
17C初

929E-3
50ん0

Ⅲ

図 4 有田焼 12.0 灰 白 色
微 粒 子

薄い釉が全

体的に施

釉。白色。

な   し 外面には枝、内面は花の文
様がある。     (皿 )

肥  前 18C前半 1065E-3

Ⅲ

図 5 有田焼 灰 白 色
微 粒 子

灰 白 色 な   し 内外面とも口縁部付近 1本
の界線を廻らす
口縁部小破片

肥 前 17C後半 8E-3

I

図 6 有田焼 11.4 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 白色 な   し 内外面口縁部付近に輪状の

線、胴部の方にうすく文様

が見られる。
口縁部小破片

肥 前 17C後半 190E-7
0ん

I

図 7 有田焼 口 縁 部 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 色 な   し 内面には 1本、外面には 2

本の界線を描く。外面にあ

る文様は不明。 (染付腕)

肥 前 17C以後 8E-3

I

図 8 有田焼 口 縁 部 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 白色 な   し 内外面共に口縁部付近に界

線を描く。しかし不鮮明。

(碗 )

肥 前 17C以後 704E-3
10´-20

Ⅱb

図 9 有田焼 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 灰青 色 な   し 口縁外部に界線を廻らし龍
文 ?を配す。    (皿 )

肥 前 16C中頃 555E-5

Ⅱa

図10 有田焼 口 縁 部 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 色 な   し 口縁部の一部。口縁部付近

に内面は 1本、外面は 2本
の界線。文様は龍の胴体

(染付)

肥 前 15C後半
～16C前

半

121E-6

I

図11 有田焼 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 灰 白色 な   し 内面 1本、外面は 2本の界
線、外体面に龍文を配す。

肥 前 17C以後 737E-3
20～ 30

Ⅱb

図12 有田焼 口 縁 部 淡 灰 色
微 粒 子

淡 灰 青 色 な   し 口縁部の一部。口縁部付近
の1本の界線の下に龍の文

様。     (染 付碗)

肥  前 17C以降 530E-6

Ⅱ a

図13 有田焼 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡 灰 白色 あ   る 2本の界線と、草花文があ
る。

(染付)

肥 前 17C以後 826E-6

Ⅲ

図14 有田焼 13.4 淡 灰 白色

微 粒 子
淡 灰 色 な   し 口縁部の一部。口縁部は外

反。頸部内外面に一条の圏

線。山水文

肥  前 17C以後 60E-6

I

第 7表 有 田 焼 観察一覧
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図15
有田焼 7.0 灰 白 色

微 粒 子
灰 白 色
総釉。

な   し 外側に松の葉が描かれてし

る。       (碗 )

肥 前 19C前 ～

幕末

5表

図 16 有田焼 口 縁 部 淡 青 白色

微 粒 子
淡 青 白色 な   し 口縁部の一部。全体の施釉

に気泡が見られる。外面の

文様は不明。   (碗 )

肥  前 17C以後
～18C前

678E-3
0⌒V10

Ⅱb

図17 有田焼 12.0 に ご っ た

白   色
微 粒 子

淡 灰 白 色 あ   る 透明釉が施釉され、光沢を
有す

松文様 ?

肥  前 17C以 降
～18C

208E-7

I

図18 有田焼 16.6 灰 白 色
微 粒 子

灰 白 色 な   し 内外の口縁部に淡青灰色の
圏線が 1本廻る。外部には

さらに文様らしきものがあ

る。

肥 前 17C後～ 904E-3
40^V50

Ⅲb

図19 有田焼 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

透 明 釉 あ   る 口縁部の一部。外面口縁部
付近に二条の圏線。胴部に

は葉状の文様

肥 前 17C以後 83E-6

I

図20 有田焼 13.5 淡 灰 白色

微砂粒混入
淡 青 灰 色 な   し 口縁部内外に一条の圏線あ

り、胴部に草文様がある。

肥  前 968E-4
20β 0

Ⅲ

図21 有田焼 口 縁 部 淡 灰 白色

微砂粒混入
淡 青 灰 色 な   し 口縁部内外に一条の圏線あ

り、胴部に草文様がある。

肥 前 17C後半 1表

Ⅱ b

図22 有田焼 2.4 灰 白 色
微 粒 子

灰 白 色 あ   る 器形は内湾気味で外面に綱
目文が描かれている。

(小碗)

肥  前 17C～
18C
942E-5
40ん 0

Ⅲ

図23 有田焼 10。 7 灰 白 色
微 粒 子

灰 白 色 あ   る 外面に綱 目文を描いてい
る。器形は丸味を帯びてい

る

肥 前 17C後半 688E-5
20β 0

Ⅱb

図24 有田焼 白 色

微砂粒混入
内側は無釉

胴部淡青白

色釉

な   し 胴部に幅広い網目文様でそ
の下に輪線状

17C後半 904E-3
40/50

Ⅱa

図25 有田焼 白   色
微 粒 子

淡 青 白色 あ  る 頸部に二条の圏線を横に廻
らし、頸部から肩部は張

る。髪用の油壷。

17C後半 692E-6
0/10

Ⅱ

図26 有田焼 淡 灰 白色

微 粒 子
両面淡青白

釉

な   し 胴部に雲龍文がある。 肥 前 17C後半 710E-4
20β 0

Ⅱ b

図27 有田焼 白 色

微砂粒混入
内側は無釉

胴部淡青白

色釉

な   し 胴部に幅広い綱目文様でそ
の下に輪線状

17C後半 704E-3
10ρ 0

Ⅱb

図28 有田焼 淡 灰 白色

微砂粒混入
内側は露胎

外側淡青白

色釉

あ   る 外面肩部に三条の圏線があ
る。内面は無釉

(瓶 )

肥 前 17C後半 704E-3
10/20

図29 有田焼 口 縁 部 乳 白 色
微 粒 子

淡青白色。 な   し 外面に流線文様 ?で逆三角
の文様。内面は雷文帯。

端反形碗の蓋

肥 前 江戸

1820⌒V

1860

1004E-4
30～ 40

Ⅲ

第 7表 有 田 焼 観察一覧
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図30

有田焼 14.8

7.4

2.4

白   色
粗 粒 子

淡青白色。
畳付と内側

中心から3.

5cmの とこ

ろは露胎

な   し 外側底面に一条、高台に二

条、腰部に一条の圏線が廻

っている。内面には日縁部

付近に草花文 (皿 )

肥  前 18C前 ～ 710E-4
20ハV30

Ⅲ

図31 有田焼 淡レンガ色

粗 粒 子
内外褐色

胴部は露胎

で一部釉垂

れ

な   し 天目茶碗の二次焼成 ?
口辺が一度内へすばまり、

弱く外反する。    。
口縁部小破片 (焼成不良)

17C前半 424E-7
108

Ⅲa

図32 有田焼
9。 6

灰   色
粗 粒 子

外は露胎

内は白色と

灰色と暗緑

色が輪状に

施釉

あ   る 外面にヘラ調整痕が残る。
内底面見込み部には、重ね

焼きの際の釉着を妨ぐため

に削り取っている
一部に砂目

肥  前 17C後～
18C前半

2表

第29

図 1
有田焼 淡 灰 白色

微砂粒混入
淡 青 白釉 あ   る 胴部上下に二条の圏線があ

るつる草文様。内面は 8皿

前後の面取りを施す。

(瓶 )

肥  前 17C後半 968E-4
20β 0

Ⅲ

図 2 有田焼

底  部
灰 白 色
微砂粒混入

淡青灰白色 あ   る 内底面につる草文様。胴部
と高台中央に一条の圏線あ

り、畳付に砂目が付着。

肥 前 17C後半 424E-7
67

Ⅱa

図 3 有田焼
5。 2

淡 青 白色

微砂粒混入
淡緑色。畳

付以外総釉。
日縁部は欠

落。

な   し 外側高台に三条の圏線が廻
る。

肥 前 17C後半 768E-6

Ⅱa

図 4 有田焼

底  部
灰 白 色
微砂粒混入

淡 青 白色 な   し 高台と胴部に一条の圏線を
廻らしている。

(碗 )

肥 前 18C後半 36E-5

I

図 5 有田焼 白 色

微砂粒混入
内面上部か

ら外面全体
に淡乳白色

釉

な   し 頸～肩部にかけての瓶で器
外面に圏線があり、細い網

目文様

(瓶 )

肥 前 17C後半 692E-6
0/10
Ⅱa

図 6 有田焼 4.2 白   色
粗 粒 子

淡 青 白色 な   し 外側、胴部、高台に一条の

圏線を廻らす

(瓶 )

肥 前 17C後半 184D-7
0/5
I

図 7 有田焼 12.2 濁 白 色
微 粒 子

内面からロ

縁部に淡灰

釉があり口

縁部から胴

部へ灰釉が

流れ垂れし

て一部青緑

釉外側透明

釉

な   し 胴部から口縁部にロクロ回
転の痕がある。

肥 前 18C前半 856D-3
20β0

Ⅲ

図 8 有田焼 淡 灰 白色
粗 粒 子

内面から外
側、日唇部
にかけて淡

灰白色

外側は褐釉

な   し 外面は外面口唇部までロク
ロ回転の痕がみられる。
口縁部小破片

肥 前 17C～ 18 903E-3
40ん0

Ⅱb

第 7表 有 田 焼 観察一覧
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図 9
有田焼 口 縁 部 淡黄 白色

微 粒 子
外側口辺部

から内側に

向って淡青

緑釉、胴部

淡黄色釉

あ   る 口縁部は直口
口縁部小破片

外面口縁直下に厚めの釉だ

れあり。

(皿 )

肥 前 18C前半 1136C、
D-8
表採

図10 有田焼

底  部
灰 白 色
微砂粒混入

淡青灰白色 あ   る 内底面に一条の圏線と胴部
に二条の圏線を廻らす。畳

付以外は釉が、ぬられるの

が雑である。

肥  前 18C前半 990E-5
60′ 0

Ⅲ

図11 有田焼 濁 白 色
岩 石 質

口縁から胴

部にかけて

灰釉

な   し 口縁部は若干外反するタイ
プのもので口縁部の小破

片。

(碗 )

肥 前 18C前半 692E-6
0/10
Ⅱa

図12 有田焼 淡 灰 白色

微砂粒混入
内面から外

側 口 唇 部 に

かけて淡灰

白色外側は

こげ茶

な   し 外面口縁部付近に何本か細
い圏線が見られる。
日縁部小破片

外面口縁直下に鉄釉がぬら

れている。    (碗 )

肥 前 15C～
16C
620C-5
20β 0

Ⅲb

図13 有田焼 にごった白

岩 石 質
口縁から胴

部にかけ、

灰釉青縁釉

な   し 口縁部の小破片で若干、外
反するタイプである。

青縁釉

(碗 )

肥 前 18C前半 717E-6
0/10
Ⅲa

図14 有田焼 口 縁 部 茶 白 色
岩 石 質

淡灰白色。

総釉。

内外面共
ヤこ細かく

貫入

極端に外反した口縁部で、

胴部に一条の突線が施され

ている。

肥  前 17C前半 628E-7
20⌒V30

Ⅲb

図15 有田焼 12.5 淡 黄 色
粗 粒 子

胴部から口

縁部は青縁

釉、内側淡

黄色釉

あ   る 口縁部の小破片で口縁は、
若干内湾する。

(碗 )

17C 121E-6
I

図16 有田焼 11.2 淡 灰 白色

黒色鍍物混入
全体的に薄
く施釉。淡

緑色。

外側は少

なく、 内
側は細か

く多い

口縁部の小破片でやや外反

するタイプのもの。外面胴

部に一部青釉が見られる。

(碗 )

肥 前 17C前 ? 713E-5
30～ 40

Ⅱb

図17 有田焼 口 縁 部 淡 茶 色
微 粒 子

薄く全体的
に施釉。茶

色。鉄釉

な   し 外面にろくろ回転痕あり。
底部にいく程器壁は厚い。
日縁部が内湾するタイプの

もの。

肥 前 18C前半 718E-6
0～ 10

Ⅱa

図18 有田焼 口 縁 部 濁 白 色
微 粒 子

胴部から口

縁部は淡青

緑色釉、内

側は淡灰白

色釉

あ   る 口縁部は直口
口辺の部分輪線状あり

外面は、青緑釉。

17C 17E-5
0/5
I

図19 有田焼 口 縁 部 淡 灰 色
微 粒 子

胴部から口

縁部は淡青

緑釉、内側

は淡灰釉

あ   る 口縁部は直口
淡青、淡黄、淡緑の三色で

交互に雑にぬられた文様

肥  前 17C 717E-6
0/10
Ⅱa

図20 有田焼
4。 2

淡 黄 白色

粗 粒 子
内面濁黄白

色釉、外面

腰部は青緑

釉、高台脇
から底部露

胎

あ   る 高台が低く、底面は厚く、
畳付部分にススがついてい

る。外面一部に釉だれあ

り。

(碗 )

18C前半 985E-4
30/40

Ⅲ
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第 7表 有 田 焼 観察一覧

第29

図21
有田焼

4.7

淡 黄 色
粗 粒 子

内面濁白釉

外面腰部か

ら胴部に淡

緑釉

な   し 高台は雑に削られた跡。
内面白化粧で、外面全体鉄

釉がかかる。極めて珍らし

い製品である。

18c前半 904E-3
40ん 0

Ⅲb

図22 有田焼 淡 黄 色
微 粒 子

内外黄褐色
口縁部輪状

に茶褐色

な   し 口縁部は僅かに外反、日唇
部がヘラで削られる。内外

に撫で調整痕が残る (碗 )

肥  前 18c前半 744E-4
20/30

Ⅱ

図23 有田焼 4.7 淡 黄 白色

微 粒 子
淡黄灰白色

わら灰釉

あ   る 高台部分が全体的にすり減
っている。光沢がなく裏底

面にひび割れがみられる。

(陶器タイドメ)

肥 前 15c⌒V
16c

968E-4
20ん0

Ⅲ

図24 有田焼
5。 7

淡 黄 色
粗 粒 子

内面透明釉

外面畳付を

除き淡青緑

色釉

な   し 底面の厚さは薄い

高台より胴部へ丸く立ち上

がる。外面は青釉がかか

る。      瓶か壷 ?

内野山 17c後半
^V18c

683E-4
10カ 0

Ⅱ

図25 有田焼
4.2

淡黄 白色

粗 粒 子
内面濁黄白

釉、胴部青

緑釉

あ   る 腰部に多くの点状のくばみ
がある。底面は厚い

高台部分は比較的安定した

造りになっている。

18c前半 757E-5
40ん 0

Ⅱb

図26 有田焼
4。 2

灰色、黒色

砂粒が多く

混入

粗粒子

高台から外

底まで露胎

内側底面鉄

釉

あ   る 底部全形、内底に鉄釉で円
文が描かれている。

(碗 )

肥 前 18C前半 1004E-4
30み 0

Ⅲ

図27 有田焼 淡 灰 色
粗 粒 子

内側灰釉

底部から高

台脇露胎

な   し 高台部分が低く平坦な造
り。器壁底面は厚いタイプ

のもの。

(皿 ?)

肥  前 16C末 ～
17C初

718E-6
0/10
Ⅱa

図28 有田焼
4.8

淡 灰 色
微砂粒混入

内面は鉄釉

外面青緑釉

な   し 台から胴部へ丸く立ち上が
る。口縁部欠失。高台付近

まで釉がかかる。丁寧な造

りの碗。

18C前半 1082E-5

Ⅲ

図29 有田焼
3.8

淡青白色で

微粒子

畳付以外は

すべて施釉

する。

あ   る 茶完摺部分に、重ね焼の跡
が見られる

(碗 )

18C後半 14E-4

I

図30 有田焼 淡 灰 白色

微 粒 子
青 縁 釉 な   し 底経が小さく高台際から直

線的に外側へ開いていくも
ののようである。

18C前半 17E-5
0/5
I

-149-

5.0

4.4



挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色・施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第30

図 1
近  世 15。 8 白   色

微 粒 子
やや厚い釉
が全体的に

施釉され、

淡白色。

な   し 内外面の口縁部に淡青色の
圏線がある。さらに内面に

は太い圏線あり。 (皿 )

中  国 18C 4表

図 2 近  世 口 縁 部 白   色
微 粒 子

白色。総釉 な   し 外面口縁直下に「山睡」ら
しき文字が確認できる。

昭和～

大正

678E-3
0⌒V10

Ⅲb

図 3 近 世 14.2 白   色
微 粒 子

やや薄い釉
が全体的に

施釉されて

いる。白色

な   し 内側に青緑色の斜線が引か
れ、桜の花とつぼみ、葉が

描かれている。釉下彩。

明治以降
～大正

1lE-3

I

図 4 近  世 14.2 淡 灰 色
微砂粒混入

口唇部は鉄

釉で両面淡

青白色

あ   る 口辺部分に2本 の界線。
呉須は淡い藍色

中  国 17C後～
18中

17E-5
0⌒V5

I

図 5 近  世 8.4 白 色

微砂粒混入
緑色。総釉 な   し 口縁部が、玉縁状に肥厚す

る。口縁内外一部に縁釉が

見られる。

明治以降 9E-4

I

図 6 近  世 10。 2 白 色

微砂粒混入
薄い釉が全

体的に施釉

され て い

る。白色。

な   し 外面に青色と緑色で山の絵
と、波の絵が描かれてい

る。

国 産 昭和 737E-3
20⌒V30

Ⅲb

図 7 近  世 12.0 白 色

微砂粒混入

全体に施釉

され て お

り、色は濃

緑色。

な   し やや外側へ関く

直口口縁で無文

国 産 昭和 947E-4

Ⅲ

図 8 近  世 8.0 淡 緑 白色

微 粒 子
淡緑色。総

釉

な   し 口縁部から胴部にかけて
は、あまり変化は見られな

いが、底部付近にかけ、ゆ

るやかな曲線になってい

る。銅板転写

明治以降 421D-6
5～ 10

Ⅲ

図 9 近  世 9。 6 白   色
微 粒 子

乳白色。総

釉。

な   し 口縁部きつく外反する。口

縁部の小破片。

中国 ? 明末 ? 9E-4

I

図10 近  世 白 色

有色鍍物混

入

やや厚い釉
が全体に施

釉されてお

り、自色。

な   し 白色に赤色の細い線が何本
もつらねている。 (色絵)

中  国 18C～
19前

1065E-3

Ⅲ

図11 近  世 9.6 淡黄 白色

微 粒 子
乳白色。総

釉。

な   し 外面にあじさいが描かれて
いる小碗。底部は欠失。銅

板転写

明治後半
～大正

1112表

図12 近  世 10。 8 白   色
微 粒 子

やや薄く全

体的に施釉

淡白色

な   し 外面に濃青色で葉と実が描
かれている。
ゴム印。

昭和 287C-7
10´ 1ヽ5

Ⅳ

第 8表 現代陶・磁器 観察一覧
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第 8表 現代陶 0磁器 観察一覧

第30

図13

近  世 7.6

3.2

4.8

乳 白 色
微砂粒混入

白色。畳付

以外総釉。

な   し 外側に菊の花文様が描かれ
ており畳付は面取りされて

いる。

釉下彩 小碗

昭和 947E-4

Ⅲ

図14 近  世
3.2

淡 灰 白色

微砂粒混入
透明に近い

白色。畳付

のみ露胎

な   し 畳付は面取りされ高台に圏
線。月同部にまりが描かれる

明治後半
～大正

737E-3
20^V30

Ⅱb

図15 近  世 8.2

2.6

4.6

白   色
微 粒 子

白色。畳付
以外総釉。

な   し 胴部に二条の圏線が廻り、
その間に傘の文様が描かれ

ている。色絵のゴム印。

(小碗)

昭和 737E-3
20^V30

Ⅲb

図16 近 世 8。 2

3.2

3.9

乳 白 色
微 粒 子

畳付から外

底にかけて

露胎。クロ

ム青磁

な   し 外側に lm前後の線が交互
に描かれている。日縁部は

欠落しているが底部にかけ

てゆるやかな曲線である。

明治後半 1048D-8

表採

図17 近 世 6.2 白 色

微砂粒混入
透明に近い

白 色 。 総

釉。

な   し 口縁上部を中心に 5皿ほど
の線が内外面に廻ってい

る。また、外面に松の木と

波が描かれている。

銅板転写

明治後半
～大正

36E-5

I

図18 近  世 淡黄 白色

微 粒 子
透明に近い

白色。畳付

は属暑1月台。

あ   る 胴部から底部にかけてゆる
やかな曲線。

底部の小破片。

中 国 18C後
～19C

153E-6

I

図19 近 世 7.4

1.7

4.6

淡黄 白色

微砂粒混入

白色。畳付
のみ露胎。

な   し 外面、銅板転写で花籠が描
かれている。

18C後
～19C

568

攪乱

図20 近  世
2.0
淡 黄 白色
微砂粒混入

淡青白色。
畳付は露胎

な   し 高台に二条の圏線。内底の

面積はあまりない。 小盃
中国 ? 17C～

18?
23D-4

I

図21 近  世
2.2

淡 灰 白色

微 粒 子
淡灰色。畳

付は露胎。

な   し 畳付は面取りが施されてい

る。        小盃 ?
中国 ? 17C? 1表

図22 近 世 4.6

0。 9

2.8

乳 白 色
微 粒 子

透明に近い

白色。畳付
のみ露胎。

な   し 内側面にスタンプで花文様
とさくが描かれている。色

絵。        小盃

国 産 明治以降 904E-3
40～ 50

Ⅱb

図23 近  世
4.0

白   色
微 粒 子

淡灰白色。

畳付は露胎

な   し 口縁部部分は欠失。胴部か

ら底部にかけゆるやかな曲

線。器壁は薄い。

明治以降 1表

図24 近  世 8.2

3.6

4.7

白   色
微砂粒混入

畳付は施釉

されていな

い所もある

が ほ ぼ 総 、

釉。

な   し 外側に桜の木が描かれ、高
台に二条の圏線が廻ってい

る。小胴板転写。 (小碗)

明治後半
～大正

1073E-3
30～ 40

Ⅲ

図25 近  世 11.2

5。 2

6.2

白 色

微砂粒混入
薄く施釉さ

れ て い る

が、畳付の

み露胎とす

る。

な   し 口縁部に、鉄銹 (口紅)を
ほどこしている。

文様は、ゴム印

国 産 昭和 947E-4

Ⅱ

図26 近 世
3.8

白 色

微砂粒混入
白色。総釉 な   し 高台部分が厚い。

底部の小破片。

福建省 18後半～

19C
947E-4

Ⅱ
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第 8表 現代陶・磁器 観察一覧

第30

図 27

近  世 淡 灰 白 色

微 粒 子
淡緑白色。

畳付のみ露

胎。

な   し 外側に花が描かれている。
小碗。

国 産 明治後半
～大正

5表

図 28 近  世 淡 灰 白色

微砂粒混入
乳白色。高
台 の施 釉

は、均一に

施されてい

ない。畳付
は露胎。

な   し 底部の小破片。
畳付以外は釉がかかるが雑

に仕上げる。

国 産 明治以降 872D-5。 6

表採

図29 近  世 白   色
微 粒 子

淡青白色。
畳付から底

部にかけて

露胎。

な   し 高台に二条の圏線。
畳付は幅広で、安定した造

りである。   (皿 ?)

中  国 17C 596E-5

Ⅲ a

図30 近  世

6.2

白 色

微砂粒混入

やや厚い釉
が施釉され

ているが、

畳付のみ露

胎とする。

外側は濃青

色、内底は

白色。内体

面も施釉

な   し 小瓶の様な形で上部は細く
畳付は面取りされており、

安定した形である。

国 産 明治以降 727E-3

Ⅲ

図31 近  世 11.0

6.4

1.9

淡 緑 白色

微 粒 子
畳付以外総

釉。 クロム

青磁

な   し 内側に花籠が描かれてい

る。小皿。

明治～

大正

737E-3
20´-30

Ⅱb

図32 近  世 8.2

3.0

4.4

黄 白 色
微 粒 子

畳状を除く

総釉。淡黄

色

あ   る 外側に梅の花と枝らしきも
のがあり、外底に薩摩の文

様があり、小碗である。

明治以降 904E-3
40⌒V50

Ⅲb

図33 近  世
3.6

白   色
微 粒 子

淡緑白色。

畳付のみ露

胎。

な   し 外面部分に桜の花、枝、葉
が描かれ、高台外側に電光

形の文様を廻らせる。釉下

彩

明治後半
～大正

2表

図34 近  世
3.0

白 色

微砂粒混入

畳付を除く

総釉。淡青

白色。

な   し 高台と腰部の境目と、高台

中心に圏線が廻る。外側胴

部は竹葉が描かれている。

高台内側にも圏線

国 産 大正以降 737E-3
20～ 30

Ⅱb

図35 近  世 白 色

微砂粒混入
薄い釉が全

体的に施釉

され て い

る。白色。

な   し 外面に淡青色の圏線が 2本
廻る。      (蓋 )

中国 ? 19C頃 717E-6
0～ 10

Ⅱa

図36 近  世
底  部

白   色
微 粒 子

透明釉。

畳 付 は 露

胎。

な   し 高台際から丸味を持ちなが

ら、ほぼまっすぐに向かう

タイプである。

明治後半
～大正

26E-3
I

図37 近 世
6.8

淡 灰 白色

微 粒 子
淡緑色。畳

付は露胎。

外底は極端
に施釉が薄

く、外側高

台に釉が集

ま って い

る。クロム

青磁

底部面積は広く、小皿と思

われ、内底に型紙摺で草文

様が描かれている。 (皿 )

明治後半
～大正

904E-3
40～ 50

Ⅱb

な   し
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色・施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年   代 出土地点

第31

図 1

ス ンカ

ンマ カ

イ

12.4

4。 4

5。 7

淡 灰 白色

微 粒 子
青 白 色 な   し 口縁は外反する。内面外全

前面に竹の文様が見られ

る。内面に細い圏線が見ら

れる。 (型紙刷り)

国 産 明治～

大正

1065E-3

Ⅲ

図 2 ス ンカ

ンマ カ

イ

13.4 淡 灰 白色

微 粒 子
灰 青 白色 な   し 口縁部の小片、口縁は外反

する内面口縁から胴部にか

けてと、外面に花文様あり

(型紙刷り)

国 産 明治～
大正

10E-5

I

図 3 ス ンカ

ンマ カ

イ

13 淡 灰 白色

微 粒 子
灰 青 白色 な   し 口縁は外反し、日唇はやや

尖り気味である器内外面に

は青色の文様が施される。

(型紙刷り)

国 産 明治～
大正

904E-3
40/50

Ⅱb

図 4 ス ンカ

ンマ カ

イ

口 縁 部 淡 灰 白色

微 粒 子
青 白 色 な   し 口縁の小片、口縁はかなり

外反する内面口縁から胴部

にかけてと、外面に竹の文

様あり。 (型紙刷り)

国 産 明治～
大正

904E-3
40ん 0

Ⅲb

図 5 ス ンカ

ンマ カ

イ

8

淡 灰 白色

微 粒 子
灰 白 色 な   し 底部破片、外底面中心部に

は直径2.6cmの くばみがあ

りくばみの端から畳付途中

までは露体。器内外面に文

様あり。 (型紙刷り)

国 産 明治～
大正

106E-6
5/10

I

図 6 ス ンカ

ンマ カ

イ

7.2

淡灰白色で

褐色の微粒

子混入

青 白 色 な   し 底部破片、高台内面から中
央くばみの端まで光沢のな

い施釉が見られる。器内

面、花文様あり。

(型紙刷り)

国 産 明治～
大正

567

攪乱

図 7 ス ンカ

ンマ カ

イ

8.4

淡灰白色で

褐色の微粒

子混入

青 白 色 な   し 底部破片、畳付外端は面取
りされ、畳付から外底面中

心部途中まで露胎

図、 1、 5、 6、 7は足付

きハマの熔着痕が見られ

る。器内面に文様あり。

(型紙刷り)

国 産 明治～
大正

225表

-153-



挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色・施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第32

図 1

南 蛮 20.5 淡 灰 色 で

粗粒子
外・ 内面と

も緑力`かっ

た黒褐色

な   し 口唇部は平坦に成形 してい
る頸部から胴部にかけてL
字型に造る。

中国か

東南ア

ジア

明の時代

14C後半
～15C

10E-5

他 3接合
I

図 2 南 蛮 口 縁 部 淡 灰 茶 色
粗粒子

内面茶褐色
や淡黄色の

まじった釉

あ   る 口唇は肥厚の形状口四角形
状を呈する。

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C

421 D -6

(53)

Ⅲ

図 3 南 蛮 19.3 淡 灰 色 で

粗粒子

外・内面と

も緑がかっ

た黒褐色

な   し 口唇部は厚みがあり、平坦
に形成している。頸部から

胴部にかけて膨らむ。

中国か

東南ア

ジア

14C後～
15C後

161D-5
5/10

Ⅱ b

図 4 南 蛮 11.0 赤 み が か っ

た茶色の

粗粒子

内面は赤み
力`かっチこ黒

褐色外面は

褐釉が自く

変色

な   し 口縁部は外反し肥厚してい
る。外面と内面一部に二次

焼成の跡か ?

中国か

東南ア

ジア

15C～
16C
1100E-5

Ⅲ

図 5 南 蛮 12.2 所々に黄み
がかった茶

褐色の微粒

子

暗 茶 褐 色 な   し 口縁部は外反し肥厚してい
る内面直下に一条の沈線を

廻らす。

中国か

東南ア

ジア

15C～
16C
703E-3
ro/20
Ⅱ b

図 6 南 蛮 11.0 茶色の中央

部に青みが

かった灰色
の微粒子

外面はチョ
コレート色

で内面は所
々ヤこ黄色が

みられる茶

褐色

な   し 膨らみもった肩部から頸部
が垂直に立ち上がり折り返
し気味の口縁部、肩部に二

条横走。

中国か

東南ア

ジア

16C～
17C
683E-4
10ρ 0

Ⅱ

図 7 南 蛮 灰 白 色
細 粒 子

両面茶褐色
と青色釉が

かかる

あ   る 頸部に 2本の圏線を廻らす
肩は胴部へかけて張る。

中国か

東南ア

ジア

14C後半
～16C

336D-8
0ん

I

第33

図 1

南 蛮
16.5

淡 灰 色 の

粗粒子

内面は緑が

かった茶褐

色内面は淡

茶色

な   し 弱い上げ底。器面はナデ調
整で仕上げている。底面か

らほぼ垂直に立ち上がり、

途中で外側に開く。

中国か

東南ア

ジア

14C後 ～
15C
710E-4
20β 0

Ⅱ

図 2 南 蛮
底  部

淡 橙 色
茶色砂粗粒

子混入

光沢のなt

灰色釉

な   し 褐釉の壷
ベタ底器面はナデ調整で雑
に仕上げている。

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
593D-8
0/10

Ⅳ

図 3 南 蛮
10。 7

灰   色
岩 石 質

無    釉 な   し 素地に自色物質が流水状に
混入している。
ベタ底

中国か

東南ア

ジア

14C後半
～16C

2表

図 4 南 蛮
13.5

暗紫色で黄

土色の微粒
子混入

外、内

tヽ

面共

紫色に淡

な   し ベタ底、張り付けによりく
びれを作る。内面はナデ仕
上げ。

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C

表

図 5 南 蛮
11.0

赤 茶 褐 色

白色物質混

入

全 面 露 胎 な   し 素地に、白色物質が流水状
に混入している。

両面ナデ調整痕。ベタ底

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
190E-7
0ん

I

第 10表 南 蛮 観察一覧
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第33

図 6
南  蛮

14.5

灰 白 色
黒色鍍物混入

細 粒 子

外面暗茶褐

色釉、内面

露胎

な   し ベタ底、中央にかけて上げ

底。

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
596E-5

Ⅲ a

図 7 南 蛮
11.3

淡 紫 色
細 粒 子

光沢のない

黒灰色釉

な   し ベタ底、内面ロクロ跡。 中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
830E-6

Ⅲ

図 8 南 蛮
14.5

灰 黄 白 色

白色物質が

流水状に混

入している

内 0外面共

ヤこ黄色がか

った茶 褐

色。底部か

ら腰部にか

けて茶褐色

な   し ベタ底、中央にかけて上げ

底。底面の厚さが薄い器面

はナデ調整で仕上げる内底

面に遺物が付着している。

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
4表

図 9 南 蛮
底  部

橙 褐 色
黒色鍍物混入

茶 褐 色 な   し 二次的火熱 ?を うけ光沢を
失っている。ベタ底

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
555E-5

Ⅲ a

図10 南 蛮
13.2

淡 黄 灰 色

粗 粒 子
両面黄茶褐

色釉

あ   る 内面ロクロ痕
外面胴部に幅 3皿の沈線を

廻らす。ベタ底、中央にか

けて上げ底。

中  国 14C後～
16C
683E-4
10ρ 0

Ⅲ

図11 南 蛮
7.3 粗

ガ 色

子粒

両面は薄レ

ンガ色

内面に変色の痕あり。底部

の中央に盛り上がりがみら

れる。ロクロ引きのあとも

みられる。

外面は釉垂れ (褐釉の壷)

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
900E-3
40ん 0

Ⅱb

図12 南 蛮 淡 灰 茶 色

岩 石 質
両面茶褐色

釉

あ   る 施釉の上から文様を削りと
った跡がある

文様の形は不明。

中国か

東南ア

ジア

14C後～

16C
360D-6

Ⅱ

図13 南 蛮 淡灰色と淡

黄土色の二

厚微粒子

内、外面と

もに淡黄土

色

な   し 外面はヘラ状の工具による

平行線の削り跡が見られ、

釉だれが見られる。内面

は、 うず巻状のナデ仕上
げ。

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
448D-8
10/15

Ⅲ

図14 南 蛮 淡灰色と淡

黄土色の二

厚微粒子

内、外面と

もに淡黄土

色

な   し 外面はヘラ状の工具による

平行線の削り跡が見られ、

内面はうず巻状のナデ仕上

げ。

中国か

東南ア

ジア

14C～
16C
225表
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(m)

素   地 釉色 0施釉 貫  入 器形 0文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第34

図 1

タ  イ 20.5 淡茶褐色で

粗 粒 子
外面は黄み

がかった黒

褐色、内面

は白く変色

な   し 頸部から斜めに立ち上がり
口縁部を強く外反させ口唇
部外端から口縁部下部にか

けて肥厚している

タ  イ 15C～
16C
242C-6
0/5

I

図 2 タ  イ チ ョコ レー

ト色

細砂粒混入

外面黒褐色

内面黒褐色

釉にムラが

ある。

な   し 胴部から頸部にくびれ、肩
のあたりにわずかなふくら
みがある。     (壷 )

タイ ? 15C～
16C
596E-5

Ⅲa

図 3 タ  イ 淡 茶 色
粗 粒 子

外面黒褐色

釉、内面上

部釉ダレ

な   し 2?頸部に耳が付いている
壺。小破片のため大きさは

不明。      (壷 )

タイ ? 15C～
16C

1表

図 4 タ  イ 口 縁 部 淡 紫 色
粗 粒 子

両面黒褐色

釉

あ   る 頸部から口縁部にかけて、
折り曲げ丸く成形

(壷 )

タイ ? 15C～
16C
116D-5

Ⅱb

図 5 タ  イ 口 縁 部 淡 紫 色
粗 粒 子

口唇部を除

く黄黒褐色

釉

な   し 口唇部平たく成形される。 タ  イ 15C～
16C
88D-3
5/ro
Ⅱ

図 6 タ  イ 10.5 黄 茶 色 の

粗 粒 子
外面黒褐色
で自く変色
している

内面茶褐色

釉にムラが

ある。

な   し 口縁部が玉縁状をなし、ほ
ぼ垂直気味の頸部から緩い

肩部に移行する。既してこ

のタイプの器形には肩部に

3～ 4の 耳を貼付するもの
が多い。

タイ ? 15C～
16C
83E-6
0/5

I

図 7 タ  イ 10。 2 茶   色
粗 粒 子

外面黒褐色

釉、内面茶

褐色釉白く

変色してい

る

な   し 頸部から口縁部にかけて折
りまがっていて、口縁部内

側は、輪状に削られている

(壷 )

タイ ? 15C～
16C
555E-5

Ⅱa

図 8 タ  イ 淡 灰 白色

細砂粒混入
淡 灰 白釉

外下部は露

胎、内面は

無釉

な   し 胴部に灰色と黒色の縞文様
(壷 )

タ  イ 15C～
16C
620C-5
20β0

Ⅲ b

図 9 タ  イ

11.4

茶 色

細砂粒混入

底部脇の露
胎部分に厚
い黒釉だれ

内側、外底
は露胎

な   し 底は平底で半部が破損
底面中央部やや上がる。

(壷 )

タイ ? 15C～
16C
1077E-4

Ⅲ

図10 タ  イ

4.6

淡 灰 白色

細砂粒混入
外面高台か

ら底部は黒

褐色釉、内

面は透明釉

あ   る 底部から高台部分へくびれ
て胴部に向って開いている
フタの付く壷

タ  イ 15C～
16C
4表

図11 タ  イ

4.8

淡 茶 色
細砂粒混入

内側底部外

側高台の一

部無釉、高

台から畳付
まで茶褐色
の釉ダレ

な   し 高台部分がやや平坦で高台
部分がくびれている

(壷 )

東南ア

ジア ?

15C～
16C
8E-3

I

第11表  タ イ 焼 観察一覧表
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第34

図12

タ  イ

12.3

茶色

細砂粒混入

断面中央灰

色サンド状

胴部の一部

に黒褐色の

釉垂れがあ

る。内側と

胴部、底部

露胎

な   し 底は平底で若千上げ底、半
部が破損

両面細砂ツブ状が出来、ガ

サツキがある。

タ  イ 15～ 16C 619C-5
10ρ 0

800E-6
10″ 0

(Ib)(Ⅲ a)

第11表  タ イ 焼 観察一覧表
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口

底

器

径

径

(cm)

素    地 光    沢 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年   代 出土地点

第35

図 1

陶 器 17.4 チーョコレー

ト色で微粒

子

外面が濃茶

内面が茶色

口縁部が大きく外反して逆
八の字状に開き、頸部から

緩やかに膨らみをもつ

(壷 )

沖 縄 17C末 ～
18C頃

703E-3
10ρ 0

Ⅱb

図 2 陶 器 16.6 チョコレー

ト色で微粒

子

外面が濃茶
内面が赤茶

色

口縁部が大きく外反して逆
八の字状に開き、頸部から

緩やかに膨らみをもつ

沖 縄 17C末 ～
18C頃

1lE-3

I

図 3 陶 器 23.8 チーョコレー

ト色で断面

中央部に灰

色の微粒子

外面が淡茶
内面が赤茶

色

折縁日縁を呈し、頸部から

肩部に凹線文が数条廻る。

沖 縄 17C末 ～
18C頃

703E-3
10ρ 0

Ⅱb

図 4 陶 器 15.0 チョコレ‐―

卜色で

微粒子

外内面

赤茶色

口縁断面が四角状を呈し、

薄手の大型壷である。頸部
に輪状の削りが入っている

沖 縄 17C末～
18C頃

757E-5
40ん0

Ⅱ b

第36

図 1
陶 器 15.6 チーョコレー

ト色で断面

中央部に灰

色の微粒子

外面が茶色

内面が赤茶

色

口縁部が把厚口になってい

る。素地の中央に空洞あ り

(壷 )

沖 縄 17C末 ～
18C頃

688E-5
20β0

Ⅱb

図 2 陶 器 14.6 赤褐色で微

粒子

外面が茶色

内面が薄茶

色

素地にタテの白いすじが入
っている。

沖 縄 17C末～

18C頃
1004E-4
30μ 0

Ⅲ

図 3 陶 器 14.5 チ‐ョコレー

ト色

微粒子

外面が黄緑

茶色

内面が赤茶

色

口縁部が把厚口になってい

る。

沖 縄 17C末～
18C頃

280C-5
10/15

Ⅱa

図 4 陶 器 灰色 で下部

が チ ョコ レ

ー ト色

外面が茶色

内面上部だ

け肌色他灰

色

胴部で取手がついている。
素地に所々白いすじ有。

(内面にタタキ跡)

沖 縄 17C 104E-6
5/10

I

図 5 陶 器 頸  部 チ ョコ レー
卜色

微粒子

外面が薄茶

色内面は白

地だが褐色
の付着あり

頸部に凹凸の模様あり。

素地に白いすじ有。

沖 縄 567

攪乱

図 6 陶 器 頸  部 上部は灰色
で下部はチ

ョコレート

色微粒子

外面は薄茶
色

内面は赤茶
色

頸部にろくろ回転引きによ
る2本の輪状線。

沖 縄 596E-5
757E5
40ん 0

(Ⅱ a)(Ⅱ b)

第37

図 1
陶 器 頸  部 チーョコレー

ト色

微粒子

外面が薄茶

内面が濃茶

頸部と胴部にろくろ回転引
きによる輪状線。

沖 縄 800E-6
10カ 0

Ⅲa

図 2 陶 器 12.0 チョコレー

ト色

微粒子

外面が赤茶
色

内面が灰色

内面に擦痕がみられる。
底部に 1カ所、三つ足がみ

られ、素地に空洞あり。

沖 縄 1100E-5

Ⅲ

図 3 陶 器 頸  部 ザーョコレー
ト色

微粒子

外面が茶色

内面が赤茶

色

頸部と胴部にろくろ回転引
きによる輪状線。 (瓶 )

沖 縄 2表

第 12表 陶 器 観察一覧
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第37

図 4
陶  器

底   部
チ ョコ レー

ト色

微粒子

外面が赤茶

色

内面が灰色

内部にナデ模様が残る。

(カ メ)

沖  縄 984E-4
30み 0

968E-4
20ん 0

(Ⅲ )(Ⅲ )

第38

図 1

陶  器
底  部

チ ョ コ レ ー

ト色

微粒子

外面が濃茶

内面が赤茶

内部にナデ模様あ り。 沖  縄 2表

図 2 陶 器
底  部

チョコレー

ト色、下部
が灰色の微

粒子

外面が濃茶
内面が茶色

内部にナデ模様あり。 沖 縄 424E-7

Ⅱa

図 3 陶 器 11.9 半分はチョ
コレート色
で半分は灰

色。中央に

濃灰色の微

粒子

外面が茶褐

色、内面は

薄茶色

内部にナデ模様あり。 沖  縄 639E-3

Ⅱa

図 4 陶 器 17.7 黒灰色と灰

色が混ざっ

ている

微粒子

外面が茶褐
色、内面は

灰色

大きめの壷で、内部にナデ

模様があり、素地に白いす

じが入っている。

沖  縄 984E-4
30μ 0

Ⅲ

第39

図 1
陶 器 14。 2 チョコレー

ト色

粗粒子

外面は濃茶

内面は赤茶

口縁は玉縁状である。

素地の中央に空洞あり。

沖 縄 1表

図 2 陶 器 チ ョコ レー

ト色

微粒子

外面は黄茶
内面は赤茶

口縁は玉縁状である。

素地に小さな空洞あり。

沖 縄 30E-4

I

図 3 陶 器 13.0 チ ョコレー

ト色で周 り

が灰色の微

粒子

外面は黒褐
色

内面は黄茶

口縁部が把厚口になってし

る。

沖 縄 655E-5
30μ 0

Ⅱb

図 4 陶 器 10。 7 ザ‐ョコレー

ト色

微粒子

表面は濃茶 口縁は玉縁状で薄手の壷で

ある。

沖 縄 137E-6
0/5

I

図 5 陶 器 10.6 チ ョコ レー

ト色

微粒子

外面は淡黄

灰色、内面

は薄茶

口縁は把厚口で、頸部が長

い。

頸部は薄い灰色で胴部は薄

黄色がまじっている。

沖 縄 1表

図 6 陶 器 9.0 チョコレー

ト色

微粒子

表 面 濃 茶 口唇部が肥口している。

頸部が胴部へややはりだし

ている。      (瓶 )

沖 縄 968E-4
20β 0

Ⅲ

図 7 陶 器 11.9 チ ョコレー

ト色

微粒子

外面が淡茶

内面が茶色

口縁は把厚口で頸部が長い

(瓶 )

沖 縄 225表

図 8 陶 器 10.6 チ ョコ レー

ト色

微粒子

外面が赤茶
内面が灰色

口縁部が把厚口になってい

る。       (瓶 )

沖 縄 713E-5
30燿 0

Ⅱb
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第39

図 9
陶 器 9。 7 チ‐ョコレー

ト色

微粒子

外面がこヤず

茶、内面が

茶色

口縁は把厚口で頸部が長く

薄手である。   (瓶 )

沖 縄 1077E-4

Ⅲ

図 10 陶  器 口 縁 部 ザーョコレー
ト色

微粒子

表 面 茶 色 口唇部が肥口している。

頸部が胴部へややは りだし

ている。     (瓶 )

沖 縄 190E-7
0ん

I

図11 陶 器 9.3 チ‐ョコレー

ト色

微粒子

外面が茶色

内面が赤茶

色

口縁は玉縁状で薄手の壷で

ある。肩部に 2本線の削 り
が入っている。

沖 縄 568

攪乱

図12 陶 器 頸  部 チョコレー
ト色

微粒子

外面が黒褐
色、内面は

薄灰色

頸部に輪状の削りが入って

い る

沖 縄 768E-6
10/20

Ⅱa

第40

図 1
陶 器

底   部
チョコレー

ト色

微粒子

外面は茶褐
色と露胎、

内面は茶褐

色

内面にナデ模様あり。
素地に白いすじが入ってし

る。

沖 縄 767E-6
0/10

Ⅱa

図 2 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微粒子

外面はこげ

茶、内面は

濃灰色

素地の中央一部に灰色の微

粒子

沖 縄 1表

図 3 陶 器
底  部

黒灰色で中

央にチョコ

レート色

外面はこげ
茶、内面は

赤茶

両面にろくろ回転引きがあ
る。

沖 縄 195E-8
0/5

I

図 4 陶 器
底  部

チョコレー

ト色で、外

側は灰色の

微粒子

外面は赤茶
色、内面は

黒灰色

両面にろくろ回転引きがあ
る

沖 縄 985E-4
30/40
Ⅲ

図 5 陶 器
底  部

チ‐ョコレー

ト色で、外

側は灰色の

微粒子

外面は赤茶
色、内面は

黒灰白色

内面、ナデ調整により仕上

げるが雑である。

沖 縄 647E-4

Ⅱ

図 6 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微粒子

両面チョコ

レー ト色

素地の中央に空洞あり。

内面にろくろ回転引きあ

り。

沖 縄 1表

図 7 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微粒子

外面は茶色

内面は赤茶

色

内面にろくろ回転引きあ

り、素地に空洞あり

沖 縄 567

攪乱

図 8 陶 器
底  部

チ‐ョコレー

ト色

微粒子

外面は茶色

内面は灰色

ベタ底。器面はナデ調整で

雑に仕上げる。

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図 9 陶 器
底  部

赤茶・灰色

が混 じって

いる。

外面は薄茶

色、内面は

灰色

胴部がうす茶で底部が黄色

になっている。内面になで

模様あり。

沖 縄 1082E-5

Ⅲ

第 12表 陶 器 観察一覧
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第40

図10
陶 器

底  部
ブ‐ョコレ‐一

卜色

微 粒 子

外面は濃茶

内面は灰色

素地に赤茶と白色のす じが

入っている。

沖  縄 2表

図11 陶 器
底  部

チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

外面は黒茶

内面は灰色

素地に小さな空洞が多くみ

られる。

沖 縄 60E-6

I

第41

図 1
陶 器 11.7 茶色

中央に灰色
の微粒子

外面はこげ

茶、内面は

濃赤茶

口縁部が逆「く」の字にな

っている。

沖  縄 表

図 2 陶 器 11.2 ザーョコレー

ト色

微 粒 子

両 面 茶 色 口縁部が把厚口になってい

る。

沖 縄 表

陶 器 13.9 ザ=ョ コレー

ト色

微 粒 子

外 面 茶 色

内面赤茶色

玉縁を内側に折り曲げ丸く

成形されている。

沖  縄 596E-5

Ⅱ a

図 4 陶 器 6.9 チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

両面とも茶

褐色

小破片のため大きさは不明

だが、口縁部は玉縁状で頸

部から口縁部の中央に膨ら

みがあり肩がはっている。
口縁部の内側にも脹らみが

ある。

沖 縄 692E-6
0/10

Ⅱa

図 5 陶 器 2.8 赤 茶 色
微 粒 子

両面とも赤

茶

頸部が長く、直口である。

(き ゅうすの取っ手)

沖 縄 225表

図 6 陶 器 口 縁 部 チ‐ョコレー
ト色

微 粒 子

外面は黒褐

色、内面は

こげ茶

口縁部が把厚口になってい

る。素地に白いす じが見ら

れる。

沖  縄 121E-6

I

図 7 陶 器 7.5 灰   色
微 粒 子

外面は黄茶

色、内面は

灰色

口縁部は小さく玉縁をつく

る。素地の中央に濃灰色の

微粒子がある。

沖 縄 985E-4
30み 0

Ⅲ

図 8 陶 器 5。 9 黒 灰 色
微 粒 子

外面はチョ
コレート色

内面は赤茶

色

花瓶口縁部の破片である。

(瓶 )

沖 縄 767E-6
0/10

Ⅱa

図 9 陶 器 チョコレー

ト色

微 粒 子

両面とも緑

茶色

口縁部がやや四角状になっ

ている。     (瓶 )

沖 縄 900E-3
40/50

Ⅱ b

図10 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微 粒 子

外面は淡茶

色、内面は

チョコレー

ト色

頸部に五条の輪状線があ

る。内面全体に lm前後の
面取りがある。  (瓶 )

沖 縄 713E-5
30μ 0

Ⅱb

図11 陶 器 頸  部 チョコレー
ト色

微 粒 子

外面は黒茶

内面は濃茶

縄状のような凹凸の模様あ

り。素地に白いすじあり。

沖 縄 568

攪乱

図12 陶 器 口 縁 部 チ‐ョコレー
ト色

微 粒 子

外面は黒褐
色、内面は

緑茶

口縁部は把厚口である。 沖 縄 718E-6
0/10

Ⅱa
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図13
陶  器 頸  部 チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

外面は灰黄

色、内面は

濃灰色

頸部に三条の輪状線がある

(瓶 )

沖  縄 2表

図14 陶 器
底  部

チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

外面はこげ

茶、内面は

黄茶色

素地に小さな空洞あり。 沖 縄 406E-9
0ん

I

図 15 陶 器 9.5 赤 茶 色
微 粒 子

外面は赤茶
内面は灰色

底部に浅い削 りが入ってヽ

る。

沖 縄 968E-4
20β 0

Ⅲ

図16 陶 器 6.6 赤 茶 色
微 粒 子

外面は濃黄

茶色、内面
は茶色

内面はろくろ回転引きがあ
る。

沖 縄 655E-5
30μ 0

Ⅱ b

図17 陶 器 7.3 チョコレー

ト色

微 粒 子

外面は濃赤

茶、内面は

薄茶

素地に空洞あり。 沖 縄 768E-6
10ρ 0

Ⅱa

図18 陶 器 7.0 チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

外面は黄白

色、内面は

濃灰色

素地に空洞あり。底部全体
の形が残っている。

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図19 陶 器 6.4 濃   茶
微 粒 子

外面は茶色

内面は灰色
底部が薄い赤茶になってい

る。素地に白いすじあり。

(瓶 ?)

沖 縄 619C-5
10ρ 0

工 b

第42

図 1
陶 器 23.2 チーョコレー

ト色

微 粒 子

外面は濃灰

色、内面は

赤茶

口縁部が把厚口になってい

る。口縁部の下に輪状の削

りが入っている。

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図 2 陶 器 19。 3 チーョコレー

ト色

微 粒 子

外面は黒灰

色、内面は
こげ茶

口縁上端部が外側へ張り出
し、口唇部が広くなり全体

的に丸味のある器形となっ

ている。

沖  縄 947E-4

Ⅲ

図 3 陶 器 17.5 チ‐ョコレー

ト色

微 粒 子

外面は茶色

内面は赤茶
頸部から胴部にかけてはっ

ている。日縁部内側に、は

し描きによる波状文がある

沖 縄 596E-5

Ⅱa

図 4 陶 器 17.3 赤茶色とチ

ョコレート

色が混 じっ

ている

両面ともこ

げ茶

口縁上端部が外側へ、張り

出している。

沖 縄 516E-9
10ρ 0

Ⅲ

図 5 陶 器 16。 4 こ げ 茶
微 粒 子

両面とも黒

茶

頸部から胴部にかけてはっ

ている。

沖 縄 421D-6
399

Ⅲ

図 6 陶 器 15.0 茶   色
微 粒 子

両面ともこ

げ茶

頸部にはし描きによる細か

い波状文がみられる。

沖 縄 647E-4

Ⅱ

図 7 陶 器 12.5 赤   茶
微 粒 子

両面とも赤

茶

口縁部上部には 4本 1組の

波状文、頸部には 6本 1組
の波状文がある。

沖 縄 190E-7
0ん

I

第43

図 1
陶 器 頸  部 チ‐ョコレー

ト色

微 粒 子

外面はこげ

茶、内面は

うす茶

素地に空洞あり。

肩から口縁部にかけて斜め

にすばんでいる。

沖 縄 2表
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図 2

陶  器 8.4 チ‐ョコレー

ト色

粗 粒 子

外面は黒茶

内面は薄黄

色

内部になで模様あ り。 沖 縄 77D-5
0ん

I

図 3 陶 器 10。 1 チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

黒 褐 色
釉 垂 れ
(両面)

頸部から口縁部にかけて斜
めにすぼんでいる。

沖 縄 2表

図 4 陶 器 10.8 チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

外面は濃赤
茶、内面は

薄茶色

頸部から口縁部にかけて斜
めにすぼんでいる。

素地に空洞あり。

沖 縄 99E-6
0/5

I

図 5 陶 器
底  部

赤 茶 色
微 粒 子

外面は薄茶

内面はレン

ガ色

胴部にろくろ調整痕がある

底部はベタ底で二条の削り
がある。

沖 縄 3表

図 6 陶 器 11.2 チョコレー

ト色

微 粒 子

黒 褐 色
釉 垂 れ
(両面 )

頸部から口縁部にかけて直
角にすぼんでいる。

沖 縄 555E-5
692E-6
0/10

(Ⅱ a)(Ⅱ a)

図 7 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

粗 粒 子

外面釉垂れ

内面は黒褐

色

三つ足の 1つが残ってい
る。素地に白いスジが残っ

ている。内部に白い釉が雑
に付着。

沖 縄 768E-6
10ρ 0

Ⅲ a

図 8 陶 器 頸  部 チョコレー
ト色

微 粒 子

外面はこげ

茶、内面は

茶緑

外部に白い釉が雑に付着し
ている。素地に小さな空洞

あり。

沖 縄 713E-5
30み 0

Ⅱb

図 9 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微 粒 子

外面は濃茶
内面は茶色

高台脇にろくろ調整痕がみ

られる。

三つ足の 1つが残っている

沖 縄 158E-7

I

図10 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微 粒 子

外面は茶色

内面は灰色
外面に淡い黄色い釉が付着

底部に模様 (?)が削られ
ている。

沖 縄 140E-6
0ん

I

図11 陶 器 7.0 赤 茶 色
微 粒 子

外面は茶色

内面は灰色

素地に白いスジあり。 沖 縄 768E-6
10ρ 0

Ⅲa

図12 陶 器
底  部

赤 茶 色
微 粒 子

外面は黒灰

色、内面は

茶色

素地に白いスジあり。 沖 縄 678E-3
0/10

Ⅱ b

第44

図 1
陶 器 15。 6 チョコレー

ト色

微 粒 子

外面は茶色

内面は釉垂

れ

頸部に耳があり穴があいて
いる。素地に白いスジあり

沖 縄 678E-3
0/10

Ⅱb

図 2 陶 器 頸  部 茶   色
微 粒 子

外面は茶色

内面は薄茶
頸部に耳があり穴があいて
いる。口縁部にかけて斜め

に上がっている。内部にひ
び割れあり。

沖 縄 99E-6
0ん

I

図 3 陶 器 7.4 チ ョ コ レ ー

ト色

微 粒 子

両面暗紫色 素地に灰色の微粒子あり。
頸部から口縁部にかけて直

角になっており、胴部は緩
やかな丸みになっている。

沖 縄 158E-7

I

第 12表 陶 器 観察一覧
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図 4

陶 器 10.8 赤 茶 色
微 粒 子

外面は茶色

内面は赤茶

頸部から口縁部にかけて直

角になっており、胴部は緩

やかな丸みになっている。

肩部に 2本の削 りが入って
いる。

沖 縄 768E-6
10ρ 0

Ⅱa

図 5 陶 器 7.1 チ ョコ レー

ト色

微 粒 子

外面はこげ

茶、内面は

灰色

急須の口縁部になっており

素地に白いスジあり。

沖 縄 683E-4
10ρ 0

Ⅲ

図 6 陶 器 口 縁 部 チ‐ョコレー
ト色、灰色

の微粒子

外面は淡黄

色、内面は

色にむらが

ある。

ふたの一部 ? 沖 縄 190E-7
0//5

I

図 7 陶 器 チーョコレー

ト色、灰色

の微粒子

外面は赤茶

色、内面は

濃茶

素地に白いスジあり。 沖 縄 730E-3
30み0

Ⅲ

図 8 陶 器 16.3 赤 茶 色
微 粒 子

外面は茶色、

内面は薄茶

色

口唇部がかなり内湾してヽ

る

沖 縄 984E-4
30み 0

Ⅲ

図 9 陶  器
底   部

チ ョ コ レ ー

ト色

微 粒 子

外面は濃こ

げ茶、内面

は釉垂れ

底部の中央にくばみあり 沖 縄 2表

図10 陶 器
底  部

v / )ie,
w. ,rn +

外面はこげ

茶、内面は

薄いレンガ

色

素地中央に灰色の微粒子あ
り。胴部下はレンガ色にな

っている。底部に釉が雑に

付着。

沖縄 ? 619C-5
10/20

Ⅱb

図11 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微 粒 子

外面は赤茶
色、内面は

釉垂れ

内部にろくろ模様あり。底

部にでこぼこあり。

沖 縄 743E-4
20β 0

正

図12 陶 器
底  部

薄 灰 色
粗 粒 子

外面は茶色、

内面は灰色

素地に小さな空洞あり。 沖  縄 596E-5

Ⅱa

図13 陶 器
底  部

赤 茶 色
微 粒 子

外面は茶色、

内面はレン

ガ色

内部の底部に白い釉が付着

している。

沖縄 ? 1082E-5

Ⅲ

図14 陶 器
7.8

淡 灰 色
粗 粒 子

無   釉 底部外端に一条の沈線状を

廻ぐらせている。

沖縄 ? 17後～

18C
T表

図15 陶 器
底  部

チョコレー

ト色

微 粒 子

両面暗紫色 素地の周りに灰色の微粒子

あり。内部の一部に黄色の

釉が付着。素地に空洞あり

胴部に 1本削り線あり。

沖 縄 745E-4
20β 0

Ⅱ

図16 陶 器
10.3

チョコレー

ト色

微 粒 子

外面高台か

ら胴部に黒

釉、畳付底

部内側露胎
で一部釉厚
い黒釉ダレ

内側全体に 8皿前後の輪状
の面取りがある。 (壷 )

沖 縄 678E-3
0/10

Ⅲb
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  器
器  高
(cm)

素    地 光   沢 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年   代 出土地点

第45

図 1

スリ鉢 22.0

10.0

9。 5

褐    色 つ や 有 立ち上がりが緩やかな丸み

を持つ。橘目は 7本で、工

具幅1.4cm。 上方へいくに

つれ、間隔が開く。口縁部

直下1.5cmの 所まで、ナデ

消す。

沖 縄 619c-5
10″ 0

Ⅱb

図 2 スリ鉢 18.2 褐   色 や  無 立ち上がりが直線上になっ

ている。橋目が10本で、工

具幅1.9cm。 口縁部直下1.5

cmの所まで、ナデ消す。

指痕で凹みを作ってある。

注口の括鉢であったと思わ

れる。

沖 縄 688E-5
20β 0

Ⅲb

スリ鉢 26。 2 褐   色 つ や 有 口縁部が丸みを帯び、上が

り気味に作られていて、丁

寧にナデ仕上げられてい

る。橘日は、 8本で、工具

幅1.5m。 口縁部直下2.Ocm

の所まで、ナデ消す。

沖 縄 99E-6
0ん

I

図 4 スリ鉢 26.5 褐   色 つ や 無 口縁部は丸みを帯びる。橘

目は 7本で工具幅1.5cm。
日縁部直下2.Omの所まで、
ナデ消す。橘目は粗い。

沖 縄 1116表

図 5 スリ鉢 31.2 褐   色 つ や 無 口縁部が、上がり気味に作

られている。橘日は口縁部

直下2.8cmの 所まで、ナデ

消されているが、きれいに

仕上がっていなく、所々に

括目が残る。

沖 縄 984E-4
10ρ0

Ⅲ

図 6 スリ鉢 口 縁 部 褐   色 つ や 無 胎土中に赤色粒が混入。橘

日は 4本 しか確認できない

ので全体像はつかめない。

内面口縁部直下2.5cmの 所

までナデ消す。

沖 縄 683E-4
10ρ0

Ⅲ

図 7 スリ鉢 口 縁 部 褐   色 つ や 無 第45-3と 同一個体と思わ
れる。

沖 縄 6E-4

I

図 8 スリ鉢 口 縁 部 褐   色 つ や 無 口縁部下から胴部にかけ

て、薄手である。下部の稜
の直下に凹線様のものを廻

らしている。破片の為、橋

目は、確認できない。

沖  縄 26E-3

I

第46

図 1

スリ鉢 31.0

13.2

12.3

褐   色 つ や 無 立ち上がりが、緩やかな丸

みを持つ。橋目は 6本で工

具幅1.5cm。 内底面中央よ

り、口縁に向けて、一気に

描き上げている。口縁直下

4.Ocmの所までナデ消して

いる。

沖 縄 1027E-4
683E-4
10″ 0

(Ⅲ )(Ⅱ )

-165-

図 3



第46

図 2

スリ鉢

胴  部

褐    色 (外 )つや無

(内 )つや有

胴部の破片。内面のみ光沢
があ り、なめらか。橘目は

5本で工具幅1.2cmを計る。

沖 縄 718E-6
0/10

Ⅲa

図 3 スリ鉢 31.2 褐    色 つ や 無 外反部直下に凹面を形成

し、その下部に稜を設けて

いる。橘目は 9本で、工具
幅 1.8cm。 括 目粗 く、明瞭
に残っている。日縁部直下

2.7mの 所まで、ナデ消す。

沖 縄 2表

図 4 スリ鉢 27.2 褐   色 つ や 無 胴部より斜め直線上に立ち

上がるが、日縁部直下で、
やや内傾ぎみに立ち上がら
せて端反りになる。内外面
共に、成形時の水挽き軌輔
目をそのまま残す。橘日は

9本 で工具幅1.7m。 日縁
直下2.3mの所まで、ナデ
消す。

沖 縄 968E-4
20β0

Ⅲ

第47

図 1

スリ鉢 20。 1 褐   色 つ や 有 胴部より斜め直線上に立ち

上がり、口縁部直下でやや

内傾ぎみに立ち上がらせて

端反りになる。内外面共に

光沢がある。括目は11本で

工具幅1.7cm。 内面、磨滅
し、滑らかである。

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図 2 スリ鉢 28.5 褐   色 つ や 有 軌櫨引きの跡が残ってい
る。内外面に大小の気泡が

生じ、光沢あり。橘日は、
8～ 10本の間で描く。工具
幅約2.Ocm。 口縁部の直下
1.8cmの所までナデ消す。

沖 縄 703E-3
10ρ 0

Ⅱa

図 3 スリ鉢 29。 2 褐    色 つ や 有 口縁から胴部にかけて薄手
である。内面自然釉がかか

り、滑らかである他、混和
剤が、アバタ状になって表

面に明瞭に出ているのがわ
かる。橘日はナデ消しと、

磨滅により、 6本 しか確認
できない。

沖 縄 9E-4

I

図 4 スリ鉢 口 縁 部 褐   色 つ や 有 外反部直下に凹面を形成
し、その下部に稜を設けて

いる。内面気泡が生じてい

る。橘目は6本 で工具幅 1

cm。 日縁部直下1.3cmの 所
までナデ消す。

沖 縄 2表

図 5 スリ鉢
底  部

褐    色 一部つや有 底部から斜め方向に立ち上
がる。外面に重ね焼き痕有
り。橘目はあまり、すり減
っていなく、明瞭である。

沖 縄 1108E-8

Ⅱ

図 6 スリ鉢

底   部
褐   色 一部つや有

(自然釉)
底部から斜め方向に立ち上
がる。外面に重ね焼き痕有
り。底部よりl cm上辺りに
三条の沈線を廻らしてい

る。橘目は、やや粗い。

沖 縄 424E-7

Ⅲa

第 13表 摺 鉢 観察一覧
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第47

図 7

スリ鉢 底  部 褐   色 つ や 無 底部から斜め方向に立ち上

がる。橋目は粗く、かなり

磨滅している。

中国か?

東南アジ

ア?

14～ 16C 1137C-7
08
畦

第48

図 1

スリ鉢 底  部 褐   色 つ や 有 底部から斜め方向に立ち上

がる。器の内外面、共に調

整に入念 さが、欠けてい

る。橋目も粗く、一部磨滅

している。

沖 縄 655E-5
30カ 0

648E-4
0/10

(Ⅱ b)(Ⅱ )

図 2 スリ鉢 胴  部 褐   色 (外 )つや無
(内 )つや有

胴部小破片の為、橋日は何

本なのかは明確ではない

が、磨滅し、表面が、滑ら

かである。

沖 縄 830E-6

I

図 3 スリ鉢
11.0

褐   色 つ や 無 底部のみ しか残っておら

ず、橘目も無し。陶片に類

似しているが ?

沖 縄 900E-3
40/50

Ⅱb

図 4 スリ鉢 25.0 褐   色 や  無 外側への開きがほとんどな

く、ほぼ直方向である。口

縁部の上面に一条の沈線を

廻らす。橘目は口縁部直

下、約2.Ocmの 所まで、密

に施されている。

沖 縄 755E-5
30μ 0

Ⅱb

図 5 スリ鉢 30.8 褐   色 つ や 無 図 5、 6の 2点は他の橘鉢と

異なり、口縁が先すばまり

になっている事と、ナデ仕

上げにより、特に丁寧に仕

上げられている。更に、器

外面は、自然釉ではなく、

意識的に釉をかけてある。

沖 縄 99E-6
0/5

I

図 6 スリ鉢 20。 3 褐   色 つ や 無 立ち上がりは、口縁より胴

部にかけて、緩やかな丸み

を持つ。橘目は、一旦ナデ

仕上げした後に、 3～ 5本

で、引きあげている。

沖 縄 1077E-4

Ⅲ

第49

図 1

スリ鉢 26.7 褐   色 つ や 無 口縁部直下で、内傾気味に

立ち上がらず、ストレート

にいって端反りになるタイ

プ。器外面、水挽き軌轄目

を有する。橘日は 7本で、
工具幅1.4cm。

沖 縄 755E-5
30み 0

Ⅲb

図 2 スリ鉢 20。 6 褐   色 つ や 無 口縁部の張りが平行になら

ず、やや外側へ斜めに成形

されている。水挽き軌輔目

を残す。橘日は口縁直下2.0

cmま で、密に施されており

り、かなり、磨滅している。

沖 縄 900E-3
40ん 0

Ⅱb

図 3 スリ鉢 20。 7 褐   色 や  無 立ち上がりが、緩やかな丸

みを持つ。沈線を、日縁部

上面、内外面の口縁部直下

に、一条ずつ、外面の胴部

の 4カ 所に廻らす。括目は

小破片の為、確認できない。

沖 縄 713E-5
30μ 0

Ⅲb
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第49

図 4

スリ鉢 28.6 褐   色 つ や 無 外側への開きが、ほとんど

なく、ほぼ直方向で、口縁
に向う。日縁部は水平。口

縁の上面に一条の沈線を廻

らす。橋目は口縁部直下2.5

cmま で密に施されている。

沖 縄 998E-4
30み 0

Ⅲ

図 5 スリ鉢 29.4 褐   色 つ や 無 外側への開きが、ほとんど

なく、ほぼ直方向で、口縁
の上面及び、日縁部直下に

一条ずつ沈線を廻らす。括

目は口縁部直下2.Ocmま で、

密に施されている。ナデ仕

上げが悪 く、所々に橘目が

残っている。

沖 縄 2表

図 6 スリ鉢 27.4 褐   色 や 無 外側への開きが、ほとんど

なく、ほぼ直方向で、口縁
の上面及び、外面の胴部に

一条ずつ沈線を廻らす。橋

日は10本 で、工具幅2.Om。

日縁部直下、2.5cmの 所ま

で、ナデ消す。

沖 縄 984E-4
30み 0

Ⅲ

図 7 スリ鉢 32.2 褐   色 つ や 無 外側への開きが、ほとんど

なく、ほぼ直方向で、日縁
の上面に一条の沈線を廻ら

す。外面は、口縁部直下、

段状に成形されている。橘

目は密に施され、日縁部直

下2.5cmの所まで、ナデ消

す。

沖 縄 985E-4
30み 0

Ⅲ

第50

図 1

スリ鉢 22.6 褐   色 外面つや有 立ち上がりが緩やかな丸み

を持ち、口縁部は水平。日

縁の上面に一条の沈線を廻

らす。器内外面に気泡が生

じている。橘目は密に施さ

れ、口縁部直下、2.5cmの

所まで、ナデ消す。

沖  縄 30E-4
0/5

I

図 2 スリ鉢 22.4 褐   色 つ や 無 外側への開きがほとんどな

く、ほぼ直方的。口縁から

胴部にかけて薄手である。
口縁部は水平で、上面に一

条の沈線を廻らす。橘日は
口縁部直下2.Ocmま では、
ナデ消されているが、密に

施されている。

沖 縄 1027E-4

Ⅲ

図 3 スリ鉢 口 縁 部 褐    色 つ や 無 立ち上がりが、緩やか丸み

を持つ。橘目は口縁部直下

約3.Ocmま ではナデ消され

斜めに密に施されている。

沖 縄 1027E-4

Ⅲ

図 4 スリ鉢 口 縁 部 褐    色 や  無 外側への開きが、ほとんど

なく、ほぼ直方向で口縁に

向う。口縁部は、水平。胎

土中に赤色粒が、混入。高

温による溶解の為、器が変

形している。橘目は、口縁

直下2.Ocmま でナデ消され
ており密に、施されている。

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

第 13表 摺 鉢 観察一覧
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第50

図 5

スリ鉢 口 縁 部 褐    色 つ や 無 外側への開きが、ほとんど

なく、ほぼ直方向で口縁部

は水平であり、口縁部先端

は逆L字状に折り曲げて作
ってある。口縁上面に一条
の沈線を廻らす。橋目は口

縁直下2.5cmの 所までナデ

消されており、12本が、確

認できたが、工具幅は計測
できない。

沖 縄 10E-5

I

図 6 スリ鉢
7.6

褐    色 つ や 無 器外面に指痕を残す他、器

面調整に入念さが欠けてい

る。橘目はかなり粗い。

沖  縄 1064E-3

Ⅲ

図 7 スリ鉢

底   部
褐   色 つ や 無 底部から斜め方向に立ち上

がる。外面重ね焼きの跡が

見られる。断面の胎土中に

赤色粒が、無数に混入。橋

目は粗く、「 く」の字に描

かれている。

沖 縄 712E-5
30μ 0

Ⅲb

図 8 スリ鉢
10.0

褐   色 つ や 無 底部はベタ底に作られ、底

面からの立ち上がりが、緩

やかな丸みを持ち外側に開

く。橘目は粗く、一部磨滅

痕が見られる。

沖 縄 55D-4
30μ 0

Ⅲ

図 9 スリ鉢

底  部
褐   色 つ や 無 底部の小破片で、底面から

の立ち上がりが斜め直線上

に作る橘目は、シャープで

外底が若干上げ底の様であ

る。外面に指痕が見られる。

沖 縄 83E-6
0ん

I

第51

図 1

スリ鉢
11.4

褐   色 つ や 無 底部はベタ底に作られ、底

面からの立ち上がりが、丸

みを持ち外側に開く、橋目

は粗く所 磨々滅痕が、見ら

れる。外面、底面共にナデ調

整により丁寧に仕上がる。

沖  縄 968E-4
20β 0

Ⅲ

図 2 スリ鉢
9。 4

褐   色 つ や 無 底部はベタ底である。橘目

は立ち上がり部分まで全面

に施されるが内底面中央に

3～ 4回縦位に引いただけ
である。素地はサンドイッ
チ状になる。

沖 縄 758E-5
40/50

Ⅱb

第52

図 1

スリ鉢
10。 4

褐   色 つ や 無 底部の小破片。底面からの

立ち上が りは、胴部破損の

為、明瞭でない、橘目は粗

く、一部磨滅痕が見られる。

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図 2 スリ鉢
13.4

褐   色 つ や 無 底部はベタ底、底面からの

立ち上がりが、直線的に胴

部へ延びる。橘日は粗く所

磨々滅痕が見られ、内底面

中央に縦位の括目を引いて

いる。

沖 縄 702E-3
10ρ0

Ⅲb

図 3 スリ鉢 胴  部 褐   色 つ や 無 底部はベタ底。胴部にヘラ

削りの調整痕が、 1部分見
られる。内面は黒色、橋目

は粗く一部磨滅。

沖 縄 1027E-4

Ⅲ
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第52

図 4

スリ鉢

8.0

褐    色 つ や 無 立ち上が りが、斜め直線上

になっている。内底面は、

ゆるやかなカーブではな

く、中央に向けて、極端に

落ち込む様な作 りである。

括目は粗い。外面、ほとん

ど調整されておらず、出来

が悪い。

沖 縄 741E-4
20ん 0

Ⅱ

図 5 スリ鉢
10。 4

褐   色 や  無 立ち上が りが、直線的に胴

部へ延びる。橘目は立ち上

が り部分まで全面に施され

るが、内底面は何回か不明

だが、縦位に引いていて橋

目は粗い。

沖 縄 712E-5
30み 0

Ⅲb

第 13表 橘 鉢 観察一覧
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第 14表 湧 田 焼 観察一覧

挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色・施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第53

図 1
湧  田 13.4

6.8

7

底部はレン

ガ色

胴部は黒灰

色で微粒子

底部をの

い て 総

灰 色

ぞ
釉

釉

な   し 胴部よリス トレー トに立ち

あが り、直ロタイプ。この

タイプは17世紀～18世紀頃

の中国の技法をとり入れて

いる。

沖 縄 18C頃 746E-4
20β0

Ⅱ

図 2 湧 田 13.

7

7

底部は肌色

胴部は灰色

粗 粒 子

底部をのぞ
い て総 釉

灰 白色 釉

な   し 胴部よリストレートに立ち
あがり直ロタイフ。

沖 縄 18C頃 683E-4
10ρ 0

Ⅲ

図 3 湧 田 12.8

6.2

6.1

暗 灰 色
微 粒 子

両 面 胴 下

半 部 まで

灰 色 釉

な   し 胴部よリストレートに立ち

あがり直ロタイプ。畳付外

端の素地は丸く成形され

る。

沖 縄 18C頃
0/r0
Ⅱ a

図 4 湧 田 13.4

6.2

6。 7

淡 灰 色
粗 粒 子

両 面 胴 下

半 部 ま で

灰 白 色 釉

あ   る 胴部よリストレートに立ち
あがり直ロタイプ。内外底

面にロクロ痕が見られる。

沖 縄 18C頃 655E-5
30み 0

Ⅱb

図 5 湧 田 13.2

5。 6

6.4

淡 灰 色
微 粒 子

両 面 胴 下

半 部 まで

灰 黄 色釉

あ   る 口縁部は、やや外反し内外
面共に、不鮮明な圏線が見

える。内面上部に釉だれあ

り。

沖 縄 18C頃 746E-4
20β 0

Ⅲ

図 6 湧 田 12.8

6.6

6.5

淡 灰 色
微 粒 子

両 面 胴 下

半 部 ま で

淡灰縁色釉

あ   る 畳付は平坦、高台外面に釉
垂れあり。作りはわりと丁

寧。

沖 縄 18C頃 1112表

図 7 湧 田 底部は淡黄

白色 で下

部 は 灰 色

微 粒 子

両 面 胴 下

半 部 まで

灰 色 釉

な   し 畳付は平坦に仕上げる釉の

透明度は内外面共良好。内

外底面中央部のみ彫みを持

沖 縄 18C頃 984E-4
30み 0

Ⅲ

図 8 湧 田 12.6

5。 6

6

淡 灰 色
微 粒 子

外 面 高 台

ぎわ、内面

見込部まで

暗 灰 色 釉

あ   る 胴部よリストレートに立ち
あがり直ロタイプ。一部高

台下部まで厚い釉だれあ

り。

沖 縄 18C頃 984E-4
30み 0

Ⅲ

図 9 湧 田
6.6

淡 灰 色
粗 粒 子

淡灰縁色釉 な   し 一部高台上部まで釉だれあ
り。畳付から高台内側途中

まで粗い砂が付着。

沖 縄 18C頃 26E-3

I

図10 湧 田
5。 6

底部は淡茶

白色で下部

は淡 灰 色

粗 粒 子

両 面 胴 下

半 部 ま で

灰 白 色 釉

な   し 高台部分破損する。底部内
面中央部に釉が雑にぬられ

ている。

沖 縄 18C頃 1065E-3

1029E-4
Ⅲ

図11 湧 田
6.6

淡 茶 白色

粗 粒 子
両 面 胴 下

半 部 まで

灰 白色 釉

な   し 底部破損する。畳付内外端
の素地は僅かに面取りされ

るが一様ではない。

沖 縄 18C頃 1表

図12 湧 田
5。 2

灰   色
微 粒 子

両 面 胴 下

半 部 ま で

灰 白 色 釉

な   し 底部の小破片。高台内側か

ら畳付まで浅く削り取る。

沖 縄 1008E-4

Ш

図13 湧 田
5.8

淡黄茶白色

微 粒 子
両 面 胴 下

半 部 まで

灰 白色 釉

な   し 高台は幅広、畳付内外端の

素地は丸く成形される。

沖 縄 947E-4

Ⅱ
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図14

湧 田
5。 8

淡 灰 色
粗 粒 子

両 面 胴 下

半 部 ま で

灰 白 色 釉

な   し 高台破損、内面白化粧の

後、透明釉をかける。

内底面中央も施釉

沖 縄 1065E-3

Ⅲ

図 15 湧  田
6.4

にごった白

微 粒 子
両 面 胴 下

半 部 ま で

自 色 釉

あ   る 内面底部の中央部分に、透
明釉がかかる。

沖 縄 704E-3
10ρ0

Ⅱb

第54

図 1
湧 田 13.4 灰   色

粗 粒 子
灰 色 釉 あ   る 口縁部の小破片。口縁はや

や外反する。

沖 縄 985E-4
30み0

Ⅲ

図 2 湧 田 口 縁 部 淡黄茶白色
微 粒 子

淡灰白色釉 な   し 内外面、ロクロ回転痕が見
られる。口縁部小破片。

沖 縄 17C～
18C

568

攪乱

図 3 湧 田 13.6 淡 灰 色
粗 粒 子

淡灰白色釉 な   し 口縁部の小破片。日縁はや
や内湾する。

沖 縄 2表

図 4 湧 田 10.8 淡 灰 色
粗 粒 子

淡灰白色釉 な   し 口縁部の小破片。
口縁は外反する。

沖縄 ? 1082E-5

Ⅲ

図 5 湧 田

胴   部

淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 色 釉 両面に細

かくある
内面なし。

外面に不鮮明な文様が見ら

れる。 (淡灰青色)

(胴部一部破片)

沖 縄 19C 1004E-4
30み 0

Ⅲ

図 6 湧  田 口 縁 部 淡灰黄白色
微 粒 子

淡灰白色釉 な   し 内外面とも無文。
外側口縁部先端部分が輪状
にけずられている。口縁部

小破片。

沖縄 ? 17C後～
18C
904E-3
40ん 0

Ⅱb

図 7 湧  田 10.8 淡 灰 色
微 粒 子

淡灰白色釉 な   し 口縁部の小破片。
日縁は直ロタイフ。

沖 縄 868D-5
20β 0

Ⅲ

図 8 湧 田 口 縁 部 淡 灰 色
粗 粒 子

淡灰白色釉 な   し 口縁部直口状を呈する。
口縁から胴部にかけて一部

釉だれがみられる。見込に

細かい圏線を廻らす。

沖 縄 5表

図 9 湧 田 口 縁 部 黒色微粒子
を少量混入

する

両 面 胴 下
半 部 まで

淡灰白色釉

外面口縁
の上部に

わずかに

ある

内面口縁から茶完摺に細か
い圏線を廻らす。

沖 縄 998E-4
30み 0

Ⅲ

図10 湧 田 口 縁 部 淡 灰 色
黒色微粒子

混   入

灰 色 釉 あ   る 口縁部の小破片。
一部外面途中に厚い釉垂れ

が見られる。

沖 縄 1078E-4

Ⅲ

図11 湧 田 口 縁 部 淡 灰 色
微 粒 子

淡灰白色釉 あ   る 化粧かけの上に透明日縁部
の小破片。日縁は外反する。

沖 縄 5表

図12 湧 田 口 縁 部 淡 灰 色
粗 粒 子

淡灰白色釉 な   し 口縁部の小破片。
内面胴部から露胎する。

沖  縄 1004E-4
30み 0

Ⅲ

図13 湧 田 10。 2 灰 茶 色
微 粒 子

淡灰白色釉 な   し 外側口縁部に厚い釉垂れ
が、見られる。

沖 縄 15C～
16C
704E-3
10ρ 0

Ⅱb

第 14表 湧 田 焼 観察一覧
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第

図

湧 田 口 縁 部 淡 灰 色
粗 粒 子

淡 灰 色 釉 あ   る 口縁部の小破片。
口縁わずかに外反する。

沖  縄 1027E-4

Ⅲ

図15 湧 田 口 縁 部 灰   色
微 粒 子

淡 灰 色 釉 あ   る 口縁部の小破片。
ス トレート直口。口唇部わ

ずかに肥厚する。

沖  縄 678E-3
0/10

Ⅱa

図16 湧 田
6。 2

淡 灰 色
微 粒 子

灰 色 釉 な   し 内外底部中央に盛りあがり
がある。

沖  縄 904E-3
40ん 0

Ⅱb

図17 湧 田
6

淡 灰 白色

微 粒 子
底 部 露 胎 な   し 畳付の素地は内端が雑に削

られ、高台脇に一部砂が付

着。

沖  縄 968E-4
20β 0

Ⅲ

図18 湧 田
6

淡 灰 色
粗 粒 子

底 部 露 胎 な   し 内外底部中央にわずかに盛
りあがりがある。

沖 縄 947E-4

Ⅲ

図19 湧  田
6.4

淡 灰 白色

微 粒 子
底 部 露 胎 な   し 高台脇に一部釉がかかって

いる。畳付の素地は外端が

浅く削られる。

沖 縄 968E-4
20/30
Ⅲ

図20 湧 田
6

赤茶色で端

はやけてい

る

微 粒 子

底 部 露 胎 な   し 内外底部中央に盛りあがり
がある。高台部に圏線を廻

らす。

沖 縄 1表

図21 湧 田
7

淡 茶 黄 色

微 粒 子
器 外面 高
台ぎわまで

灰 色 釉

な   し 一部高台部に釉だれあり、
内外底面にロクロ痕が見ら

れる。

沖  縄 710E-4

Ⅱ

図22 湧 田
6.2

淡 灰 白色

微 粒 子
底部 露 胎 な   し 高台部に圏線を廻らす畳付

から高台途中に粗い砂が付

着。

沖 縄 391E-9

I

図23 湧 田
5。 8

淡 灰 白色

微 粒 子
底 部 露 胎 な   し 内外底部中央にわずかに盛

りあがりがある。

沖 縄 1100E-5

Ⅲ

図24 湧 田
6.4

淡 灰 白色

粗 粒 子
底 部 露 胎 な   し 底部の小破片。

高台内側から畳付まで斜め

に削られ底部は厚い。

沖 縄 745E-4
20β 0

Ⅱ

図25 湧 田
6.4

淡茶黄白色

粗 粒 子
底 部 露 胎 な   し 高台に一部釉だれが見られ

る。畳付は平坦。底部の小

破片。

沖 縄 683E-4
10ρ0

Ⅲ

図26 湧 田
6。 2

淡茶黄白色

粗 粒 子
底 部 露 胎 な   し 底部を半分程度破損する。

高台下端は内面から斜めに

削られる。

沖 縄 710E-4
20β0

Ⅲ

図27 湧 田
5。 8

にごった灰色

粗 粒 子
底 部 露 胎 な   し 高台外面上部に圏線を廻ら

す、高台下部は内外両面か

ら斜めに削られ、畳付は狭

月ヽ。

沖 縄 1027E-4

Ⅲ

図28 湧 田
6.2

淡 灰 色
粗 粒 子

両 面 胴 下

半 部 まで

灰 白色 釉

あ   る 底部の小破片。
内外両面共見込みから畳付

まで露胎。

沖 縄 567

攪乱
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図29

湧 田
6.6

淡 灰黄 色

微 粒 子
両 面 胴 下

半 部 まで

灰 白色釉

な   し 内外底部中央にわずかな盛
りあがりがある。高台部に

圏線を廻らす。

沖 縄 1004E-4
30カ0

Ⅲ

図30 湧 田
5。 6

淡 灰 色
微 粒 子

器 外 面 高
台ぎわまで

灰 色 釉

な   し 高台部に圏線を廻らす。
内底面見込み部と畳付に粗
い砂が付着する。

沖 縄 1078E-4

Ⅲ

図31 湧  田
5

淡 灰 白色
微 粒 子

内面茶褐色

外面、胴下

半 部 ま で

灰 白 色 釉

な   し 内面底部にうずまき状の面
取 りがある。

沖縄産の壷である。

沖  縄 984E-4
30カ0

Ⅲ

図32 湧 田
6.6

淡灰黄白色

粗 粒 子
底 部 露 胎 な   し 底部を半分破損する。畳付

は平坦、高台幅が広 く、外

底にロクロ痕。

沖 縄 1004E-4
30み 0

Ⅲ

図33 湧 田 灰   色
微 粒 子

両 面 胴 下

半 部 ま で

灰 白 色 釉

な   し 外底にロクロ痕が見られ
る。高台内外下部に砂が付

着している。

沖 縄 1078E-4

Ⅲ

図34 湧 田 下部は淡灰
色

底部は淡灰

黄色

粗 粒 子

両 面 胴 下

半 部 まで

灰 白色釉

な   し 高台に圏線を廻らす。
畳付の素地は外端が丸く成
形される。

沖 縄 1065E-3

Ⅲ

第 14表 湧 田 焼 観察一覧
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第55

図 1
褐 釉
陶 器

21.0 淡 灰 色 で

微 粒 子
口唇から

外面にかけ

て黒色。内

面は灰色

釉は厚い

あ   る 大碗
口縁部が肥厚 している

口縁部小破片

沖 縄 755E-5
30み 0

Ⅲb

図 2 褐 釉
陶 器

20.4 淡 黄 色 で

粗 粒 子
内口縁から

外面まで黒

色

内面は灰色

見込み部に

黒釉垂れ

釉は厚い

あ   る 大碗
口縁部僅かに折れて外反
口縁部小破片

沖 縄 309C-5

攪乱

図 3 褐 釉
陶 器 9。 4

淡 黄 色
粗 粒 子

外は黒色

内は灰色

高台と外底
は露胎

高台外面に

釉垂れ。

釉は厚い

あ   る 大碗
内底見込み部輪状に削る。

畳付は白色物質が付着

茶完摺に緑褐色釉を輪状に

施釉。

高台が高く底部器厚が厚い

底部資料

沖 縄 947E-4

Ⅲ

図 4 褐 釉
陶 器

淡 黄 色
粗 粒 子

内底は黒褐
色

高台から外

底と見込み

部は露胎

な   し 高台は高く外底は平坦であ
る。高台下位から畳付に白

色物質が付着

底部器厚が厚い

底部資料

沖  縄 1064E-3

Ⅲ

図 5 褐 釉
陶 器 10。 8

淡 黄 色
粗 粒 子

高台脇に黒
色高台から

外底にかけ

て露胎内底

は灰白色

あ   る 高台は高く外底は平坦。底
部器厚が厚い

底部資料 内面白化粧の後
透明釉をかけている

沖  縄 957D-7
20β0

Ⅳ

図 6 褐 釉
陶 器 10.5

灰 黄 色
微 粒 子

内外黒色で

釉が厚い。

高台脇から

畳付まで露

胎。高台外

面に釉垂れ

あ   る 高台外面に円形の凹がある
畳付一部破損

底部資料

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図 7 褐 釉
陶 器

淡黄 色 で

粗 粒 子
外は黒色

内は灰白色

畳付以外全

面にやや厚
い釉

あ  る 高台は高く外底は平坦
見込み部輪状に削る

底部資料

内面白化粧をほどこした後

透明釉をかけている

沖 縄 6E-4

I

図 8 褐 釉
陶 器 10.4

淡 黄 色 で

粗 粒 子
内外に黒褐
色高台脇か

ら外底にか

けて露胎

高台に釉垂

れ

な   し 高台は低く高台脇が僅かに
なっている

底部資料

沖 縄 984E-4
30μ0

Ⅲ

第 15表 褐釉 陶器 観察一覧
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第55

図 9

褐 釉
陶 器 9.0

淡 黄 色
粗 粒 子

外は黒色で

釉は厚い

内面と外底

は露胎

な   し ゆったりした丸底で逆三角
形状の足がついている

内面に樵で痕が残る

器厚が薄い 底部資料

沖 縄 968E-4
30//40

1004E-4
30み0

Ⅲ Ⅲ

図10 褐  釉
6.9

淡 黄 色
粗 粒 子

内外茶褐色

高台中途か

ら外底と内

底は露胎

な   し 高台の断面は三角形状
底部資料

沖 縄 985E-4
30μ 0

Ⅲ

第56

図 1
褐 釉
陶 器

13.0

6.5

6.0

淡黄白色で

粗 粒 子
内外黒褐色

高台際から

外底まで露

胎見込み部

輪状に無釉

鉄泥鉄釉

な   し 口縁部は僅かに外反高台は
入念な形成。畳付から高台

内外下位に自色物質が付着

外面にヘラ削り痕が残る

高台脇に鏑がある。口縁部

から底部にかけての破片

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図 2 褐 釉
陶 器

13.7 淡 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色

高台脇と見

込み部のみ

露胎

な   し 口縁部僅かに外反
外面にヘラ削り痕が残る
口縁部小破片

沖 縄 938E-3
40ん 0

Ⅲ

図 3 褐 釉
陶 器 6.4

灰 色 で
微 粒 子

畳付を除く

総釉

外は黒色

内は灰白色

な   し 高台脇に鏑が二状ある
高台部に白色物質が付着

見込み部輪状に削る

底部資料

沖 縄 755E-5
30み 0

Ⅲb

図 4 褐 釉
陶 器

灰黄 白色

微 粒 子
内外黒褐色

高台際から

外底まで露

胎

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

畳付に自色物質が付着

底部資料

沖 縄 30E-4
I

図 5 褐 釉
陶 器 5.8

灰黄 白色

微 粒 子
内外黒褐色

高台際から

外底まで露

胎

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鍋がある

畳付に自色物質が付着

底部資料

沖 縄 1064E-3

Ⅲ

図 6 褐 釉
陶 器 6。 2

淡 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色

高台際から

外底まで露

胎

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

畳付に白色物質が付着

底部資料

沖 縄 968E-4
20β0

Ⅲ

図 7 褐 釉
陶 器 6.3

淡黄 色 で

粗 粒 子
内外黒褐色

高台際から

外底まで露

胎

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

畳付に白色物質が付着

底部資料

沖 縄 904E-3
40//50

Ⅱb

図 8 褐 釉
陶 器 6.0

灰黄 白色

微 粒 子
外は黒褐色

高台中途か

ら外底まで

露胎 高台
に釉垂れ

内は灰白色

あ   る 高台は入念な形成
高台脇に鍋がある

畳付に自色物質が付着

見込み部輪状に削る

底部資料

(白化粧して透明釉かける)

沖 縄 1065E-3

Ⅲ

-176-

5。 8



第56

図 9
褐 釉
陶 器 6.0

灰 黄 色
微 粒 子

外は黒褐色

高台途中か

ら外底まで

露胎。高台

に釉垂れ。

内は灰白色

な   し 高台は入念な形成。
高台脇に鏑がある。

見込み部輪状に削る。

内面に茶褐色物質が無数に

付着。

底部資料

沖  縄 748E-4

Ⅱ

図10 褐 釉
陶 器

淡 黄 色 で

粗 粒 子
内外に黒褐
色。高台際
から外底ま
で露胎。

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成。
高台脇に鏑がある。
畳付に自色物質が付着。

底部資料

沖  縄 947E-4

Ⅲ

図11 褐 釉
陶 器 5。 7

灰黄白色で

微 粒 子
内外に黒褐
色。高台際
から外底ま

で露胎。

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

畳付に自色物質が付着

底部資料

沖 縄 703E-3
10″ 0

Ⅲb

図12 褐 釉
陶 器 5.9

灰黄 白色

微 粒 子
外は黒褐色
畳付と内底
一部露胎

内は灰色

あ   る 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

畳付に自色物質が付着

底部資料 (内面に自化粧)

沖 縄 746E-4
20β 0

Ⅱ

図13 褐 釉
陶 器 6.2

淡 黄 色 で

微 粒 子
内外に黒褐

色。高台際
から外底ま

で露胎

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

底部資料

沖  縄 1098E-4

Ⅲ

図14 褐 釉
陶 器 6.2

淡 黄 色
微 粒 子

内外灰白色

高台際から

外底まで露

胎 内底は
黒褐色

見込み部輪

状に無釉

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

高台中途から内高台中途ま

で自色物質が付着

底部資料

沖 縄 957D-7
20β0

Ⅳ

図15 褐 釉
陶 器 6.5

淡 黄 褐 色

微 粒 子
内外黒褐色

高台際から

外底まで露

胎。

見込み部輪

状に無釉。

な   し 高台は入念な形成
高台脇に鏑がある

高台中途から内高台中途ま

で自色物質が付着

底部資料

沖 縄 1004E-4
30μ 0

Ⅲ

図16 褐 釉
陶 器

淡黄 色 で

微 粒 子
外は黒褐色
畳付は露胎

内は灰白色

な   し 高台脇に鏑がある
見込み部輪状に削る

底部資料

沖 縄 985E-4
30μ0

Ⅲ

図17 褐 釉
陶 器 6.7

灰 白 色 で

微 粒 子
高台際から

外底と見込
み部露胎

な   し 底部資料 沖 縄 572E-3
237

Ⅱa

図18 褐 釉
陶 器 6.0

黄 褐 色
微 粒 子

内外黒褐色

高台際から

外底と見込
み部は露胎

な   し 高台脇に鏑がある
高台中途から内高台中途に

自色物質が付着

底部資料 (高 台に自手 )

沖 縄 158E-7

I

第 15表 褐 釉 陶 器 観察一覧
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第56

図19

褐 釉
陶 器 3.3

灰 白 色
微 粒 子

外は黒色で

釉が厚い

畳付から外

底まで露胎

内は灰白色

あ   る 内底と畳付に自色物質が付
着

底部資料

(内面に自化粧 )

沖  縄 31l C-6

攪乱

第57

図 1
褐 釉
陶 器 6.2

灰 褐 色 で

粗 粒 子
暗褐色の薄
い釉

高台際から

外底まで露

月台

あ   る 小型の壷。胴部から肩部に
かけて膨らむ。頸部は2.4

cmに 絞る。口縁部破損、接

合によりほぼ完成 した壺資

料。

985E-4
30/40
Ⅲ

図 2 褐 釉
陶 器

灰 黄 色 で

微 粒 子
外は黒色で

厚い釉

高台際から

外底まで露

胎。高台に

釉垂れ内は

茶褐色

な   し 内は輪状の樵で痕が残る碁
笥底で底面から僅かに開い

て腰部から胴部にかけて丸

みをもつ

見込み部の器厚が15mと 厚

く胴部に向けて薄くなって

いる。大型壷の底部資料

沖 縄
1100E-5

Ⅲ

図 3 褐 釉
陶 器

灰黄 色 で

微 粒 子
外は黒緑色
で薄く施釉

外底と内は

露胎

な   し 徳利。口縁部と高台は一部
破損。底部から丸味を帯び

て立ち上がり、最大径を胴

部にもち、さらに肩部より

緩やかに絞って、細かい頸

部に移行。高台脇に輪状に

削られている。高台は八の

字に開いている。

沖 縄 730E-3

Ⅲ

図 4 褐 釉
陶 器 11.3

淡黄白色で

粗 粒 子
内外に黒褐

色の厚い釉

高台中途か

ら畳付。内

高台中途ま

で露胎外底
一部釉を拭

きとる。内

底に施釉

見込み部に

釉垂れ

な   し 内に樵で痕が残る

高台が低い

碁笥底で底面から僅かに開
いている

大型壺の底部資料

沖 縄 968E-4
20/30
Ⅲ

図 5 褐 釉
陶 器 6.3

淡黄 色 で

粗 粒 子
外は黒色で

厚い釉

高台中途か

ら内高台中

途まで露胎

内は露胎

な   し 内底中央部が輪状に削られ
ている。月同部から肩にかけ

て膨らみ、頸部にかけて内

傾している。

内面に樵で痕が残る

小型壷の底部資料

沖 縄 758E-5
40ん0

Ⅱb

図 6 褐 釉
陶 器

淡 黄 色
粗 粒 子

外は黒色で

厚い釉
一部輪状に

無釉

内は露胎

な   し 上面が斜めで傘状に開く蓋
上面の中央が輪状に削られ

ている。

沖縄製耳壺 (ミ ンガーミー)

の蓋

沖  縄 704E-3
10″ 0

Ⅱb

図 7 褐 釉
陶 器 5.1

暗灰褐色で

微 粒 子
外は黒褐色

高台際から

外底と内面

ヤま露月台

な   し 内外にヘラの調整痕が残る
高台は八の字に開いている

底部から丸味を帯びて立ち

上がり胴部で最大に膨らみ

しだいに内傾している

小型壷の破片

沖 縄 不 明

-178-
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図 8

褐 釉
陶 器 4.4

灰 白 色 で

微 粒 子
外は黒褐色

高台際から

外底と内部

は偏霧1月台

あ   る 高台部は入念に形成。外底
中央が削られている。内に

樵で痕が残る

小型壷の底部資料

沖  縄 567

攪乱

第58

図 1
褐 釉
陶 器

14.3 淡 黄 色
粗 粒 子

蓋受から内

面まで灰白

色

外は黒褐色

あ   る 口縁部は僅かに外反。外面
にヘラ調整痕が残る
日縁部小破片

(内面白化粧)

沖  縄 985E-4
30た0

Ⅲ

図 2 褐 釉
陶 器

淡 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色 な   し 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

沖 縄 904E-3
40ん 0

Ⅱb

図 3 褐 釉
陶 器

11.8 淡 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色 な   し 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

沖 縄 985E-4
30み 0

Ⅲ

図 4 褐 釉
陶 器

淡 灰黄 色

微 粒 子
外は黒色

蓋受から内

面にかけて

灰白色

な   し 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

内面白化粧

沖 縄 不 明

図 5 褐 釉
陶 器

11.9 淡 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色 な   し 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

沖  縄 1004E-4
30/40
Ⅲ

図 6 褐 釉
陶 器

14.0 灰 黄 色
微 粒 子

内外黒緑色

腰部から下

位にかけて

露胎

な   し 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

釉にムラがある

沖  縄 3表

図 7 褐 釉
陶 器

淡 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色
口縁部内か

ら下位は釉
が拭きとら

れる

な   し 口縁部は僅かに内傾
口縁部破片

沖 縄 938E-3
40/so
Ⅲ

図 8 褐 釉
陶 器

淡 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色 な   し 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

沖 縄 904E-3
40ん 0

Ⅱb

図 9 褐 釉
陶 器

灰 黄 色
粗 粒 子

内外黒褐色 あ   る 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

沖 縄 1065E-3

Ⅲ

図10 褐 釉
陶 器

12.1 淡 黄 色
粗 粒 子

内外茶褐色 な   し 口縁部は僅かに外反
口縁部小破片

沖 縄 30E-4
I

図 11 褐 釉
陶 器

灰 白 色
微 粒 子

外は黒色

内は無釉

な   し 瓶の肩の部分の小破片
肩から胴にかけてやや垂直

に折れる

沖 縄 1027E-4

Ⅲ

図12 褐 釉
陶 器

4。 1 灰 白 色
微 粒 子

内外に茶褐

色、所々に

黒釉、内は

一部露胎

な   し 口縁部は「く」字状に外反
口縁部のみ小破片

沖縄 ? 表

図 13 褐 釉
陶 器

14.5 灰   色
粗 粒 子

内外黒褐色
口縁部内側
は釉が拭き
とられる

な   し 口縁部は「く」字状に外反
口縁部小破片

沖 縄 1077E-4

Ⅲ

第 15表  褐釉陶器 観察一覧
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第58

図14
褐 釉
陶 器

灰 白 色
微 粒 子

内外黒色

釉は厚い

あ   る 内面は 5～ 6皿幅で輪状に
規則的に削られ凹凸になっ

ている

胴部破片

沖 縄 2表

Ⅲ

図 15 褐 釉
陶 器 5。 9

灰 白 色
微 粒 子

外は茶色で

釉は厚い。

高台際から

外底と内面

はすべて露

月台

な   し 月同部は縦′こほぼ規貝」白勺ヤこ細
か く削られた線が不規則な

間隔で全体にある。

底部か胴部にかけてほぼ垂

直に立ち上が り肩にかけて

僅かに内傾。底部破片

沖 縄 968E-4
20β0

Ⅲ

図16 褐 釉
陶 器 3.2

淡 黄 色
粗 粒 子

外は黒色

内は灰白色

骨付は露胎

な   し 見込み部輪状に削る
底部高台の破片

(内面白化粧)

沖 縄 683E-4
10ρ 0

Ⅲ

図17 褐 釉
陶 器

灰 白 色
微 粒 子

外は黒褐色

釉は厚い

高台際から

外底と内面
はすべて露

月台

な   し ベタ底
高台脇が輪状に削られてい

る

内に樵で調整痕が残る

底部小破片

沖 縄 968E-4
20β0

Ⅲ

図18 褐 釉
陶 器 7.5

灰 黄 色
微 粒 子

外は黒色

釉は厚い

外底と内部
は履暑1月台

な   し ベタ底
内に樵で調整痕が残る

底部破片

沖 縄 9E-4
攪乱

図19 褐 釉
陶 器

灰   色
微 粒 子

外はチョコレート

色

釉は厚い

高台下位か

ら外底と内

面はすべて

露胎

な   し ベタ底
高台脇が輪状に削られる

胴部はやや直線的に開いて

いる

底部小破片

沖 縄 1004E-4
30み 0

Ⅲ

図20 褐 釉
陶 器 10.0

灰 白 色
微 粒 子

内外露胎

高台際に釉

垂れ

な   し 内面にI焦で調整痕が残る
器厚が厚い

高台部が破損

底部破片

沖  縄 900E-3

Ⅱb

図21 褐 釉
陶 器 10。 1

灰   色
微 粒 子

内外黒色

釉は厚い

畳付は露胎

あ   る 内底が輪状に削られ凹凸が
残る。器厚が厚い (12m)

破損面に褐色物質がある。

高台外面破損。底部資料

沖 縄 746E-4

Ⅱ

第59

図 1
陶 器

底  部
白 黄 色
粗 粒 子

外面は褐色

釉、内面は

白黄色鉄釉

底部は露胎、高台脇から胴

部にかけて褐色釉、大きめ

の三つ足の1つが残ってい

る。

沖 縄 984E-4
30μ 0

Ⅲ

図 2 陶  器 13.3 白 灰 色
粗 粒 子

外面褐色釉
と露胎

内面は薄茶

胴部は褐色釉。高台脇から

底部にかけて露胎。

大きめの三つ足の 1つが残

っている。

沖  縄 957D-7
20fio
Ⅳ
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挿図

番号

図反

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色・施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第60

図 1

壷  屋 1 4

7

9

淡 灰 色
微 粒 子

乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 外胴部に黄茶褐色の飴釉で
円を描き、その周辺に呉須

に よ り7個 の斑点文があ
る。内面中央に重焼きの跡

あ り。

沖 縄 19C頃 1078E-4

Ⅲ

図 2 壷 屋 14.0

6。 2

6.1

淡 灰 色
微 粒 子

灰 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ  る 口唇部の一部に黒灰色の釉
がかかる。

茶第摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 957D-7
20β 0

Ⅳ

図 3 壷  屋
6.3

淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 外胴部に呉須により4個の
斑点文がある。茶先摺に重

焼きの跡あり。

沖 縄 30E-4
0ん

I

図 4 壼  屋
6.7

淡黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 茶先摺に重焼きの跡あり。 沖 縄 2表

図 5 壺 屋
5。 8

淡黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ  る 外胴部に茶褐色の飴釉で円
を描き、その周辺に呉須に

より7個の斑点文がある。
茶完摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 938E-3
40ん 0

Ⅲ

図 6 壺  屋
6.7

淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 茶完摺に重焼きの跡あり。 沖 縄 678E-3
0/10

Ⅲ

図 7 壷 屋
6.2

淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 外胴部に呉須により5個の

くすんでまだらになってい

る斑点がある。

茶完摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 1表

図 8 壺 屋
6.8

淡 灰 色
粗 粒 子

灰 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 茶完摺に重焼きの跡あり。 沖 縄 872D巧 。6

表採

図 9 壷  屋
6.6

淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 外胴部に呉須により3個の
斑点文がある。

茶完摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 1表

図10 壷  屋
6。 1

淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ  る 茶先摺に重焼きの跡あり。 沖 縄 947E-4

Ⅲ

図 11 壷  屋
5。 4

淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 外胴部に呉須による、まだ
らな文様がある。

茶完摺に重焼きの跡あ り。

沖 縄 947E-4

Ⅲ

図12 壷  屋
6.2

淡 灰 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 茶完摺に重焼きの跡あり。
(白化粧)

沖 縄 704E-4
10/20

Ⅱb

図13 壺 屋
6。 9

淡 灰 白色

粗 粒 子
灰 白 色
畳 付 除 く

総   釉

あ   る 茶完摺に重焼きの跡あり。
底部に呉須による文様あ
り。 (白化粧)

沖 縄 1055E-3

Ⅲ

第 16表  壺 屋 焼 観察一覧
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挿図

番号

図反

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色 0施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第61

図 1

壺 屋
白 土

15.3 淡 黄 白 色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 外反口縁部である。

(内外白化粧 )

沖 縄 1108E-8

Ⅱ

図 2 壺 屋
白 土

口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

淡 灰 白 色 あ   る 外反口縁部である。
(内外白化粧 )

沖 縄 747E-4
20β0

Ⅱ

図 3 壷 屋
白 土

口 縁 部 黄 白 色
粗 粒 子

乳 白 色 あ   る 外反口縁部である。
(内外白化粧)

沖 縄 3表

図 4 壷 屋
白 土

口 縁 部 淡黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 外反口縁部である。

(内外白化粧)

沖  縄 1023E-7
5/10

表採

図 5 壷 屋
白 土

口 縁 部 淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 外反口縁部である。

(内外白化粧)

沖 縄 568

攪乱

図 6 壷 屋
白 土

口 縁 部 淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 口縁部は直口

口縁部小破片

(内外白化粧)

沖 縄 9E-4

I

図 7 壷 屋
白 土

口 縁 部 淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 口縁部はゆるやかな外反を

示す。外面胴部は輪状に削

られている。口縁部小破片

(内外白化粧)

沖  縄 255C-6
0/5

I

図 8 壷 屋
白 土

口 縁 部 淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 口辺部輪状に削られている

口縁部ゆるやかな外反
口縁部小破片

(内外白化粧)

沖 縄 20E-5
5/10

I

図 9 壷 屋
白 土

口 縁 部 淡黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 口縁音lζは月同部よ り

ス トレー ト直口

口縁部小破片

沖  縄 1表

図10 壷 屋
白 土

18.5 淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 口縁部全体に釉破損

口縁部小破片

(内外白化粧)

沖 縄 1065E-3

Ⅲ

図11 壷 屋
白 土

口 縁 部 淡 灰 色
微 粒 子

淡 灰 白 色 あ   る 口縁部ゆるやかな外反
口縁部の一部に茶褐色の飴

釉がある。

(内外白化粧)

沖 縄 984E-4
30み 0

Ⅲ

図12 壷 屋
白 土

口 縁 部 灰 白 色
粗 粒 子

乳 白 色
総   釉

あ   る 外側に粒状のものが多数見
られる。日縁部から頸部は

外側にゆるやかに反ってい

る。

沖 縄 18C後～
19以降

737E-3
20^V30

Ⅲb

図13 壺 屋
白 土

11.6 灰 茶 白色

微 粒 子
灰 茶 白 色 あ   る 文様なし

口縁部は多少内湾気味であ

る。

沖 縄 17C 8E-3

I

第 16表 壺 屋 焼 (白土)観察一覧
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第61

図14
壷 屋
白 土

8.2 濁 白 色
微 粒 子

あざやかな な   し 先端に向かって細 くなって
いる。内面は細かい圏線を

廻らす。 (瑠璃絵 )

沖 縄 18C～ 736E-3
30み 0

Ⅱ b

図15 壷 屋
白 土

14.6

5。 8

6.4

淡 黄 白色

粗 粒 子
淡 灰 白 色

畳付と茶完

摺 は 無 釉

あ   る 茶完摺に重焼きの跡
口縁部はゆるやかな外反。

沖 縄 904E-3
40ん 0

Ⅱa

図16 壷 屋
白 土

12.0 淡 茶 白色

粗 粒 子
乳 白 色 あ   る 下部から底部に向かって灰

色の貫入が多くある。口縁

部小破片 茶完摺に重焼き
の跡あり。 (内外白化粧)

沖 縄 904E-3
40/50

Ⅱ a

図17 壷 屋
白 土

13.7

6.5

6。 8

淡 茶 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳付と茶完

摺 は無 釉

な   し 茶第摺に重焼きの跡
口縁部ゆるやかな外反。

沖 縄 968E-4
20ん0

Ⅲ

図18 壷 屋
白 土 5。 6

淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 緑 色

畳付と茶先

摺 は無 釉

あ   る 底部半破片、立ちあがり部
が多少残っている。胴部丸

みをおびている。茶第摺に

重焼きの跡あり。

沖 縄 17C 727E-3

Ⅲ

図19 壷 屋
白 土 6.0

淡 灰 白色

微 粒 子
淡 青 緑 色

畳付と茶第

摺 は 無 釉

あ   る 底部半分破片、立ちあがり
が多少残っている。胴部丸

みをおびている。茶究摺に

重焼きの跡あり。

沖  縄 18後半 947E-4

Ⅲ

図20 壷 屋
白 土 6.6

淡黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳付と茶究

摺 は無 釉

な   し 底部の小破片

茶完摺に重焼きの跡あり。

(内外白化粧)

沖 縄 1表

図21 壷 屋
白 土 5.2

濁 白 色
粗 粒 子

淡 灰 色
畳付と茶完

摺 は無 釉

あ   る 高台脇に不鮮明な櫛描堅筋
文がある。畳付内外面から

高台途中まで砂が付着

茶先摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 1表

図22 壷 屋
白 土 6。 4

黄 白 色
粗 粒 子

淡 灰 白色

畳付と茶第

摺 は無 釉

あ   る 底部の小破片
茶第摺に重焼きの跡あり。

(内外白化粧)

沖 縄 7E-3

I

図23 壷 屋
白 土 6.6

淡 黄 白色

粗 粒 子
淡 灰 白色

畳付と茶先

摺 は無 釉

あ  る 底部から高台の小破片
畳付内外端の素地は丸く成

形される。高台内面途中か

ら露胎

茶究摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 727E-3

Ⅲ

図24 壷 屋
白 土 7.1

淡 黄 白色

微 粒 子
乳 白 色
内面と底部

無   釉

な   し 高台部分がなく平坦な底部
をしている。

(内外白化粧)

沖 縄 710E-4
20β0

Ⅱ

図25 壷 屋
白 土

淡 黄 白色

粗 粒 子
乳 白 色
畳付は無釉

あ   る 底経力し」ヽさい
畳付のみ露胎する

内底面に重焼きの跡が見ら

れる。

沖 縄 947E-4

Ⅲ
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挿図

番号

図反

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素    地 釉色 0施釉 貫   入 器形 。文様 その他の特徴 産 年   代 出土地点

第62

図 1
壷  屋 13.5 淡 灰 色

粗 粒 子
淡 灰 色
両 面 施 釉

あ   る 胴部に黄縁色と淡茶色の呉
須の花文様がある。

口辺はなめらかな外反

沖 縄 1065E-3

Ⅲ

図 2 壷  屋 13.8 淡 黄 色
粗 粒 子

乳 白 色
両 面 施 釉

あ   る 口辺はなめらかな外反
口縁部小破片

(内外白化粧)

沖  縄 904E-3
40ん 0

Ⅱb

図 3 壷  屋 12.5 淡 灰 色
粗 粒 子

淡 灰 白色

両 面 施 釉

あ   る 口辺はなめらかな外反で口
辺の lヵ 所に呉須による文

様がある。 (内 外白化粧 )

沖 縄 1052E-3

Ⅲ

図 4 壷  屋 13.4 淡 灰 色
粗 粒 子

淡 灰 白色

両 面 施 釉

あ   る 口辺はなめらかな外反
(内外白化粧)

沖 縄 1l E-3

I

図 5 壷  屋 14.0 淡 黄 色
粗 粒 子

乳 白 色
両 面 施 釉

あ   る 口辺はなめらかな外反
口辺の下部に呉須による文

様がある。 (内外白化粧 )

沖 縄 1052E-3

Ⅲ

図 6 壷  屋 13.3 淡 黄 色
粗 粒 子

乳 白 色
両 面 施 釉

あ   る 口辺から胴部にかけて黄茶
褐色の飴釉で円を描き、そ

の周辺に呉須により2個の

斑点文がある。

(内外白化粧)

沖  縄 1073E-3
30み 0

Ⅲ

図 7 壺  屋 口 縁 部 淡 黄 色
粗 粒 子

淡 灰 白 色

両 面 施 釉

あ   る 口辺はなめらかな外反
(内外白化粧)

沖 縄 1078E-4

Ⅲ

図 8 壷  屋 口 縁 部 淡 茶 白色
粗 粒 子

淡 灰 白色

両 面 施 釉

あ   る 口辺はなめらかな外反
(内外白化粧)

沖 縄 1065E-3

Ⅲ

図 9 壷  屋 口 縁 部 淡 灰 色
粗 粒 子

淡 灰 白色

両 面 施 釉

あ   る 口辺の下部に呉須による文
様がある。
口辺はなめらかな外反

沖  縄 704E-3
10カ 0

Ⅱb

図10 壷  屋 口 縁 部 濁 灰 色
粗 粒 子

乳 白 色
口縁 部 の

釉 は 破 損

あ   る 口辺の胴部いかけて呉須に
より3個の斑点文がある。

沖 縄 6E-4

I

図11 壺  屋 濁 灰 色
粗 粒 子

淡 灰 色
両 面 施 釉

あ   る 胴部に黒色の線彫 りした後
に紺色と緑色の呉須を施 し

てある。 (土瓶 )

沖 縄 14E-4

I

図12 壷  屋 8.0

4.2

3.7

淡 灰 色
粗 粒 子

外面淡灰色

内面淡灰白

色 畳付と
茶完摺無釉

あ   る 腰部から胴部へ丸味を持
ち、口縁へゆるやかな外反

茶究摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 947E-4

Ⅲ

図13 壷  屋 6.5 淡 黄 色
粗 粒 子

淡 灰 白 色

口縁 部 か

ら 内 側 口

辺 は 無 釉

あ   る 紺色の線状の後に淡紺色と
黄茶色呉須を施してある。

頸部から口縁部へ内側にす

ぼんでいる。 (土瓶 )

沖  縄 1065E-3

Ⅲ
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第62

図14

壷  屋 6.2 淡 灰 色
微 粒 子

淡 灰 白 色

口縁 部 か

ら 内 側 の

口 辺 に か

け て 無 釉

あ   る 淡緑色の呉須による文様が

ある。頸部から口縁部へ内

側にすばんでいる。 (土瓶 )

沖  縄 225表

図15 壷  屋 8.2

3.6

4.0

淡黄 白色
粗 粒 子

乳 白 色
畳付茶完摺

無   釉

あ   る 胴部から口縁部にストレー
トで直口。茶第摺に重焼き

跡あり。 (内外白化粧)

沖  縄 36E-5

I

図16 壷  屋 3.9 淡 灰 色
微 粒 子

上面は淡青

白色の釉で

内側は無釉

あ   る 上面がほぼ水平になった蓋
である。

沖 縄 710E-4
20ん 0

Ⅱ

図17 壺  屋 11.8 濁 白 色
粗 粒 子

上面は乳白

色の釉で内

側 は 無 釉

あ   る 上面が斜めの傘状になった
蓋である。

(内外白化粧)

沖  縄 704E-4
ro/20
Ⅲ b

図18 壺 屋 灰   色
粗 粒 子

淡 灰 釉
底部中央に

黒釉が付き

畳付と茶先

摺 は無 釉

あ   る 腰部から胴部にかけて約 1
C皿間隔に直線状の面取りを

施し口縁部欠失。

茶完摺に重焼きの跡あり。

沖 縄 1055E-3

Ⅲ

図19 壷  屋 4.0

2.6

淡 茶 白色

粗 粒 子
上面淡灰白釉

内面 白釉

あ   る 花文様の線彫りした後に茶
褐色、淡縁色の呉須を施し

てある。上面はほぼ水平に

なって中央につまみがつい

た蓋である。

沖 縄 1044E-7
30μ 0

Ⅳ

図20 壷 屋

胴  部

淡 灰 白色

粗 粒 子
両面淡灰白釉 あ   る 腰部から胴部にかけて丸く

なっている。口縁部と底部

は欠失

沖 縄 704E-3
10ρ 0

Ⅱb

図21 壺  屋
底  部

淡 黄 色
粗 粒 子

外面の高台

脇から上に

施釉。内面

と底部無釉

あ   る 高台がなく底部は平坦にな
って、二足の一ヵ所が残っ

ている。内面に輪状の面取

りが施している。

沖 縄 1表

図22 壷 屋
6。 6

濁 黄 白色

粗 粒 子
乳 白色 釉
畳付と茶究

摺 は無 釉

あ   る 底部約半分は破損
細い貫入が多くみられる。

沖 縄 1107D-6

表採

図23 壷  屋
6。 7

淡 黄 色
粗 粒 子

乳 白色 釉

内面と畳付

無   釉

あ   る 底部の高台の部分が低く
底部の中央部と畳付が地に

付き安定している。

(外側白化粧)

沖 縄 270C-5
10/15

Ⅱa
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挿図

番号

図版

番号

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色・施釉 貫   入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第63

図 1
素焼き 22.4 レ ン ガ 色

石灰質の微

砂粒混入

な し な   し 口縁が「く」の字状に折り
曲る。日縁に把手が付いて

いる。内面は回転擦痕で仕
上げる。外面にスス付着。

744E-4
20β 0

957D-7
20β0

(他 7接合)

(Ⅱ )(Ⅳ )

図 2 素焼き 19.8 レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 口縁が「く」の字状に折り
曲る。日縁の把手部分は欠

失。外面にスス付着。

1064E-3

Ⅲ

図 3 素焼き 19。 7 淡 レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 口縁が「く」の字状に折り
曲る。外面にスス付着。

900E-3
40ん 0

Ⅱb

図 4 素焼き 18.4 レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な し な   し 口縁部は「く」の字状に折
り曲る。外面にスス付着。

744E-4
20ハ 0

Ⅲ

図 5 素焼き

胴   部

レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 胴部の膨みが下半部にあ
る。

九底の器形になる

外面にスス付着

710E-4
20β 0

968E-4
20β0

(Ⅱ )(Ⅲ )

第64

図 1
素焼き 14.7 v/h'e,

ffifn +
な    し な   し 内面口縁部は肥厚し胴上部

に有孔の把手を貼付ける。
口唇にススが付着。

1064E-3

Ⅲ

図 2 素焼き 14.5 v-./nE
,flfn +

な    し な   し 内湾口縁で、口唇にススが

付着。胴上部に取手を貼付

ける。

1077E-4

Ⅲ

図 3 素焼き 19。 4 レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 内湾口縁で、若干肥厚し外
面に自土のロクロ痕あり口

唇にススが付着。

498E-9
30μ0

Ⅲ

図 4 素焼き 15.8 レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 内湾口縁で、若干肥厚し両
面ロクロ痕、外面口縁下部

に圏線状にヘラ削り。

947E-4
984E-4
30μ0

(Ⅲ )(Ⅲ )

図 5 素焼き 7.8 v ./ h"e,
,flfn +

な    し な   し 急須の身の部分 ?で、口縁
端部を外反させる。内面に

箆削り。

968E-4
20β 0

744E-4
20β 0

(Ⅲ )(Ⅱ )

図 6 素焼き 8.5 v_./nE
,fl&+

な    し な   し 急須の身の部分 ?で、口縁
端部を外反させる。内面に

箆削り

900E-3
40ん 0

Ⅱb

図 7 素焼き 7.8 レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 急須の身の部分 ?で、口縁
端部を外反させる。内面に

箆削り。

744E-4
20β0

710E-4
20/30

(Ⅱ )(Ⅱ )

第 17表 陶質土器 観察一覧
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第65

図 1
素焼き 14.2

8.0

11。 1

v Y )ie,
ffifn+

な    し な   し 内湾口縁で胴上部に取手を

貼付け内面はロクロ痕があ

り外面は口縁から高台脇ま

で箆削り、口唇にススが付

着口縁内面に三角状の突起

がある。    (白 手)

633C-7
20β0

Ⅳ

図 2 素焼き 16.0 レンガ色
石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 内湾口縁で肥厚している口

縁内面に三角状の突起を貼

付ける。全体にスス付着。

984E-4
30み 0

998

30み 0

(Ⅲ )(Ⅲ )

図 3 素焼き レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 取手の部分で半月形で中央
に 8ミ リの孔を縦位に穿っ

ており孔周辺は丁寧に調整

985E-4
30μ0

Ⅲ

図 4 素焼き 17.0 淡レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 口縁内面に蓋を受ける為の

突起を貼付ける、頸部が 2

cm幅で圏線状に削られてい

る。

984E-4
30μ 0

Ⅲ

図 5 素焼き レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 取手の部分で、中央に 8ミ
リの孔を縦位に穿っており

孔周辺は丁寧に調整。

10E-5

I

図 6 素焼き 淡レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 取手の部分で、半月形で厚
みがあり、中央に 8ミ リの

孔を縦位に穿ってある。

1027E-4
0/10

Ⅲ

第66

図 1
素焼き

10。 6

v Y rt"e,
,flft +

な    し な   し 外面は胴部から高台脇まで

自土色の箆削り、内面はロ

クロ痕。    (白 手)

1027E-4

Ⅲ

図 2 素焼き

底  部 粗
ガ 色

子粒

な    し な   し 内面はロクロ痕。
高台からの立ち上がりは、

胴部へ直線的に移行。

9E-4

I

図 3 素焼き
6.2

レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 高台部の幅は浅く畳付は、
どっしりと安定した作りで

ある。

938E-3
40ん 0

Ⅲ

図 4 素焼き
7.8

淡レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 外面胴部から高台脇まで、
箆削り、内面は擦痕。

立ち上がり部分から丸味を

帯びながら胴部へ移行。

1027E-4

Ⅲ

図 5 素焼き
8.4

淡レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 高台脇の両面に石灰質の微
砂粒が付着。

1064E-3

Ⅲ

図 6 素焼き レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 高台からの立ち上がりは胴
部へ直線的に移行。

968E-4
20β 0

Ⅲ

図 7 素焼き
7.6

淡レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 外面胴部から高台脇まで箆
削り。面擦痕。

702E-3
30み 0

Ⅲb

図 8 素焼き レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 鍋の蓋とみられるもので外
面擦痕。

1004E-4
30み 0

Ⅲ
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第66

図 9
素焼き レンガ色で

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 鍋の蓋とみられるもので外
面に擦痕。

968E-4
20β 0

Ⅲ

図 10 素焼き レ ンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 鍋の蓋とみられるもので内
面擦痕、外面は回転箆削り
の後に擦痕を施している。

957D-7
20β 0

Ⅳ

図 11 素焼き

粗

ガ 色

子粒

な    し な   し 急須の蓋で、内側に身受け
の鍔がある。外面に削りと

擦痕がある。

744E-4

Ⅲ

図12 素焼き 7.7

粗

ガ 色

子粒

な    し な   し 口縁は短 く直口し、その直
下に胴部が丸く張出してい

る。

900E-3
40ん0

Ⅱb

図13 素焼き

粗

ガ 色

子粒

な    し な   し 急須の肩の部分で下の部分
はススが付着。

内面の上の部分擦痕あり。

703E-3
r0/20
Ⅱ b

図 14 素焼き

底  部
レンガ色

石 灰 質 の

微砂粒混入

な    し な   し 高台脇から胴部へ箆削り。 712E-5
30μ 0

Ⅱ b

第 17表 陶 質土器 観察一覧
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翻
構
・醐
辞

分  類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色・施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第67

図 1
瓦  器 33.3 褐    色 な    し な   し 口縁部側面に 2段の凹凸有

り。表面に花文様が施され

ている。

大  和 2表

図 2 瓦  器 24.6 褐   色 な    し な   し 口縁内側に把手を貼付けら
れていて蓋が付属していた

事が考えられる。日縁上部

は平坦。

沖 縄 900E-3
40ん 0

Ⅲb

図 3 瓦  器 24 灰   色 な    し な   し 口縁部側面に 3段の凹凸有
り。

大  和 2表

図 4 瓦  器
底  部

褐   色 な    し な   し 底部破片である。器台?だ
と思われる。厚みがありど

っしりと重たい。

沖 縄 1072E-3
30み 0

Ⅲ

図 5 瓦  器
底  部

褐   色 な    し な   し 器面は、ナデ調整による跡
が見られる。色調は茶褐色

であるが、断面中央部は灰

褐色を呈し、サンドイッチ

状となる。

沖 縄 900E-3
40ん 0

Ⅱb

第 18表 瓦   器 観察一覧

第 18表 瓦 観察一覧

翻
辞
・
醐
鶴

分 類

口  径
底  径
器  高
(cm)

素   地 釉色・施釉 貫  入 器形・文様 その他の特徴 産 年  代 出土地点

第68

図 1
瓦 胴  部 黒 褐 色 な    し な   し 厚く、内側に凹凸がある。

細かい文様が所々に見られ

る。

沖 縄 表
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挿図

番号

図版

番号

出土 地 区

出土 層 位

法

量

長さ (C皿 )

幅 (cm)

厚さ (cm)

重さ (g)

器   種 石   質 観 察 事 項

第70

図 1

D-7Ⅳ 層
暗褐色土層

4.4

2.6

0.8

10

Flak?

彫 亥」 刃
チャー ト岩

(灰 色 )

図 2 C-6Ⅳ層 3.7

2.7

1.7

10

剥   片
彫 亥」 刃

チャート岩

図 3 C-7Ⅳ 層 2.0

1.8

0。 4

3

剥    片 チャー ト岩 使用痕有り

図 4 C-61層 3.8

3.0

2.6

30

チャート岩 使用痕有り

図 5 D-7Ⅳ 層 2.0

1.5

1。 1

剥   片 チャート岩 加工痕有り

第71

図 1

E-6Ⅲ a層 23.6)

14.0)

10.3)

,640)1

容    器 サ ン ゴ礫 キクロサンゴ礫による容器、かなり深めの凹面からして、
洗面用として用いられたと思われる。約 1/4の 残欠。
側面が、スレている事から転用されている。転用用途は不

明。

図 2 なし、写真
か現場の実

測より判断

す る こ と

25.6

15。 4

5。 1

4,500

石    皿 硬 砂 岩
(ニ ービの芯)

比較的大きな石を用いている。全体の1/3残欠。表面の
み利用され、わりと浅い凹面を有する。

第72

図 1

キ ャ ン プ

ズ ケ ラ ン

D地区m2

12.7)

15.1)

4.0)

1,200)

石   皿 硬 砂 岩 石皿の破片と見られる。これからしてもわかるように、全
体はかなり大きかったと思われる。

表面のみ使用され浅めの凹有り。

図 2 {t/./
Alr1/
Dfi!trN0.2

( 13.8)

( 10。 4)

( 3.1)
(1,010)

石    皿 硬 砂 岩 平面形が長方形状を呈した偏平な板状の素材を使用したと
見られる。表面のみ使用され、浅めの凹面が、所々に見ら

れる。全体の半数以上が欠けている。

図 3 C-7Ⅳ層 14.1)

9。 5)

5。 7)

1,200)

石    皿 硬 砂 岩 中央部に浅めの凹面が有り、所 平々滑をなしている。側面
に、浅めの凹面、平滑をなしている事から、後に砥石とし

て転用されている事がわかる。

図 4 E-5Ⅲ b層 8.6)

12.6)

3.0)

375)

石    皿 硬 砂 岩 長方形状だったと思われる破片である。使いやすい様に端
を加工している。表面はやや浅めの凹面を有する。裏面は

自然に剥離したと思われる。手頃な大きさに欠けた事から、

後にたたき石として転用。左右側辺に敲技痕を有する。

第 19表 石 器 観察一覧
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第 19表 石 器 観察一覧

第73

図 1

E-61層 10。 7

6.9

4。 1

(   590)

た た き石 斑 レイ 岩 河原礫をそのまま用いている。表面と裏面に磨 り面がみら

れ、自然面をわずか残 し、敲打により剥離が目立つ。上端

部も数回に及び敲打 した為、大きく潰れている。下端部は

打損したと思われる。

図 2 E-6Ⅱ a層 11.7

8.5

23.

( 310)

た た き石 砂   岩 左右側辺部はたたき石として用い表面の中央部に砥ぎ面が
見られる。下部は、やや石斧を思わせる様な形成で刃こぼ

れに類似した欠損部。 1つで何役もこなしたと思える。

図 3 E-4Ⅱ層 12.4)

7.3)

6。 4)

755)

た た き石 輝 緑 岩 自然礫を用いている。表面の中央部及び、上端部に、軽微
な敲打痕を有する。側面及び裏面は、強い敲打により大き
く剥離している。全体の1/3残 欠。

図 4 E-4Ⅱ 層 10。 1

5.7

4.9

( 510)

た た き石 斑 レイ 岩 河原礫をそのまま用いている。上下端部、及び側面に敲打

痕を有する。表面の中央部にも敲打による剥離が見られ

る。裏面は、特に一定した方向の敲打による剥離の状態

が、鮮明に窺える製品である。

図 5 E-5Ⅱ b層 9。 2

( 8.0)
6.4

(   650)

た た き石 チャート岩 表面にやや浅めの凹面を有する。

強い衝撃により表面の半分、及び側面の一部が欠損してい

る。裏面は敲打により中央部に浅い凹を有する。下端部は

表裏面よりも力強く敲打したと思える。

図 6 D-4Ⅲ 層 5.4

4.5

( 4.8)
(    25)

磨   石 軽   石 外形はやや四角形を思わせるような形整である。六面全て
に磨り面が見られる。ほぼ平滑な状態で、小さな凹面が 2

～ 3カ 所見られる他、一定の位置で、握りしめていたと思

われる親指大の凹がある。

図 7 キ ャ ン プ

ズ ケ ラ ン

P I TNo.35

M.9の 隣 り
アスファル

ト包含層

11.3

6.1

2.7

310

た た き石 硬 砂 岩 基地内の試堀調査にて出土。わりと偏平な礫を用いてい
る。上下端部、左右側辺部は、フルに活用されている。表

面は、多少の自然面を残し敲打により潰れている。右側辺

上端側は数回にわたる敲打により、大きく欠失している。
裏面は敲打による剥離と、中央よりやや左側辺に浅めの凹

面が有る。

第74

図 1

E-4Ⅲ層 ( 16.6)

( 11.6)

( 7.1)
( 1,400)

た た き石 砂   岩 大型の礫を用いている。上端部から下端部に向けてなだら
かな傾斜を有する。中央部に、やや浅めの凹面が有る。左

側辺部は、縦位の溝状の扶りを有する。右側辺部に砥面が

見られる他、角の部分は敲打により潰れている。裏面の

1/3近 く、磨面を有し、中央部は強い敲打により深く扶
れている。

図 2 E-7Ⅱ b層 6.9

6.0

3.6

210

磨   石 砂   岩 ほぼ円形を呈する河原礫を用いている。周縁部及び表裏面
の中央部に磨り面が認められる。

図 3 E-4Ⅱ層 14.9

8.6

4.7

800

た た き石 砂    岩 表面の中央部に敲打による凹面を有する他表裏面共に下端
部に痘痕状の自然面を残す以外、敲打による剥離が著し
い。側辺部は敲打により、大きく剥落している。

図 4 表   採 ( 7.0)
4。 4

3,4

(   165)

た た き石 砂   岩 棒状の製品だったと思われる。表面の中央部から左側辺部
にかけて斜めに敲打痕を有する。側辺部は、ほば、全面に

敲打による潰れが見られ、下端部の中央は特に敲打により

凹面を有する。

図 5 E-4Ⅱ層 10.6

10.0

3.9

670

凹    石 砂   岩 表面の中央部に敲打による浅めの凹面を有する。周縁部は
敲打により、大きく欠けている。
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第74

図 6

E-4Ⅱ 層 5。 8

5,1

3.4

130

磨    石 砂   岩 小型の円礫を用いている。
表面の中央部に磨り面が認められる。

周縁部は多少の磨り面があるものの、ほとんど自然面のま

まである。

第75

図 1

E-4Ⅱ 層 9。 1)

8.8)

4.2

580)

(

(

(

凹    石 砂   岩 やや正方形の形態をなす。
表裏面共に中央部に円形状の凹みを有する。凹みの周縁に

は無数の敲打痕が残っている他、研磨面を有する。裏面の

右側縁部になだらかな凹面が有る。

図 2 E-5Ⅱ b層 9.5

8.0

5.7

750

磨   石 角 閃 石
は ん 岩

たたき石から、磨石に転用されたと思われる。その根拠
は、左側縁部と下端部に敲打による欠損部がみられ、表面

と側面の中央部に軽微な敲打痕。裏面は叩打により数力所

扶られている。その後、全ての面を研磨したと思われる。

図 3 E-5Ⅱ a層 11.2

7.5

6.0

830

た た き石 砂   岩 やや円柱に近い形状のもので、上端部は全面、敲打による
潰れが著しい。
表裏面、及び左側辺に敲打による凹面を有する。本品の約
2/3の高さに、くびれを有し、それは本品を一周している

図 4 E-4Ⅱ層 5。 3

5.0

5。 1

180

弾   球 砂   岩 球状の製品である。表裏面の中央よりやや上部に円形の凹
面が有る。本品を一周する無数の横線状のものは自然のも
のと見た。
上下端部に軽微な敲打痕が有る。

図 5 E-6Ⅲ a層 7.0

6.3

3。 9

235

た た き石 砂    岩 円形の自然礫を用いている。表面の 2/3に 及ぶ研ぎ面が
見られる。裏面の中央部並びに周縁部に軽微な敲打痕が見

られる事から、後にたたき石として転用されたと思われ

る。

図 6 ( 7.4)
3.8

3。 3

(   155)

砥    石 砂   岩 長方形で篇平の小型の製品である。両面と側縁部の 4面に
研ぎ面を残していて、平滑をなす。表面の一面のみ、ゆる

やかな凹面が有る。下端部は敲打による潰れがある他、小

溝状になっている部分がある。

第76

図 1

E-81層
(

(

10.5

7.5)

120)

砥    石 黒 色 頁 岩 表面の左側辺部、右上端部、及び下端部は、板状の製品で
ある。部分的に欠けているが、全面、研ぎ込まれていて、
にぶい光沢が出来ている。表面の研ぎ幅は広く、5。 5cmを

計り、ゆるやかに凹面を有する。裏面は所々に研ぎ面を有

するが、特に下端部は左右、斜めから研ぎ込まれている。
携帯用の仕上げ砥石と考えられる。

図 2 E-5Ⅲ層 6.5

4.6

3.6

155

磨   石 './ )V l. H こ`けし
〃
を思い浮かべるような面白い製品である。本来

の形は円柱状だったと思われる。くびれは一周しており意

図的に加工されている。加工面は削りと、磨き面を有す

る。上下端部に敲打痕があり潰れている。

図 3 C-7Ⅳ 層 7.7

5.4

1.6

85

砥   石 片 状 砂 岩 外形が、三角形状をつくり、両面及び周縁部に研ぎ面を有
する。周縁部や欠損部に至るまで、面取 り加工がほどこさ

れている。表面は平滑をなす。手持ち砥石と考えられる。

図 4 D-7Ⅲ 層 4。 4

3.1

0。 9

20

砂   岩 表面はやや曲面をなし、磨面が認められる事から、磨石の
破片と思われる。裏面は本品が剥落した時のまま、手を加

えられていない。左側辺部のみ刃として加工。研ぎ面は、

特に一定の箇所だけ使用され、半月状に凹んでいる。主に

細くて小形の道具の研ぎや成形に利用されたと思われる。

図 5 C-5Ⅱ b層 5。 6

4.6

1.8

25

火山性物質
ス コ リア

(軽 石)

外面が、方形と円形の両方兼ねる。全体が、まっ黒で痘痕

状になっているが、石質上のもので、使用によるものでは

ない。両面及び上端部、左右側辺部は全て平らになってお

り、裏面の下端部にのみ斜めに磨いた跡がある。用途は、

主にナベ磨き用として使用されていたと思われる。

第 19表 石 器 観察一覧
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第 19表 石 器 観察一覧 チャー ト

ミ
ミ

/
/
/

/

挿図

番号

図版

番号

出 土 地 区

出 土 層 位

法

量

長さ (cm)

幅 (cm)

厚さ (cm)

重さ (g)

器   種 石   質 観 察 事

C-61層 5.6

3.7

2.0

50.0

チャー ト片

C-8Ⅳ層 3.1

1.5

0。 5

チ ャ ー ト

C-6Ⅳ層 3.7

2.1

0.5

チ ャ ー ト

C-8表採 1.9

1.3

0.5

チ ャ ー ト

D-7Ⅳ 層 2.6

1.2

0.9

チ ャ ー ト

C-7Ⅳ層 1.7

1。 1

0.5

チ ャ ー ト

C-7Ⅳ 層 1.6

0。 9

0。 3

チ ャ ー ト

C-7Ⅳ層 2.2

4.0

0.5

チ ャ ー ト

D-7Ⅳ 層 2.0

1.0

0.6

チ ャ ー ト

E-61層 3.3)

2.5)

1.5)

10,0)

磨 石 片 砂    岩

E-81層 ( 11.9)

( 6.6)
( 5。 6)

( 540.0)

たたき石片
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( 15。 2)

( 13.5)

( 8.0)
(2,140.0)

た た き石 チ ャ ー ト

E-41層 11.7)

7.8)

6.3)

800.0)

た た き石 砂   岩

T382表採 12.

7.

4.

610。

7)

8)

5)

0)

た た き石 砂   岩

D-7
攪 舌L

8

層

( 14。 2)

( 10。 9)

( 3.0)
( 785.0)

た た き石 砂    岩 石皿からの転用

C-8表 採 ( 12.0)

( 6.7)
( 3.0)
( 270.0)

た た き石 砂   岩 石皿からの転用

キ ャ ン プ

ズ ケ ラ ン

試掘 pit

( 16.8)

( 16。 1)

( 4。 4)

(1,720.0)

石 皿 片

T3 表採 5.0)

5.0)

4.9)

170.0)

弾   球

E-4Ⅲ層 8.1)

7.4)

3.4)

200.0)

砥   石 凝 圧 岩

E-61層 ( 9.3)
( 5.5)
( 3.8)
( 220.0)

石 皿 片

D-7Ⅳ 層 5.2)

2.7)

2.8)

50.0)

磨 石 片 輝 緑 岩

E-61層 5。 1)

3.8)

2.0)

50.0)

磨 石 片 花商閃緑岩

C-6Ⅳ 層 7.8)

4.8)

3.1)

100.0)

磨 石 片 砂   岩

T5 表採 4.8)

4.5)

3.6)

60.0)

磨 石 片 砂   岩

第 19表 石 器 観察一覧
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D-6Ⅳ 層 4.9)

4.3)

2.1)

40.0)

磨 石 片 安 山 岩

C-81層 8.8)

6.2)

3.1)

160.0)

磨 石 片 砂   岩

D-5Ⅲ b層 ( 8.0)
( 6.0)
( 3。 1)

( 175.0)

磨 石 片 砂    岩

C-8Ⅳ層 ( 12.8)

( 9。 3)

( 2.7)
( 330.0)

磨 石 片 砂   岩

C-7Ⅳ 層 7.4)

3.6)

3.0)

55.0)

石 皿 片 砂   岩

E-4Ⅱ層 ( 8。 4)

( 5.5)
( 2.9)
( 170.0)

石 皿 片

C-7Ⅳ層 6.4)

4.7)

2.6)

85.0)

石 皿 片 砂   岩

E-7Ⅱ a層 7.2)

5。 9)

1.3)

90.0)

角 閃 石
は ん 岩

E-9Ⅲ層 6。 9)

4.8)

3.3)

115.0)

石 皿 片 砂   岩

E-5Ⅲ層 10.0)

2.7)

2.6)

65.0)

石 皿 片 安 山 岩

D-3Ⅱ 層 4.9)

5.0)

1.2)

45。 0)

石 皿 片 黒 色 頁 岩

D-5Ⅲ 層 ( 13.4)

( 8.6)
( 5。 1)

( 820.0)

石 皿 片

c-5Ⅱ b層 7.0)

4.2)

1。 1)

65.0)

砥   石 凝 圧 岩

第 19表 石 器 観察一覧
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E-31層
7.6)

3.3)

250。 0)

砥   石

D-5Ⅱ b層 ( 14.4)

( 8.6)
( 8。 7)

(1,070.0)

砥    石 凝 圧 岩 ひょうたん型

第 19表 石 器 観察一覧

第 20表 古 銭 観察一覧

挿図

番号

図版

番号

銭 貨 名 初 鋳 造 年 出 土 地 点 書 体 直 径
(mm)

厚 さ
(mm)

備 考

７８

‐

第

図
□元□園 D-5

(Ⅲ )

23.0 1.0 丁 破損品

図 2 洪 武 通 宝 明 太祖

1368

盛    土 楷  書 24.0 1.3 完形品

図 3 永 楽 通 宝 明、成祖

1408´ ン`1608

褐 色 土 層

D-5
(Ⅲ )

楷  書 25.0 1.5 完形品

中世に足利時代以降輸入

図 4 寛 永 通 宝 江   戸
1636

茶褐色土層
E-610″0

(Ⅲ )

楷 書 25.0 1.3 完形品

図 5 鳩 目 銭 D-4
(Ⅱ )

22.0 1.0 完形品

無 文

図 6 鳩 目 銭 D-4
(Ⅱ )

18.0 0.5 完形品

無 文

図 7 鳩 目 銭 D-4
(Ⅱ )

18.0 0.5 完形品

無 文

図 8 鳩 目 銭 D-4
(Ⅱ )

18.0 0。 5 完形品

無 文

図 9 銭 昭  和
15年代

D-6
(I)
楷 書 17.0 2.0 近代の銭貨である。
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ま と め

玉代勢原遺跡は、略東西に細長く延びる旧玉代勢集落の中央に位置し、南斜面に当たる

ことが明らかになり、斜面下半分に残っていることが判明した。このことから、遺跡の北

側背後には丘陵が存在していたが、すでに削平され、 1日地形を止めていないことが確認で

きた。

大まかに層序をみていくと、第 I層が戦後の攪乱層、第Ⅱa・ b層は旧集落の屋敷址で、

1号、 2号の家屋の下部層の中で、遺物の中から新しい遺物を確認することで、造成によ

る攪乱の時期を判断することができた。第Ⅲ層は 50～ 80Cmと やや厚い層の中で、ほぼ中

央部に約 10cmの幅で遺物を含むレベルがみられ、青磁・ 白磁・染付などが出土し、ほぼ

安定した層であった。第Ⅳ層は C・ D-6・ 7・ 8グ リットの一部に限定してくびれ平底

土器が主体的に出土した。 くびれ平底土器の出土状況から、生活の場ではなく、背後の 2

ケ所から流れ込んだものと考えられることが、半」断された。

出土遺物を時期別に並べてみると、

世紀

種類 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

くびれ平底土器

グス ク土器

須  恵  器
青    磁

白   磁

染    付
有  田 焼

現 代 磁 器

砥  部  焼

南    蛮
橘    鉢

湧  田 焼
褐    釉
壷  屋  焼

陶 質 土 器

瓦 質 土 器

第 25表 出土遺物別年代表

出土土器であるくびれ平底は、C・ D-6・ 7・ 8グ リットの第Ⅳ層で主体的にみられ
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た。同層で数点のグスク土器がみられることより、このころがグスク土器への移行期であ

ろうか。後述のように第Ⅳ層の木炭のカーボン・ デイティングでは 12世紀初期の結果が

出ており、やはりそのころの時期の結果が出ている。

青磁・ 白磁・染付・南蛮・ タイ焼などは、第Ⅲ層を中心に D・ Eト レンチ全域で散在

して出土しており、時期的には 14世紀後半～17世紀のものが主体的にみられた。青磁・

白磁などは特に、13～ 14世紀代のものがあるが、数点であることから伝世品と考えられ

る。それらのことを考慮にいれると、当地のグスク時代のスター トは 15世紀後半以後と

いうことと思われる。

屋敷址と関わ りのある遺物をみると、第Ⅱa層・ Ⅱb層を中心に D・ E-3・ 4・ 5・

6グ リットで出土するが、特に E-3・ 4・ 5・ 6グ リットで主体的にみられた。遺物と

しては染付・有田焼・橘鉢・湧田焼・褐釉陶器・壷屋焼・陶質土器など、沖縄を中心とす

る在地産に、肥前の染付と南中国産の染付が出土するものがある。沖縄産としては喜名焼

から始まり、それと付随するかたちで肥前の染付、南中国の染付がみられる。新しくなる

と磁器や砥部焼など大正～昭和初期のスタンプ技法の磁器がみられるようになる。

このように出土遺物をみてくると、12世紀を境とするくびれ平底からグスク土器への

変換の時期、約 150年間のブランクの後、14世紀後半～17世紀ごろの貿易陶磁器を主体

とする時期のもの、17世紀後半～1945年の戦前までの時期のもの、と大きく3時期に区

分することができる。前二者は本来の生活層ではないことから、明確なことは言えない

が、少なくとも第Ⅳ層と第Ⅲ層との間には間層があり、出土遺物もそれを示していること

から、時間幅があることが伺われる。両者の生活層は、堆積層の状況から北側背後の丘陵

部に位置すると考えられ、何らかの施設があったと思われる。また、これらの出土状況

は、染付以前の出土遺物の状況は、これまでの北谷城の調査成果と比べるとほぼ類似して

いるようにみられる。

家屋の状況は、C・ D・ E-3グ リットの西側壁面や石列遺構の配列からすると、 1日

集落の屋敷址はこの南南西方向の向きに、斜面を階段状に成形し平坦面をつくり家を構え

て居る。背後の高台には竹林を植えた痕跡がみられることから、その背後の高台をうまく

利用したことが伺える。
′
屋敷の状況は E-3・ 4グ リットの中央部に、グリットと平行する形で検出されたもの

(1号)と 、D-5・ 6、 E-5・ 6の 4つ のグリットで、斜めに (南西方向)検出され

たもの (2号)と がある。いずれも家屋の一部と考えられる。同時期の家屋で角度を変え

て作ることは考えがたく、時期の異なるものとみたほうが理解しやすい。そういう目で出

土遺物を検討していくと、 1号家屋の方がわ りと新しい戦前のコバル ト瓶や砥部焼碗、現

代磁器などの多い傾向があった。 2号家屋や 1号家屋の取 り除いた下層から壷屋焼や喜名

焼などの碗・壷・橋鉢などの出土が目につくことから 1号家屋が新しく、 2号家屋のほう
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第79図 各層の遺物出土状況概念図
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が古いと考えられた。 1号家屋は大正・昭和初期の現代磁器がⅡa層・ Ⅱb層から古手の

陶磁器などと混在して出土することをみると、このころ屋敷造成の工事が行われたと考え

られ、その時代は少なくとも昭和初期～戦前の家屋と言うことになろうか。 2号家屋はそ

れ以前の時期ということになると考えられる。

2号家屋と係わ りのある遺物をみてくると、相関関係のみられる喜名焼の橘鉢や褐釉陶

器である。喜名焼の大型壷には南蛮の影響がみられることから、17世紀中葉以後と思わ

れる。このことから、古い 2号家屋の始まりは、17世紀中葉以後と考えられないであろ

うか。

最後に第Ⅳ層のくびれ平底土器の出土する層中から木炭が多量に検出された。それを、

2点、日本アイソトープ協会で炭素年代測定をおこなった結果、下記のように示された。

年代測定結果報告

日本アイソトープ協会コード   北谷町コード      C-14年 代

N-6558      C-7グ リット第Ⅳ層 No483   1120± 140yB.P。 (1090± 140yB.P。 )

N-6559      D-7グ リット第Ⅳ層 No957   1110± 130yB.P.(1080± 130yB.P.)

参考文献

『今帰仁城跡発掘調査報告 I』 今帰仁村文化財調査報告第 9集 今帰仁村教育委員会 1983年

『浦添城跡発掘調査報告書』 浦添市文化財調査報告書第 9集 浦添市教育委員会 1985年

『松田遺跡』 沖縄県文化財調査報告書第 76集 沖縄県教育委員会 1986年

『阿波根古島遺跡』 沖縄県文化財調査報告書第 96集 沖縄県教育委員会 1990年

『安仁屋 トゥンヤマ遺跡』 沖縄県文化財調査報告書第 105集 沖縄県教育委員会 1992年

『喜名焼古窯跡展』 読谷村立歴史民俗資料館 1993年

『肥前の色絵「その始まりと変遷」展』 佐賀県立九州陶磁文化館 1991年

『古伊万里』 別冊太陽 No.63 平几社 1988年

『やきもの辞典』 平几社 1987年

『歴代古銭図説』 丁福保編 上海書店 1986年
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図版 :

下 遺跡近景 (南東側より)
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上 遺跡遠景 (南東側より)
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図版 2

下 遺跡近景 (西側より)

-202-

上 遺跡遠景 (南西側より)
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図版 3

下 台風による冠水状況
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上 発掘状況
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図版 4

3～ 7区の完掘状況上 下 5～ 9区の完掘状況
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図版 5

下 COD-405区 の完掘状況
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上 COD-4・ 5区の完掘状況
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図版 6
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上 E区南側土層の状況 下  3区西側土層の状況
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図版 7

下 6～ 7区の土層の状況
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上 3～ 6区の土層の状況
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図版 8

上 4～ 6・ C～ E区の土層の状況 下 D-6～ 9区の土層の状況
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図版 9

下 E-5区 の石列状況
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上 E-4区 の石列状況
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図版 10

下 C-7区 第Ⅳ層の土器出土状況
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上 D-7区 第Ⅳ層の不定形遺構
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図版 11

上 C-6区 第Ⅳ層の土器出土状況 下 C-6区 第Ⅳ層の土器出土状況
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図版:2

膵 盛

下 土器 I・ Ⅱ類裏面
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上 土器 I・ Ⅱ類表面
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下 土器 I類底部裏面
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上 土器 I類底部表面
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図版14

奪

下 土器 Ⅲ類口縁・底部裏面
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上 土器 Ⅲ類口縁 0底部表面



図版15

下 須恵器・珠洲焼裏面
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上 須恵器・珠洲焼表面
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図版 16
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図版 17
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図版 18
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図版20

上 青磁 下 青磁
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図版21

下 白磁裏面
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上 自磁表面
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下 白磁裏面
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上 自磁表面

軋
魏
鰊
一

．”．¨． 一一一一峠
一̈一̈一一一靡

一一

一
＝
一一Ｉ
一■
＝
■
一
　

一

|:1111:|::||:1111'|:11:lη鶴‐

ル||:||1砕|1檄

鮨 勒
燿籐聯 Fイ f“

蝙

．”一ｍ
蝙
．．

磁
塁
瑕麒

炒

|||171は激ヽ |

:尚輻::

:,I:1111::::|11::,I::′ ||:|::|1多 |
1協 :″ ::::::::::`li

li:蜀多::||:‐
111夕%多珍多:|イ

|:::彰 :多:移 :::|.:::‐

靱′:::`:り ::″ ′́

鰊鼈:

膠:1,:::::′ |::′
″̀
:“

|

巌鰈靱
1疵::Z

躊



図版23

蝙漑 t,鋏颯鼈礫一儡一||  |‐     |1111'4′ :′ |.411:

|‐   _|■ ‐   |‐ ||||||‐ :11‐

.:||||111・

‐‐|||%,III:蒻 ,・  ,″‐ 一　
■
■
一
＝

下 染付裏面

-223-

薔
1‐會:は

1蓋 |‡||1瘍 |『

:蓄

1塚

|る

:ZI蜀

::::::‐

‐‐. ‐‐‐‐
豫躍雛

上 染付表面

瘍

魃膵諫檸賤鶯蝙
‐鰺5‐

1籟1鱚 蠅雛蝙咆
彎魏 lmRIII

5
靱
. "守

蝙

顆

:`:留1:″ rl::414:

%::;

:"力

蜻
1鞣隋'%:111

m 爾 儡琲

:1辟瘍Ю7

隷閂勒鱚 綺

鰊倅‐‐1隧‐‐饉颯瞼躙‐1鸞|‐‐‐鸞||=鰊
1陽1鬱1瘍鬱颯‐1鰤1麒

‐‐‐
||‐
魃餞1鰤‐1

. |"     _                            ~     .・ ・ 浅爾膠″''       撥願層甲FI                          .       .

卜輪ポρ鉤
礼

:,1111lillllllllllli

.::‐. ‐:,|:|:::lillililillllllllllllllllllllllllllllllll
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下 染付裏面
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上 染付表面
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下 染付裏面
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上 染付表面
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下 染付裏面
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下 現代磁器裏面
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下 現代磁器裏面
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下 砥部焼裏面
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下 陶器 大型壼裏面
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下 陶器 大型・中型壼裏面
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上 陶器 大型・中型壼表面
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下 陶器 中型壼裏面
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下 陶器 中型壼裏面

-240-

上 陶器 中型壼表面

巡蛉蝙
⑫骰∝

ル
・

一鰊
軋

呟
■

:  /

プ
):'

一　　　　　　　　　　　　　″Ъ鶴遡:慶 ″ ´

り

一颯
一



図版4!

下 小型壼裏面
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下 小型瓶裏面
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下 小型手焙り裏面
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下 陶器 橋鉢
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上 陶器 摺鉢
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下 陶器 摺鉢
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上 陶器 橋鉢
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下 陶器 摺鉢
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下 陶器 橋鉢
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上 陶器 橋鉢

筋

一一̈一

％

一″
”̈

″物一笏
屁
躙

魏

■
絋衿



図版51

下 陶器 橋鉢
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上 陶器 摺鉢
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下 陶器 摺鉢
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下 陶器 橋鉢
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下 湧田焼碗裏面
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上 陶器 湧田焼碗表面
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下 湧田焼碗裏面
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上 陶器 湧田焼碗表面
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上 陶器 褐釉大型碗 0急須表面  下 陶器 褐釉大型碗・急須裏面
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下 陶器 褐釉瓶・壼・蓋裏面
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上 陶器 褐釉瓶・壼・蓋表面



図版60

利
‐‐‐塀 儲

心鶴.:‐写ち'1‐

密=    爾F・

鱚 憚 鶉

眈 辣

||11111● | ‐ ‐ ..′    |■ |||
‐‐‖il■‖■1 ‐■‖■「 |■1  1■″■■

下 陶器 褐釉瓶 0壼・碗裏面

-260-

●
■

■
■

●

一　

一

■
●
■
■
■
■

上 陶器 褐釉瓶・壼・碗表面

11●日1‐|1瞼叩肩y.司も聘
|■  ‐‐|ル「         1

kl雹

誅 ●「

徒蓋鰤

蝙鰤 ,

鯰穆
呻

鯰訃

一躙
雛̈
・一一一一一Ⅷ
一一一一

一一磯
■
■
　
　
　
一

滋謳≧

躙魃
・■主|ゴ ュ
:ち
,レ蒙:

一■

1傷||

ン

″|
■|

7

厄̈
祓
ｍ
¨

蛉 S‐
‐ 〃

″り
一一一・一一Ｉ

.1'′

:′夕
:':`:′

:′′
:l'|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||:i:i.:.:′ ′

彬″η

グ
酉
霧
物̈
曰

ラ
   フ

仄



図版61

上 陶器 中型脚付き鉢表面 下 中型脚付き鉢裏面
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下 陶器 白化粧釉碗裏面
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上 陶器 白化粧釉碗表面
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下 陶器 白化粧釉碗裏面
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上 陶器 白化粧釉碗表面
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上 陶器 白化粧釉碗 0茶碗・急須表面 下 陶器 白化粧釉碗・茶碗 0急須裏面
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下 陶質土器 土鍋裏面
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上 陶質土器 土鍋表面
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下 陶質土器 土鍋裏面
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上 陶質土器 土鍋表面
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下 陶質土器 手焙り裏面
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上 陶質土器 手焙り表面
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上 陶質土器 大型碗 0急須 0蓋表面 下 陶質土器 大型碗・急須 0蓋裏面
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下 瓦質土器 裏面
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上 瓦質土器 表面
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上 遊具 表面 下 裏面
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上 瓦  表裏面 下 石器 打製石器
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図版72

下 石器 石皿裏面
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上 石器 石皿表面
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図版73

下 石器 石皿裏面
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上 石器 石皿表面
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図版74

上 石器 石斧・叩石 0磨石表面  下 石器 石斧・叩石・磨石裏面
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図版75

下 石器 叩石・凹石裏面

-275-

上 石器 叩石・凹石表面
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図版76

上 石器 凹石・石球・砥石表面  下 石器 凹石・石球・砥石裏面
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図版77
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下 石器 叩石・石錘・研石裏面
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上 石器 叩石・石錘・研石表面
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図版78

彗 ■

■
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下 発掘調査員一同スナップ
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上 古銭 表裏面
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獣骨に関する調査

琉球大学農学部 り|1 島  由  次

今回の遺跡における獣骨の種類は、ウシ・ ウマ ●リュウキュウイノシシ (イ ノシシと

略)・ イヌ・ ヤギ ●ブタの 6種であり、その他として各種の鳥類 (種名は不明)の骨が少

量含まれていた。出土した骨は頭蓋・長骨 (上腕骨・大 Ii星骨など)か ら肋骨にいたるま

で、かなり細々と砕かれており同定にかなりの時間を要し、また撮影したいと思う形状の

整った骨の数は多くなかった。獣類の解体後に骨を砕くという行為は、骨髄中に含まれる

脂肪を回収することが目的であった。成獣の長骨における骨髄は脂肪組織に置き変わって

おり (黄色骨髄 )、 頭蓋・肋骨・脊柱などの海綿骨 (赤色骨髄)も 土器中で煮たてれば脂

肪の回収は可能なのである。貴重な動物性脂肪は主に調理に用い、他に照明に使用したと

思われる。

本遺跡の獣骨類の中には骨・角を加工した物 (骨角器)は見当らなかった。写真は同じ

部位の骨を出土骨と現生の家畜・ イノシシと対比して撮影した。

写真 1～ 11ま でウシの骨を示した。ウシにおいてはサイズに関して 2種類 (大型種と

小型種)が認められた。大型種は黒毛和種とほぼ同サイズ (体重約 500kg)であり、小型

種は大型種の約半分のサイズと思われた。小型種は大型種の幼獣である可能性も考えられ

たが、骨化の程度より成獣と判断した。写真 1～ 6ま でが大型種の骨であり、写真 7～ 11

までが小型種のものである。出土した獣骨より個体数を推定する方法として、歯の出土数

と肩甲関節の出土数を計算する手段がある。歯は生体において最も硬い組織であり、人為

的な破砕をのがれるケースが多く保存性が高いので、また肩甲関節と肩甲骨頚部 (写真

6)は海綿骨が少なく破砕されにくい部位で残存する確率の大きい部位なので信頼性が高
い。

表 1～ 2に判別できた出土骨を動物種と部位別に示した。ウシの切歯の数は下顎にのみ

8本存在する。切歯の出土数は 7本で 1個体分にも満たない。一方、ウシの日歯の数は上

顎に 12本、下顎に 12本で計 24本出現するが、日歯の出土数は 79本で 4個体分に相当す

る。肩甲関節は左側 4個・右側 1個が出土したので 4個体分である。すなわちウシの骨は

4頭分と推定した。

写真 12～ 18は ウマの出土骨をヨナグニウマと対比して示 した。ウマにおいても大・小

の 2種類が含まれ、ヨナグニウマと同サイズの個体とより大型の個体である。写真 17の

出土骨 (右大腿骨近位端)は明らかにヨナグニウマよりも幅が大きかった。ウマの切歯は

上・下顎各 6本で計 12本そなえている。切歯の出土数は 18本で 2個体分に相当する。臼

歯数はウシと同様 24本であるが (ただし雄馬には 4本の犬歯が出現)、 日歯の出土数は
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36本でやはり2個体分しかない。しかし、肩甲関節が左右ともに 3個出土したので、ウ

マの骨は 3頭分と判断した。

写真 19～21はイノシシ (雌 )の骨と対比して示 した。出土したイノシシの骨は現生の

イノシシと比較してサイズについて変化はないと思われた。出土した犬歯 3本のうち 1本

が大型だったので雄が 1個体含まれるようである。歯の出土数が少なかったので、肩甲関

節の数より3頭分と判断した。

写真 22・ 23はイヌの出土骨である。いずれも中型の成犬の骨である。イヌの歯数は切

歯 12本、犬歯 4本、前日歯 16本そして後臼歯 10本で計 42本が基本数である。出土した

歯は 1個体分であろう。本個体に関しては肩甲関節も見当らない。また、写真では示せな

かったが、幼犬 (3カ 月齢 ?)の下顎も確認できたので、イヌは 2頭分と推定した。ヤギ

は 1個体分と思われた。なお、頭頂骨と後頭骨を含む一部分の骨でイノシシよりもはるか

に厚 く頑丈な骨を認めたので「ブタ」と判断した。

まとめとして、本遺跡より出土した獣骨の種と個体数は、ウシ (4頭分)・ ウマ (3頭

分)・ イノシシ (3頭分)・ イヌ (2頭分)・ ヤギ (1頭分)そ してブタ (1頭分)であり、

6種・ 14頭であった。

表 1.各種動物の骨と歯の出現状況
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イ:麦

屋支

大腿骨頭{E
大腿骨近位端 {E
大腿骨遠位端 {E
歴骨近位端 {E
歴骨遠位端 {E
膝蓋骨 {E
中足骨近位端 {E
中足骨遠位端 {E
力己オ艮′拝計
踵骨 {E
屁巨饗讃
∫
l

乃L骨

表 2.各種動物の骨の出現状況
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写真 1。 ウシ右下顎第 2前臼歯 写真 2.ウ シ右上腕骨遠位端 (左側)

写真 3.ウ シ右中手骨近位端 (右側) 写真 4。 ウシ右大腿骨近位端 (右側)
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写真 5.ウ シ左胚骨近位端 (左側) 写真 6.ウ シ左肩甲骨 (関節と頚部)(右側)

注)例えば、写真 2。 の「左側」とは、左側が本遺跡の出土骨、右側は比較のために対比

させた現生動物の標本である。以下同様である。
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写真11。 ウシ趾骨 (末節骨)(下 )
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写真12.ウ マ左肩甲骨 (関節と頚部)(右 )
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写真13.ウ マ右肩甲骨 (関節と頚部)(右 )

写真15。 ウマ右上腕骨遠位端 (右 )

写真14.ウ マ左上腕骨遠位端 (左 )

写真16.ウ マ左前腕骨 (撓骨)(左 )

写真18.ウ マ右胚骨遠位端 (左 )写真17.ウ マ右大腿骨近位端 (右 )
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写真19。 イノシシ環椎 (下 )

写真21.イ ノシシ右大腿骨骨幹 (右 )

写真20.イ ノシシ右大腿骨骨幹 (右 )

写真22。 イヌ左上腕骨

写真23.イ ヌ右下顎骨
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貝類遺存体

沖縄島中部の西海岸に位置する北谷町の玉代勢原 (た まよせばる)遺跡は、12世紀か

ら20世紀のいわゆる沖縄貝塚時代後期から現代までの遺跡である。遺跡は斜面の下部に

位置しており、その前面には東シナ海の砂泥海岸が広がっている。今回、この遺跡から発

掘された 14世紀から 16世紀にかけての層から得られた貝類遺存体について検討すること

ができたので、ここに報告 したい。報告に先立ち、貴重な資料の検討の機会を与えて戴

き、有益な御教示を戴いた北谷町教育委員会の中村懸氏に御礼申し上げる。

i.貝類の出土様式

グリッド別の出土パターンでは、Eラ インで全体の約 94%が得られてお り、その中で

もE-6グ リッドから全体の約半数が出土していた。その周辺に投棄の集中部分があった

ものと考えられる。

層別では、全体の約 68%がⅡ層から出土 しており、次いで I層から約 20%が得られて

いる。また、グリッド別の層位間 (例えば E-5グ リッドのⅢb層等)での、主体貝 5種

の出土割合を比較した。対象としたのは、200個体以上出土した 7つのグリッド別層位で

ある。その結果、アラスジケマンでは 24。 0%-31。 5%、 クワノミカニモリでは 3。 6%-25。 1

%、 スダレハマグリでは 7。 6%-18.1%、 カンギクでは 2。 6-8。 4%、 イボウミニナでは

0.9-10.7%であった。クワノミカニモリ・ イボウミニナの両種では比較的集中する傾向

を持っていると考えられるが、他の 3種ではこの割合が比較的一定であり、通常的な採集

のあったことを想定させる。同様に、 5種の主体貝の占める割合は、51.8-75。 4%であ

り、各グリッド別層位間で大きな相違は認められないようであった。

2。 非食料残滓の貝類

この遺跡から出土した貝類の内、食用とは考えられなかった種には、化石の二枚貝 3種

と小型のフトコロガイ・ カニノテムシロガイ・ カワチ ドリガイがあった。前者は基盤の琉

球石灰岩の小塊に埋没した形状で出土し、周辺の地層からの混入と考えられ、そして化石

に加工痕を有するものは認められなかった。後者は、その出土量が著しく少なく、ウミニ

ナ等の採集の折に死殻が混入したものと考えられる。その他にも、後述するように食用と

は考えにくいタマガイ類やナツメガイが出土しているが、食料でなかったという積極的な

根拠がないために、ここではとりあえず他の全ての種を食料として取 り扱った。

3.生息場所と関連させた食料残滓貝類の特徴

出土 した全ての貝類の量的組成から、本遺跡ではアラスジケマンが 27。 8%、 次いでク

ワノミカニモリが 13。 3%、 スダレハマグリが 9。 8%、 カンギクが 6.7%、 イボウミニナが
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6.5%と 高い割合を占めていた (図 A)。 この 5種が主体貝といえる。マガキガイ●リュ

ウキュウシラトリ・オニノツノガイ・スグカワニナも2%以上の割合を占めていた。

貝類の採集場所は、河口干潟―マングローブ域と外洋一サンゴ礁域がそれぞれ約 35%

であり、内湾―転石域が約 25%と なっていた。淡水域・陸域とも全体の3%以下と僅か

であった (図 A)。
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図A 玉代勢原遺跡の主体貝および生息場所類系組成

幼貝

個

61 50

数

0

100

0

成貝  個
20

体

個

体

数

5

0

数

0 ' I IA IB Ⅲ  Ⅳ     0     4o     80    120
殻径 (mm)

図B マガキガイの破損形態別出土個体数  図C サラサバテイラの殻径分布
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図D カンギクのフタ長径の分布

今回の発掘調査では、従来の現場でのビックアップ法の他に、E-5グ リッドのⅢ層を

3mmメ ッシュでふるった土壌サンプルも存在した。この土壌サンプルから、2000ccを 無

作為に抽出し、その中に含まれている貝類も調査した。

その結果が表Aである。イボウミニナが 38%と 最も多く、次いでウミニナの 19%と な

っている。以下、アラスジケマンが 7。 4%、 カンギクが 4.7%、 クワノミカニモリが 2。 9
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%、 スダンハマグリが 2.6%と なり、種類からみると、ビックアップ法と大きな相違は認

められない。しかしながら、小型のウミニナ類が大半を占める傾向は明瞭であった。同様

な土壌調査にウミニナ類の割合が増加するという結果は、豊見城村の平良グスクの試掘調

査でも知られている。

ただし、このメッシュ法の結果に基づいて、今回の組成を修正することは、土壌サンプ

ルの数あるいは量が著しく僅少なので、不可能であると考えられた。またこれまでの調査

結果と直接に比較するためにも、ピックアップ法の結果によって、以下に各場所の特徴を

見てみたい。

外洋一サンゴ礁域では、潮間帯中・下部 (I-1)か らクワノミカニモリ (こ の類型の

約 88%:括弧内の%は以下同様)を中心に採集されており、その種類は 13種で、2cm程

度の小型の種が多い。イノー (I-2)で は、マガキガイ (約 26%)、 オニノツノガイ

(約 17%)が 多く得られてお り、中型の種が多い。種数は61種 と著しく多いが、出土頻

度の高い種は少ない。イノーでの採集目標であるシャコガイ類のサイズを示すと、ヒメジ

ャコでは殻長 30-70mmで 40mm程度の個体が多く、シラナミでは 40-210mmの 範囲

で各サイズの個体が均等に採集されている傾向にあった。ヒレジャコは 130-310mmの

範囲にあり、比較的大型の個体も存在した。マガキガイの破損形態をみると (ただし従来

のⅡとⅢを細分化し、ⅡA:外唇の 1/2層以下が破損しているもの、ⅢB:外唇の 1/2

以上が破損しているもの、Ⅲ :螺層と殻軸の 1/2程度が残存しているものとした)、 ⅢB

型が最も多く、他の形態は同程度の割合であった (図 B)。 干瀬 (I-3)の 類系には 9

種が属するが、その割合は 1.7%と著しく少ない。他の遺跡で多いチョウセンサザエやハ

ナマルユキがほとんど出土しない。礁斜面 (I-4)では、サラサバテイラ (約 69%)
とギンタカハマが多い。サラサバテイラの殻径では、30-50mmの 小型個体も多いが、

90mmに達するものも得られている (図 C)。

内湾―転石域 (Ⅱ )では、スダレハマグリ (約 38%)・ カンギク (約 25%)・ リュウキ

ュウシラトリ (約 14%)が多く出土している。土壌調査の結果では、殻長 2Cmに も満た

ないウミニナの頻度が高い。また、土壌調査によって得られたカンギクの蓋のサイズ組

成を図 Dに示したが、かなり小型の個体が多く採集されていることがわかる。河口干

潟―マングローブ域 (Ⅲ )では、アラスジケマン (約 79%)、 イボウミニナ (約 18%)が

多く、この両種でこの類系のほとんど全てを占めていた。

淡水域 (Ⅳ )は約 3%と 著しく低い割合であった。その中で、スグカワニナ (約 64%)

とカワニナが多く出土していた。陸域 (V)は出土個体数・種数とも少なく、オキナワヤ
マタニシが大半を占めていた (約 72%)。

4口 他の遺跡との比較

本遺跡はアラスジケマンを主体とし、これまでに報告されてきたようなグスク時代の貝
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類遺存体の特徴を示している。またグスク時代に多いカンギクも5種の主体貝の中に含ま

れている。しかし、本遺跡ではカンギクがアラスジケマンより低頻度であり、河口干潟の

方を良く利用していたことが考えられる。アラスジケマンと形態的に類似したホソスジイ

ナミは、前者の約 6%の 出土量であり、このことは後者の生息する内湾域の利用頻度が河

口千潟より低いことの反映だと思われる。

このアラスジケマンとカンギクの出土量に関して、内湾の底質による主体貝の相違とい

う的確な指摘がなされている。同時にグスク時代において浅海化現象に伴い、内湾や河口

干潟に生息する貝類の出土量が遺跡から増加することも指摘されている。しかし、アラス

ジケマンやカンギクを主体とする遺跡は、グスク時代以前の暫定編年前Ⅳ期の玉城村・百

名第二貝塚や読谷村・吹出原遺跡、後期の具志川市の宇堅貝塚群・ アカジャンガー貝塚等

においても知られている。これらの種が主体となる現象は、基本的には遺跡の立地条件と

人間の漁労活動に起因するものと考えられる。浦添市・真久原遺跡 (13-14世紀)では、

出土個体数は少ないものの、玉代勢原遺跡と同様な貝類の組成が報告されている。このこ

とは、この時期の北谷から浦添に至る海岸の立地的特徴を示しているのであろう。

また、グスク時代に多いカニモリ類・ ウミニナ類の出土も本遺跡では顕著であった。そ

の中でもカニモリ類では、クワノミカニモリのみが著しく多く採集されており、豊見城村

のグスクで知られているように多種類を得るのではなく、本遺跡ではクワノミカニモリの

みを強い選択性を持って採集したものと考えられる。

また、グスク時代になると、貝塚時代後期の外洋一サンゴ礁域での大型貝類の採集か

ら、前述のように内湾・河口干潟での中・小型貝類採集へと移行し、サンゴ礁に生息する

シャコガイ類やサラサバテイラのサイズが小型化する現象が報告されている。本遺跡で

は、外洋―サンゴ礁域で採集された個体の割合が 30%を超えており、サンゴ礁域での採

集も比較的多かったものと推測される。シャコガイ・サラサバテイラの小型化は認められ

るものの、比較的大型個体も出土していることから、サンゴ礁海域での漁労の重要性も示

唆される。

土壌調査では、イボウミニナとともに、殻高 1.5Cm程 度の小型のウミニナも多く出土

した。本種では、食用時によくみられる螺層部の欠損がほとんどなく、また多少水磨をう

けている様々なサイズの個体が得られた。このことから、『食用以外の用途によって、海

岸から砂と一緒に、本種の死殻を集落へ大量に持ち込んだと想定される。』しかし、本種を

敷きつめたような遺構等は知られておらず、また砂と一緒に採集されたのならば、他のフ

トコロガイ等の小型貝類や死サンゴ片も多く含まれると考えられるが、死サンゴ片は重量

にして全体の 1%以下と著しく少なかった (表 A)。 このようなことから、本種の出土様

式の検討も今後の課題と言えよう。

本遺跡からは、殻表に光沢を持ち 3cm程度の小型で球形のリスガイ・ ヘソアキ トミガ
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イやナツメガイが他の遺跡と比較 して多く出土 していた (全体の 1.4%)。 この 3種はサ

ンゴ礁域や内湾域に打ち上げられた死殻としては多くみられる種であるが、筆者の定性的

な観察によると、生きた個体の得られることは少ない。そのため、貝殻の特徴から簡単な

おはじき的な遊具として遺跡に持ち込まれた可能性も考えられる。同様なことは、マガキ

ガイのⅢ型の破損形態の頻度が比較的高く、これは遊具の独楽として利用された可能性も

考えられる。出土様式の検討や類例の発掘を待ちたい。

本遺跡と関連を持つと考えられる北谷城二の郭から出土した貝類と比較すると、後者で

もアラスジケマン・ スダレハマグリ (ハ マグリとして報告された種は本種であると考えら

れる)・ クワノミカニモリ (同様にリュウキュウムシロとして報告)が多いことは類似す

るが、マガキガイが最も多く全体の 1/4を 占め、オニノツノガイ・イ トマキボラ等のイ

ノーの中・大型種も比較的出土頻度が高い点で異なっている。さらにカンギク (ハ グル
マ

ヒメカタベとして報告)の頻度が低く、イボウミニナはほとんど出土していないことでも

相違をみせている。また北谷城からの投棄の場であったと考えられている北谷城第 7遺跡

でも、マガキガイが主体となる二の郭と同様な組成が報告されている。ただカンギク (ハ

グルマヒメカタベ)と マイマイの頻度の増加している点が二の郭と異なっている。陸産貝

類の増加は、自然に死亡した陸貝の殻が堆積しやすい崖下という立地条件に起因するもの

と考えられる。このように集落址とグスクの出土貝類の比較を、今後とも詳細に検討でき

たならば、グスクという場の持つ意味がより明らかになるものと考えられ、今後その成果

に注目したい。

5口 遺跡周辺環境の推定

淡水性の貝類では、現在の低地の止水域に多い トウガタカワ
ニナ●ヌノメカワニナがほ

とんどみられず、スグカワニナが著しく多かった。この現象が、出土した種への選択的な

採集の結果であるのか、本遺跡の湧水域の形状に起因するものなのか、今後の検討が必要

であろう。ただし、今回スグカワニナと同定した種は、戦後沖縄島やその他の琉球列島か

らほとんど報告のない種である。このことから、すくなくとも 14-16世紀において玉代

勢原遺跡の周辺の小河川にはスグカワニナの生息を保証するような現在ではみられない環

境が存在したことが想定される。

陸産貝類では、他の遺跡で確認されているようなイ トマンマイマイ等の森林性の種は得

られなかった。また遺跡から出土したオキナワヤマタニシのサイズは平均 19.05mmで、

前V期の知場塚原遺跡や高嶺遺跡の個体よりも小さかった。このことは、周辺の森林環境

が悪化するとオキナワヤマタニシのサイズが小型化することを示していると考えられる。

遺跡から出土した本種のサイズが現在の北谷城跡の現生個体のサイズ (平均 18.60mm)

とほとんど変わらないということは、本遺跡は斜面に形成されているものの、遺跡の周辺

部は耕作地等の開けた場所であったことを示唆するものと考えられる。
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表A E-5グ リッド・ Ⅱ層の 3 mmメ ッシュより得られた貝類遺存体

個体数    重量 (g)

腹足綱
マガキガイ

カンギク (殻 )
〃  (フ タ)
ムラサキ ウズガイ
マルアマオブネ

カニノテムシロガイ

ナ ツメガイ

ナハ ビラダカラ

ツノマタガイモ ドキ

ミツカ ドボラ

クワノ ミカニモ リガイ

カヤノ ミカニモ リガイ
コゲツノブエガイ

オニノツノガイ

フ トコロガイ

シマベ ッコウバイ

ウ ミニナ

イボウ ミニナ

ウ ミニナ属不明
カワアイ

イ トカケヘナタ リ

カ ワニナ

ス グカワニナ

カワチ ドリガイ
マダライモガイ

コモ ンイモガイ

中型イモガイ類

オキナ ワヤマタニシ

シュリマイマイ

腹足綱不明

二枚貝綱

アラスジケマ ンガイ

ホ ソスジイナ ミガイ

ヌノメガイ

アラヌノメガイ

スダレハマグ リ

イオ ウハマグ リ

エガイ

フネガイ

サ メザ ラ

リュウキ ュウシラ トリガイ

リュウキ ュウヒバ リガイ

シレナシジ ミ

ミドリアオ リガイ

シラナ ミ

貝類破片 (主に二枚貝 )

合計

死サ ンゴ破片

１

１５

１８

・
４

１

１

１

１

３

Ｈ

ｌ

７

・
２

３

７３

４５

・
３

２

９

２

１

・
１

２

４

・
３

4.6

24.5

1.4

2.7

3.5

0。 7

0。 8

2.1

5。 4

7.9

22.9

0.5

2.6

0。 7

0.1
~3.8

9。 8

92.9

2.1

1.5

1.2

6.3

5。 7

2L/28

'(n
0,/l
e/to
0,/l
0,/2

'(o
n('

a

l,/0

381

0。 7

160.3

8.3

4.6

5.0

41.1

1.4

3.7

0.2

0。 8

39。 1

1.5

6.7

2.3

0.6

13.4

502。 9

4.1

・ は破片のみの存在を示す
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